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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　　　　１






　厳おごそかな古代樹。

　数百年という星せい霜そうのなかで、この樹は天を衝つくように生長していく。枝は無数に分岐し、生い茂った葉は瑞みず々みずしく、強い野の芳香を帯びている。

　エルフの森──

　樹齢数百年にいたる古代樹が並び立つこの景観は、全方位、見回すだけで心を奪われそうな迫力だ。

「今まで無我夢中だったけど、落ちついて見るとすごいな。この森……」

　木の根っこに腰かけて。

　黒塗りの銃剣「亜竜爪ドレイクネイル」を脇に抱え、カイは木漏れ日の眩まぶしさに目を細めた。

　カイ・サクラ＝ヴェント。

　暗い群ぐん青じよう色いろの髪に、同系色の瞳をした十七歳の少年だ。

　人類庇ひ護ご庁の戦闘衣──対他種族用に量産された兵服をまとい、その身体からだは日々の鍛錬によって確かな力強さを湛たたえている。

「さすがイオ連邦の秘境……」

　カイのいる樹海は、蛮神族と呼ばれる種族の領土である。

　エルフにドワーフに妖精、そして天使によって構成される混合種族。

　人間以上の知性をもち、人間の兵器以上に強力な法具を有する。通称「人間の上位互換」。この地で、人間は百年以上も蛮神族に支配されてきた。

　だが今は──

　この森に踏み入った人カ間イに対し、蛮神族が襲ってくる気配はない。

　森のあちらこちらで鳥の囀さえずりが奏でられ、獰どう猛もうな獣も見あたらない。穏やかな憩いの場。そんな静けさだ。

「カイ、こんな場所で休憩かしら？」

　茂みの向こう。

　奥の獣道を伝って顔を覗のぞかせたのは、軽甲かつ冑ちゆうをまとった銀髪の少女である。

　ジャンヌ──

　凛り々りしく整った目鼻立ちが印象的だ。伸ばした銀髪は後ろで短く一つにまとめ、すらりとした長身も相まってボーイッシュな雰囲気を感じさせる。カイと同じまだ十七歳ながら、一つの軍隊──人類反旗軍レジストを率いる司令官でもある。

「レーレーンを探しにいくって言ってたじゃない。みんな次の遠征に向けて大忙しなんだから、こんな人目につかない場所でサボってちゃダメよ？」

「そのレーレーンを探しに行ったリンネを待ってるんだよ」

　サボってたわけじゃない。

　そう伝えながら、カイは座っていた木の根から飛びおりた。

「リンネは？　迷子になってないかしら」

「心配ないさ。リンネなら俺がどこにいてもすぐ──……」

「すぐ？」

「……ちゃんと戻ってくるよ。リンネは、こういう森の探検は慣れてるから」

　嗅は覚なでカイの居場所を突きとめられる。

　──というのを正直に話せば、ジャンヌはどんな表情をするだろう。

　いま名の挙がっているリンネという少女は人間ではない。人間の敵である他種族の血が混じった混こん沌とん種である。

　もっとも、それを知っている人間はカイ一人だが。

「ところでジャンヌこそ、エルフの郷さとで会議してたんじゃ？」

「そうよ。天使たちをまじえて……それでエルフの大長老が待ちくたびれてるってわけ。私たちの巫女レーレーンはどこへ行った？　って」

「じゃあ連れ戻しにいくか。リンネの向かった方向は覚えてるから」

　森の奥の茂みを指さして。

「ジャンヌは先に戻る？」

「いえ、ついていくわ。蛮神族との話し合いで座りっぱなしだったし身体からだが凝っちゃった。少し歩きたい気分なの」

　獣道を歩きだす。足下の枯れ草を踏み進みながら。

「私、さっきエルフたちから話を聞いて驚いたわ」

　何を？

　そう尋ねる前に、ジャンヌの方がやれやれと溜ため息いきをつきながら。

「蛮神族って、大まじめな話し合いは一か月くらい飲まず食わずでずっと決め事をしてるんですって。睡眠も取らずに、一滴の水も飲まずに延々とよ」

「とんでもないな」

「ええ。それを聞いてゾッとしたわ。人間わたしたちは、そんなことを平然と言える種族と戦ってたのかって」

　女司令官の唇から、冷ややかな自じ嘲ちょうの笑み。

「今まで人間が歯が立たなかったわけね。根本的な生命力が違うのよ。寿命だって人間の十倍近いっていうし。正直、よく停戦にこぎ着けたってほっとしたわ」

「……ああ」

　首肯する傍かたわらで、カイが思い浮かべたのは一体の悪魔とのやりとりだ。

　この地の遙はるか北。広大なウルザ連邦を支配する悪魔族から、カイが王都を取りかえした直後のこと。

　あの夢魔姫サキユバスクイーンは、突如として現れた。




〝調子に乗らないで。奇き蹟せきに奇蹟を重ねて冥帝おねえさまを倒したとはいえ、私たち三体が王都にいればお前たちの勝利はなかった〟




　夢魔姫サキユバスクイーンハインマリル──

　悪魔族の二番手ナンバーツー。あの威圧感は冥帝ヴアネツサのソレにも迫るものがあった。

　カイが激戦の末に冥めい帝ていを撃破し、これで人間と悪魔族の力関係が逆転する。そう期待していた矢先にだ。

　その目もく論ろ見みが誤りだったことを痛感させられた。

「俺たちに運が向いてたのは間違いない。本当にギリギリの勝利だったのかもな」

「……そうね。今までがうまく行きすぎたわ」

　ジャンヌが表情を引き締める。

「北部ウルザは、カイが冥帝ヴアネツサを倒したことで王都だけは取りかえしたわ。でも依然としてウルザ連邦の全土は悪魔のもの。東イ部オは……そうね。主天アルフレイヤの暴走があったせいで蛮神族が人間わたしたちに妥協したようなものだもの。どちらも勢力としては強いままよ」

　悪魔族も、蛮神族も。

　それぞれの種族を代表する英雄が欠けたとはいえ、種族としての力は維持している。

　……悪魔族とは期限を定めない不干渉の口約束。

　……蛮神族とは一年かぎりの休戦協定。

　どちらも一長一短だ。

　悪魔族との相互不干渉は何十年と続くかもしれないが、いつ破られるかわからない。

　蛮神族とは明確な休戦締結を結んだが、わずか一年。

「一度気を引き締めましょう。今までが上う手まく行きすぎてたせいで私の部下たちも浮き足だってるわ。過度な自信はケガの元よ」

「そこはジャンヌに任せるよ。えっと、道はこっちだっけ」

　戻ってこないリンネを追いかける。

　森の奥へ向かったものの、あまり遠くには行かないと言っていたのだが。

「リンネ。おいリンネ、どこだ？」

　膝の高さまである巨大な根を飛びこえて、カイは獣道を進んでいった。
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　古代樹の森。

　この地をエルフが住処すみかとしたのは、もう二百年以上も前のこと。

　妖精の暮らす森にドワーフが住み着き、エルフが定住したのはその後になる。その一画、清らかな地下水が滾こん々こんと湧きでる泉で──

「…………」

　ぴち、と跳ねる水みず飛沫しぶき。

　透きとおるほどに清らかな水面に、一体のエルフが、一糸まとわぬ姿で仰あお向むけに浮かんでいた。

　人間の小柄な少女に近い、その肢体。

　頭上からの木漏れ日に、まぶしげにまぶたを閉じている。瑠る璃り色いろの長髪が水面で広がる色の鮮やかさ、そして透きとおった白磁色の肌のなんと艶つややかなことか。

　が。

「あ────────っっ、もう！　何ということじゃ！」

　そんな幻想的な美を台無しにする勢いで、エルフの少女は突如として起き上がるなり、森に怒号を響かせた。

「ワシはエルフの巫み女こであるぞ！　この森で百年以上も祭事を務め、同胞から『巫女様』と敬われるワシが、なぜ人間の遠征に同行せねばならぬのじゃ！」

　盛大に噴き上がる水しぶき。

　両手を何度も何度もパシャッと水面に叩たたきつけて、怒りを露あらわにするエルフ。

「……はぁ、はぁ……う……い、いかん。ワシとしたことが……心を鎮めるために沐もく浴よくに来たのに、逆に心を乱してどうする」

　完全に逆効果。

　冷たい水に身を浸すことで頭が冴さえ、記憶が鮮明に甦よみがえってきてしまったのだ。

「冷静に……冷静になるのじゃ……元はといえば蛮神族ワシらの身から出たサビ。主天アルフレイヤ殿の異変が原因であったわけじゃし……」

　ことの元凶は、数週間ほど前のこと。

　長命種のエルフにとっては昨日のことと大差ない。それだけ鮮明に覚えている。




〝私以外のすべて。穢けがれた地上の蛮神族を焼きはらう〟




　それが蛮神族の英雄から発せられた言葉であるなどと、誰が信じるだろう。

　あの時の主しゆ天てんアルフレイヤは明らかに正気を失っていた。

　洗脳か錯乱か。どんな経緯でそうなったのかはレーレーンには知るべくもないが、その元凶は察しがついている。

「…………」

　青く透きとおった水中に、瑠る璃り色いろの長髪が流れるように広がっていく。

　凹おう凸とつの控えめな胸元に手をそえて。

　エルフの巫女レーレーンは、深い森のなか奥歯を噛かみしめた。

「……辛抱じゃな。ワシが敵種族ニンゲンに同行するのも、すべては主天アルフレイヤ殿の仇あだ討うちのため。あの憎き獣人に、罪の苦さを思い知らせてやると決めたではないか」

　主天アルフレイヤの変へん貌ぼうは、仕組まれていた。

　幻獣族の英雄『牙が皇おう』ラースイーエがその首謀者である可能性が極めて高い。それを、自らの目で確かめるのがレーレーンに与えられた使命である。

「そう。これは蛮神族の沽こ券けんにかかわる任務じゃ。人間に同行するのも、いわばエルフの代表として選ばれた名誉参加……そう考えれば────」

「ねえねえ？」

「っひゃぁっっっ!?　な、何事じゃ！」

　声が裏返るほどの悲鳴をあげて、レーレーンは後ろにふり返った。

　水に濡ぬれた冷たい手。

　それが背後から伸びてきて頬ほおにピタリと触れてきたのだ。冷たい感触と、突然の呼び声。驚かないわけがない。

「……む、主ヌシか。リンネとやら」

「うん」

　いつ泉にやってきたのか。

　レーレーンの前に、水に胸まで浸つかった金髪の少女が立っていた。泉のほとりに服を脱ぎ捨てて、この少女も泉のなかを泳いでここまで来たらしい。

「きもちいいねー。この水。湧き水？　冷たいけど綺き麗れいだし。小さな魚も泳いでるし」

「う、うむ。地中深くを通ることで地下水が濾ろ過かされておるからな。水量も豊富で、森の生き物たちの水場としても……って、違う違うっ！」

　ばっ、と手を振りあげて目の前のリンネを指さし。

「な、なんでお主がここにおる!?」

「探してたから。カイが探してたよ」

「……む。カイあやつが？」

　そういえば蛮神族と人間との休戦会議で、細かい規則を決めるという話があったような気もする。水浴びに夢中で時間の経過を忘れていた。

「わかったワシも行く。ほれ、主もさっさと泉から上がれ」

「わたしここで泳いでていい？」

「ダメじゃ」

　間髪をいれずキッパリと。

「ここはエルフだけの沐もく浴よく場ゆえ。他種族を入れるわけにはいかぬ」

「むーっ！」

　頬を膨らませるリンネ。

「わたしそういうの嫌い。種族がどうとかっていうの、好きじゃないもん」

「種族は種族じゃ。仕方あるま…………」

　半ばまで言いかけたが。

　レーレーンが躊ちゆう躇ちよしたのは、自分にも負けず劣らず白くきめ細かなリンネの肌を間近で見てしまったからだ。

　エルフの肌。

　その背中には、普段は隠している天魔の翼が顕現している。翼の付け根は鴉からすのような濡ぬれ羽ば色いろで、先端にいくに従って純白の羽毛へと変わっていく。

　──翼の付け根は悪魔で、先っぽが天使。

　話には聞いていたが、実際にリンネの翼を目にしたのは初めてだ。

「……おいリンネとやら」

「なに？」

「ちょっと我慢せい」

　おそるおそる手を伸ばす。その翼に触れた感触は、天使の翼と酷似。似ているどころではない。もはや完全に天使の翼としか思えないのだ。

「あ、あはは、くすぐったいってば！」

「むぅ。……色といい手触りといい天使ソックリじゃな」

　天使とエルフは、同じ蛮神族。

　だとすればエルフの肌と天使の翼をもつ彼女リンネも、蛮神族と言えるだろうか？

　否いな。

　この少女のまとう複数の臭においにレーレーンは当然に気づいている。悪魔族、聖霊族、幻獣族。さらにまだ他にもある。

　数多あまたの種族が混じりあった正体不明の少女──

「主ヌシは……」

　翼に触れながら、目の前の少女をじっと見つめた。

「良い機会じゃ。正直に話せ、主は何者で、なぜカイにつきまとう」

「知らない」

「なに？」

「わたしが何なのか、そんなのわたしだって知らないもん。カイが『一緒にくるか』って言ってくれたから一緒にいるだけ」

　そう答える金髪の少女の表か情おは、澄んでいた。

　この詰問に対して怒るか取り乱すか。レーレーンの予想に反して、そう答えるリンネはむしろ誇らしげに胸に手をあてて。

「カイが『一緒にいていい』って言ってくれたんだもん。誰に何を言われてたってわたしは気にしない」

「…………」

「だからわたしが泉で泳いでたっていいよね。わたしの自由！」

「ソレは話が飛躍しすぎじゃ!?」

　優雅に泳ぎかけたリンネの髪を手で掴つかむ。

「痛いたぁっ？　な、なにするのよエルフのくせに！」

「だから、ここはエルフの沐もく浴よく場なのじゃ。他種族に使わせるわけにはいかぬ！」

「いいじゃない。わたしならエルフの血も入ってるし」

　たわわに弾む胸元に手をそえてリンネが反論する。確かにその肌は透けるように白く、エルフの血が混じっていることは間違いあるまい。

　が。

「ほほう？　ならばコレは何じゃ！　この無駄にデカい胸と尻！　エルフの肉体がこんな淫らなわけがない！」

　レーレーンの指が、リンネの左胸を鷲わしづかみに掴つかみあげた。指先が沈むほどに柔らかく、ずしりと感じる肉厚な重量感。

「きゃっ？　な、何するの！」

「ほれ見ろ。主ヌシの胸はエルフのソレではない。ワシらエルフの肉体は女も男も慎つつましく、それを美徳とするというのに」

　エルフの肉体は雌し雄ゆうともに細身で、外見的な違いがほとんどない。

　雄であっても筋肉が発達しにくく、雌であっても人間女性のように胸や腰部が大きく膨らむこともない。

　レーレーンからすれば、リンネの肉体は「成熟しすぎ」なのだ。

　混こん沌とん種──おそらくこの特徴は人間の女性か、あるいは悪魔族の夢魔サキユバスの因子が現れたものだろう。

「なんと淫らな」

「み、淫らじゃないもん！　エルフのくせに、そっちが『無い』だけじゃない！」

「なっ!?」

　自称、慎ましやか──ほとんど隆起のない胸をリンネに指摘され、今度はレーレーンがたじろぐ番だった。

「何を言う！　こう見えてもワシは身体からだに自信があるのじゃぞ。一切のムダをそぎ落としたこの身体、最高であろうに！」

「真っ平ら！」

「真っ平らの何が悪い!?」

　両手を勢いよく振りあげて、泉の水をリンネの顔にかける。

「あ、やったわね！　真っ平らエルフのくせに！」

「まだ言うか！　この混ざりものめ、主の身体が卑ひ猥わいすぎるのじゃ！」

　泉に浸つかりながら睨にらみ合いへ。

　と。奥の茂みが揺れるかすかな音を、二人の少女は同時に聞き取った。

「おいリンネ？　レーレーン、そっちにいるのか？」

　カサッ、と。

　茂みをかきわけて現れたのは、群ぐん青じよう色いろの髪をした少年だ。

「ああ何だ、二人ともこんなところに──……」

　少女二人を探していた少年カイが茂みから顔を出し、二人を見つけてほっとした表情のまま、その笑顔が凍りついた。

　畔ほとりに脱ぎ捨ててある二人の衣装と、水浴び中の少女たちを交互に見返して。

「……あ。ご、ごめん！　違うんだこれは────」

「カイ、そっちはどう？　二人は見つかったかしら」

　カイを追いかけて銀髪の少女ジャンヌまで姿を現した。

　陽光の下にさらされたリンネとレーレーンの裸身。そしてそんな少女たちの間近に立つカイという構図を、目まの当たりにして。

「カイ……」

　ジャンヌの穏やかな表情が、一転して暗雲たれこめる目つきに。

「まさか二人を探しに来たのは口実だったのかしら。水浴びを覗のぞき見なんて」

「誤解にも程がある!?」

　エルフの森の奥深く。

　あらぬ冤えん罪ざいをかぶせられた少カ年イの悲鳴が、こだました。





　　　　　　　２






　ある日、世界は「上書き」された。

　少カ年イの目の前で、すべての歴史が上書きされる『世界輪りん廻ね』によって──




　カイは覚えている。自分のいた正史の世界では、百年前、世界の覇を争って五つの種族が死闘をくり返していたはずなのだ。

　五種族大戦。

　その戦いに勝利したのは「預言者」シドに率いられた人間だった。シドは四つの敵種族を撃破し、世界の辺境に封印した。

　が──

　その歴史は突如として消滅した。

　正史と逆の結末へ。「人間が五種族大戦に敗れた」別史に書き換えられたのだ。

　──英雄「冥めい帝てい」ヴァネッサを頂点とし、強大な法力を振るう悪魔族。

　──英雄「主しゆ天てん」アルフレイヤを頂点とし、天使やエルフで構成された蛮神族。

　──英雄「霊れい元げん首しゆ」六リク元ゲン鏡キヨウ光コを頂点とし、幽体ゴーストなど極めて特殊な存在である聖霊族。

　──英雄「牙が皇おう」ラースイーエを頂点とし、巨大な獰どう猛もう獣たちの幻獣族。

　地上を闊かつ歩ぽする四種族。

　人類はこれら四種族の目を逃れ、世界の辺境や廃はい墟きよビル、あるいは地下に逃げることでかろうじて生存をゆるされている。それが「上書き」された世界の現状だ。

　……正史を覚えているのは俺とリンネだけ。

　……あとは誰も正史を覚えちゃいない。

　そしてカイ自身も。

　書き換えられたこの世界で、英シ雄ドと同様、カイは存在しないことになっている。両親や親族はどこにいるのかも不明。かつての同僚も上司もカイを覚えていない。

　そんな絶望的とも言える状況下で──

「ワシは構わんぞ？　人カ間イに裸を見られたところで何とも思わん」

「わたしもいいよ。カイになら何でも見せてあげる」

「うむ。カイを特別扱いする気はないが、ワシらは異種族じゃ。人間だって裸を犬や猫に見られても平気であろう？」

　カイの苦悩など気にも留めずに。

　レーレーンとリンネの実に暢気のんきな会話が、すぐ後ろの木陰から聞こえてきた。

「ジャンヌは神経質じゃな？」

「……いいから服を着てちょうだい。見た目の問題なのよ。エルフは人間と体つきが似てるんだから」

　二人の着替えを見ないよう後ろを向いているカイ。

　そのカイがふり向かないよう見張っているのがジャンヌである。

「あとレーレーン、服を着終えたら少し時間をちょうだい、話があるから。何の話かは言わなくてもわかるわね？」

「遠征の件じゃろう。無論。その覚悟のために身を清めておったのじゃ」

　着替えを終えたレーレーンは、薄うす衣ぎぬを七枚も重ねた七なな単ひとえの恰かつ好こうだ。

　これこそがエルフの法具。ひとたび力を発揮すれば、この鮮やかな七枚の衣がそれぞれ強力な守護結界として機能する。

「蛮神族の代表として主ヌシらに同行しよう。主天アルフレイヤ殿の仇あだ討うちのため、西の連邦におる幻獣族を討つ。そうであろう？」

「ええ。だけど」

　見上げてくるエルフを見返して。

　ウルザ人類反旗軍レジストの女指揮官は、真剣な口ぶりでこう答えた。

「私たちが向かうのは西じゃなくて南よ。南のユールン連邦を目指すの。あそこは聖霊族の領土になっているそうね」

「なぬっ!?」

　話が違う、と。

　エルフの巫み女こがそう異を唱える前に、カイはジャンヌの言葉の後を継いだ。

「だから俺が探しに来たんだよ。エルフの大長老には話を通してある」

「ワシは聞いておらんぞ？」

「誰かさんが水浴びに夢中だった時に話して、それで了解もらったんだよ」

「……むぅ。それは……その」

「歩きながら理由も話すからさ。早いところ戻ろう」

　着替え終わったリンネに無言で合図。

　エルフの郷さとに続く獣道を指さして、カイは深き古代樹の森を歩きだした。
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　イオ連邦──

　世界大陸の東部に位置するこの大国は、今、蛮神族の支配下にある。

　戦いに敗れた人間は廃はい墟きよを人類特区ヒユーマンシテイに改造して隠れ住み、かろうじて生存している状況だ。全十八の人類特区ヒユーマンシテイそれぞれに人類反旗軍レジストの傭よう兵へいが巡回し、蛮神族の侵攻から民衆を守るために活動している。

　その人類反旗軍レジストの本部が、ここ第八都市カシオペア。

　かつての大型工場跡地として知られた廃墟の、その一画で──

「ジャンヌ殿が、この地を発たつか……」

　指揮官のための執務室。

　薄いカーテンによって日ひ射ざしを遮った部屋に、三人の男女の姿がある。声を発したのは、部屋の中心に立つ老傭兵だった。

　参謀ツェフヴェン。イオ人類反旗軍レジストで指揮官の右腕を務める男だ。

「早いな？」

「ジャンヌ様自身の決断です。私たちウルザ人類反旗軍レジストの士気は最高潮にある。この機に遠征を続けねばと仰おつしやって」

　初老の男と向かい合わせで立つのは、ウルザ人類反旗軍レジストの女幹部・花琳フアリン。

　ジャンヌの護衛として片時も離れないのが常だが、今だけは主ジヤンヌから離れ、ここへ報告のために訪れている。

「一理ある。ウルザ連邦で冥帝ヴアネツサを倒して悪魔族を退け、この地では蛮神族と休戦協定を結ぶにいたった。この勢いを削そぎたくないと？」

「そういうことです。ただし──」

　指揮官護衛・花琳。

　ウルザ連邦最強の戦士とも称される女傭兵が、低い嗄声ハスキーボイスで。

「ジャンヌ様は懸念されておりました。今までが上手くいきすぎたと」

「…………」

「冥帝ヴアネツサを失ったとはいえ悪魔たちの総力はいまだ強大。蛮神族との休戦も、人間が戦いに勝利したわけではなく相手方から申し出があったに過ぎないと」

「それは──」

「かわいげもない模範解答だな」

　老兵の、背後。

　窓際で背を向けていた小太りの男が、のそりと花琳フアリンの方をふり向いた。

「ウルザ連邦での王都奪回。そしてこの連邦では蛮神族との休戦締結。それだけの偉こ業とを果たしておいて、まだ気を緩める気はないと？」

「はい。今までが出来すぎたのは私も同感です。残る二種族に挑むにあたって、今一度、気を引き締めて臨まなければと」

「小こ賢ざかしいことだ」

　つまらなそうに鼻を鳴らす指揮官ダンテ。

　皇帝を自称するこの男は、自他共に認める自尊心の塊だ。窮地の人類を導く英雄になるとの野望を掲げていたが、それを蛮神族によって逆手に取られ、一時は捕虜になるという屈辱を味わったばかり。

　そんなダンテを解放したのが霊光の騎士ジャンヌ。

　敵対ライバル視していた相手に命を救われたことで、感謝しつつも、その功績を素直に認めるのは忌々しい……といった心境だろう。

「南のユールンへ向かうらしいな。奴ジヤンヌは」

「はい」

「聖霊族は厄介だ。あの薄気味悪い種族はいまだに生態がわかっていない。対処法もな。挙げ句の果てに言葉が通じん」

　それが意味することは──

　休戦不可。悪魔族のように一時撤退を判断する知能がなく、蛮神族のように協定を結ぶような知能がない。一種の戦闘狂バーサーカーともいえる相手だ。

「あの聖霊族バケモノどもをどう追い払う？」

「南のユールン人類反旗軍レジスト、そこの指揮官とは私が面識があります」

　花琳の返事。

　そこに眉をつり上げたのは、口をつぐんでいた参謀役の老兵だ。

「獅子王バルムンクか」

「ええ。あの方には世話になりました。まだ私の顔を覚えていてくれるといいのですが」

　花琳が、微苦笑。

　鉄面皮を常とするこの女戦士が表情を和らげることは、極めて珍しい。

「彼が偉大な指揮官であることは疑いありません」

「俺と違って、か？」

　再び、呆あきれまじりの口調でダンテが嘆息。

「俺と奴ジヤンヌでは指揮官間の連携が不成立だった。その轍てつを踏まぬよう、次は信頼できる指揮官のいる連邦を選んだ。そういうわけか」

「滅相もありません」

「ご託はいい。わざわざユールン連邦を選ぶ理由はそれしかあるまい。人類反旗軍レジストと人類反旗軍レジストの連合軍を今度こそ確立する。そうして聖霊族バケモノどもに対抗すると」

「…………」

「奴ジヤンヌが、悪魔族と蛮神族に一泡吹かせたのは事実だ。だが残る二種族もそろそろ人間に対して警戒を強めるはず。今後、奇襲は通じまい。しかし正面きっての総力戦になれば人間側が不利。人類反旗軍レジスト同士が協力しなければ勝ちは薄い」

　ゆえに優秀な指揮官のいる南の連邦を目指す。

　それがジャンヌの案。

「違うか？」

「……惜しいですね」

　花琳フアリンがふっと苦笑い。

　それはただただ単純に、皇帝ダンテの慧けい眼がんに対する感服の表れだった。

「ダンテ指揮官、無礼を承知で一つよろしいでしょうか」

「言ってみろ」

「情勢を見通すあなたの才は確かです。小さな自尊心と嫉妬を捨てて指揮官として本気で振る舞っていれば、あなたは本当に人類を率いる役を担っていたかも」

　あるいは指揮官ではなく参謀としてならば、この男は間違いなく歴史に名を残す傭よう兵へいになっていただろう。

「今からでも遅くはありません。ぜひその才覚を振るわれては？」

「……ふん」

　小太りの指揮官が背を向ける。

「奴ジヤンヌに伝えておけ。人類を率いる主役の座、つまらぬ真ま似ねで客を飽きさせれば、すぐにでも俺が貴様を引きずり下ろして舞台に立つ用意があると」

「かしこまりました」

「話は以上だ。餞せん別べつに、食料と弾薬くらいはくれてやる」

　口早に言い終える皇帝に一礼。

　そして目の前の老兵に小さく頷うなずいて、ジャンヌの護衛は身をひるがえした。




　この二日後。

　ジャンヌ率いるウルザ人類反旗軍レジストは、南の大地めざして旅立った。
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　緑の迷宮『シィエル・ミリ樹海』──

　そびえたつ木々が乱雑に立ちならぶ大自然の迷宮。鬱うつ蒼そうと茂る葉が頭上を覆おおいつくし、光はわずかな木漏れ日のみ。

　地上は、ぬかるんだ腐ふ葉よう土ど。

　吹きこむ風に葉がサラサラとゆれる音が心地よい。おそらくは何百年と変わっていない清澄な空気と静けさに満ちた大地だろう。

　それが──

「カイ、もっと静かに運転することはできんのか。このクルマとやら、うるさくて敵かなわん。森の静けさが台無しじゃ」

「これでも精一杯やってるんだよ」

　隣の助手席であぐら座りになるレーレーンのぼやきを、何度聞いたことだろう。

「静音タイヤだからこれでも静かな方なんだ。ただ何度も説明してるけど、俺たちの後ろに三十台近く並んでるから」

「……まったく」

「ところでこの道、だいぶ細いけど」

「うむ。これ以上は細くならんから、このクルマとやらでも通過できるじゃろ」

　フロントガラスの先を指さすエルフの巫み女こ。

　レーレーンの道案内に導かれ、ジャンヌ率いるウルザ人類反旗軍レジストは地図なき樹海の中を横断中というわけだ。

　──世界最大の樹海。

　視界を埋めつくす大樹を見上げながら、実に二十八台もの軍用車が進んでいく。

　カイが運転する車は、その先頭。

　助手席に座るレーレーンの道案内に従ってハンドルを切り、それにあわせて後続車両がついてくる連隊である。

「カイ、そこを右じゃ」

　と。

　唐突に、レーレーンが進行方向の右を指さした。

「そこって？」

「いま通り過ぎたであろう」

「あと五秒早く言ってくれ!?」

　全速力で急ハンドル。

　古代樹の根が複雑に絡まりあった道へ。根のせいで地面は凹でこ凸ぼこで視界も悪いが、道そのものは幹線道路ハイウエイ並の広さであるのが唯一の救いだろう。

「今度はずいぶん広い道のようだけど……」

「オケラチュチュプリンの通る道じゃからな。ほれ見てみぃ、そこら中の木の皮が剥はがれておろう。あれがオケラチュチュプリンの通った痕あとじゃ」

「オケラ……？」

「でかいハリネズミじゃよ。丸まった姿で直径十メートルくらいある」

　のほほんとした口調で、レーレーン。

「滅めつ多たに現れんが、転がってきたらクルマこんなものなど串刺しじゃな」

「ちょっと待って──────っ!?」

「ちょっと待てよおい!?」

　後部座席の左右から、悲鳴を上げたのは人類反旗軍レジストの傭よう兵へいサキとアシュランだ。今まで退屈そうにしていた二人が慌てて首を伸ばしてきて。

「待て待てレーレーンちゃん!?　アンタ、エルフの森に詳しい研究家じゃなかったのかよ。そんなの出てきたらどうすんだ！」

「そうよ、ホントにこの道でいいんでしょうね!?」

「心配いらん」

　一方でエルフの巫み女こは自信ありげな腕組みで。

「この森はワシの庭のようなものじゃ。まあ任せておくがいい」

　地質学者レーレーン。

　今の彼女は七なな単ひとえの衣に白衣を重ね着して、長耳を髪の毛で隠しての同行である。

　イオ人類反旗軍レジストお抱え研究者の協力を得た──サキとアシュランのような傭兵たちに、ジャンヌからもそう説明済みだ。

「む───っ……」

　一方で、リンネは後部座席で膨れっ面つらになっていた。

「わたし納得いかない。なんでエルフ……じゃなくてレーレーンが、カイの隣で楽しそうに喋しやべってるの」

「そりゃ道案内じゃからのう。この樹海は人間の地図もあるまい？」

　レーレーンが背後リンネをちらりと流し見て。

「ま、ワシの方が主ヌシより有能であるということじゃ」

「そんなことないもん────────っ！　この……真っ平らエルフのくせに！」

「真っ平らの何が悪い！」

「頼むからどっちも落ちついてくれ」

　リンネの口から「エルフ」という言葉が出たことに肝を冷やしたが、サキとアシュランはそれを気にした風はない。人類未開の森を突っ切っている最中で、それどころではないのだろう。

「ねえカイ？　さすがのアンタもここの地図は持ってないの？」

　銃を小脇に抱えるサキ。

「正史とかいうので、何でも知ってるかと思ってたわ」

「俺だってそこまで博識ってわけじゃないさ。それに……」

　いや、言わないでおこう。

　隣に座るエルフが聞いたらどれほど衝撃を受けるだろう。そう思いを巡らせて、カイは喉元の言葉を呑のみこんだ。

　──正史に、シィエラ・ミリ樹海は存在しない。

　消滅したのだ。

　五種族大戦の戦火によって森林の大半が焼失。さらに樹海を管理していた蛮神族が消えたことで、生態系のバランスが崩壊したとされている。

　正史では、もうここに森はない。












　……人間が五種族大戦に勝利したのが正史。

　……でも何もかも良いことずくめじゃなかった。それがこの樹海なんだ。

　この世界で森が残っているのは、カイにとっても複雑な心境だ。

　世界最大の樹海に生きる何十万種という生物にとって、人間の勝利した正史より、今ここにある別史こそが望ましいのだから。

『定時だ。全車両、異常はないな？』

　ジャンヌからの一斉通信。

　列の中心を走る王族専用車キヤデラツク・ワンから、残り二十七台すべてに指揮官の声が伝わっていることだろう。

『この森には得体の知れない動植物が何千何万種と存在している。猛毒の花粉が充満する花園に、同じく毒の鱗りん粉ぷんを撒まき散ちらす蝶ちようもいる。各自、体調が優れない者、違和感を覚えた者はすぐに報告せよ』

「……まったく、大層な指揮官ぶりじゃな」

　エルフの巫み女こが腕組み。

　指揮官ジャンヌからの通信は命令で終わらない。必ず、部下を労ねぎらう言葉で締めくくる。その繊細な気づかいを察してのことだろう。

　見慣れぬ秘境の奥深くへ進んでいく──

　迷いこめば帰還は不可能。そんな死地へと挑む部下の不安をよく理解している。

『先頭車両。様子は？　変わりないか？』

「まったくもって順調じゃ」

　速やかに応じたのはレーレーン。

「ここが本当に危険な森なら、そもそも蛮神族も寄りつかん。まあ任せておけ。ワシとて死ぬわけにはいかんからの。安全な道を選んでいく」

『そうしてくれ』

　通信機から伝わる、ジャンヌの微苦笑。

『確認したい。このシィエラ・ミリ樹海が、南のユールン連邦まで続いていると？』

「うむ。ワシがこの足で直接歩いたこともある。当時は七日ほどかかったが」

　大樹の枝から枝を翔かけるように跳んでいくエルフでさえ、七日。

　この迷宮じみた樹海がどれほど広大か。レーレーンの返事を聞いただけで気が遠くなる思いだ。

『この速度ペースなら？』

「三日三晩で着けば上々といったところじゃな。道中、人間でも食べられる果実がいくつかある。食料の心配はいらん」

『わかった。新品の蓄電池バツテリーを提供してくれた皇帝ダンテにも感謝だな』

　イオ人類反旗軍レジストの拠点カシオペアは、かつての工場都市。

　プラントで生産した車の蓄電池バツテリーがなければ、到底この森の迷宮を突きぬける案は実行できなかったに違いない。

「この調子なら、あと二時間ほどで湧き水の豊富な小川につくの」

『というわけだ諸君。そこで休憩を──』

「カイ、あれ何かな？」

　後部から首を伸ばしたリンネが、フロントガラスの向こうを指さした。

　指先が向けられたのは古代樹と古代樹のスキマ。まだ朧おぼろ気げで輪郭も霞かすんでしまっているほど距離があるのだが。

「ん？　っていうと」

「あそこ変だよ。木が何本も倒れてるし、地面もぐちゃぐちゃ」

「……何だって！」

　無意識に、ハンドルを握る手に力がこもる。

　リンネの指さす方角へまっすぐ走り続けようとして、その矢先のこと。

「車コレを止めよ！」

　エルフの巫み女こが、カイの左腕を掴つかんで引っ張ってきた。

　その表情を強こわばらせながら。

「何じゃアレは……！」

「ジャンヌ、停車だ。この奥に何かあるぞ！」

　軍用車が一斉に速度を落とす。

　勢いよく回転していた車輪が止まった反動に噴き上げられて、ぶ厚く積もった落ち葉が次々と宙を舞う。

「リンネ、主ヌシどんな視力をしておるのじゃ。ワシより先にアレを見つけるか……」

「ふふんだ、カイの役に立つのはわたしの方だもん」

　真っ先に車から飛びおりるレーレーンとリンネ。

「カイ、どういうことだ。何かあったのか？」

　後方の王族専用車キヤデラツク・ワンからは指揮官ジャンヌ。

　その隣には女護衛の花琳フアリンが、早くも抜き身の剣を提げて歩いてくる。

「リンネとレーレーンが何かを見つけた。ジャンヌは待っててくれ。何かあればすぐ伝えるから、部下にいつでも命令できるように」

　ウルザ人類反旗軍レジストの遠征軍はおよそ百五十人。

　まだ何が「ある」かわからないうちから総員を動かすのは尚早だろう。

「カイ、これ持ってた方がいいよ」

「ん……ああ。わかった」

　運転席を覗のぞきこむリンネが指さしたのは黒塗りの銃剣だ。

　汎用型強襲銃剣「亜竜爪ドレイクネイル」。幻獣族である亜竜ドレイクの爪をモチーフにして、大戦の記録をもとに人類庇ひ護ご庁が開発した武器である。

　……リンネが俺に武器を持てって言うなんて。

　……そこまで危険なことなのか？

「食い荒らされておる」

　不穏な独り言が、エルフの巫み女この唇を伝って漏れた。

「森は歩き慣れておるからな。ワシが先頭じゃ。カイとリンネ、ついてこい」

　エルフが古代樹の根に飛びうつる。

　根から根へ。さながら飛蝗バツタのように軽やかな足取りで跳躍をくり返し、あっという間にその姿が小さくなって。

「おいレーレーン、一人で行きすぎだ……ったく」

　リンネに目配せ。

　亜竜爪ドレイクネイルを右手に提げてカイも走りだす。

　落ち葉の積もった樹海。茂みや古代樹の陰に何が潜んでいるかわからない、人カ間イとしてはただ走るだけでも警戒が必要だというのに。

「カイ、そのキノコ踏むと足が腫れちゃうから気をつけて」

「うおっ!?」

「あ、その幹の虫もね。噛かまれると指くらい切れちゃうから」

「やっぱりとんでもない森だな……」

　エルフの郷さとのある森よりもさらに広大で、未知極まりない自然体系。しかしそれに精通しているはずのエルフが、ここまで不自然視する事態とは？

「カイ、ここじゃ」

　古代樹の間からレーレーンが手招き。

「おそらく害はない。だが油断するなよ。どこに潜んでおるかわからんぞ」

「どういう意味──……っ！　これは……!?」

　背筋がゾッと怖おぞ気けだつ。

　古代樹の裏に回りこんだカイの目の前は、拓ひらけていた。




　なぎ倒され、食い荒らされた古代樹──




　何十本という木々がなぎ倒され、その枝葉と木の皮が、凄すさまじく乱雑に噛み千切られていたのだ。

　地面には大穴じみた足跡。とてつもなく巨大な足跡が残されている。

　……悪魔の巣そう窟くつで見た魔獣はデカかったけど。

　……これは、アイツが暴れたとかっていうのともケタが違う。

　まるで大嵐が過ぎた痕あと。

「さて弱ったな。この樹海のことは知りつくしておる自負があったが」

　バツの悪そうな表情で、破壊の痕跡を見回すエルフ。

「何がここで暴れたのか見当つかん。古代樹をなぎ倒すじゃと？　いったいどんな化け物じゃ。この樹海にそんな生き物はおらん」

「俺には、デカい竜でも暴れたような感じに見えるけど……」

「はっ！　待て待てカイ、ここをどこだと思っておる」

　エルフの巫み女こが両手を広げて。

「この大地は蛮神族ワシらのものじゃぞ。ここは世界大陸の東で、竜のような幻獣族は西の連邦。まるで居場所が反対であろう」

「わかってるよ。だけど他にこんな芸マ当ネができる種族がいるか？」

「…………」

　古代樹をなぎ倒す圧倒的な力。

　そして地面の植物をへし折り潰す巨大な足跡。こんなにも特徴的な破壊は他にない。

「わたしもカイと同じ」

「ぬ？」

「ケモノの臭い」

　巨大な足跡。ぬかるんだ地面のため正確な足の形まではわからないが、リンネが鼻先を近づけたのはその跡だ。

「幻獣族っぽいよ。どんな種類かはわからないけど、でも竜じゃない気がする」

「……真まことか」

　エルフが絶句。

　この蛮神族の支配地に、こうも巨大な幻獣族が堂々と侵は入いりこんできた。人間であれば自宅に強盗が入りこんできたようなものだろう。

「じゃが幻獣族の巨きよ躯くじゃぞ!?　そんなものが国境を越えてくれば、空におる天使たちが気づくであろう！」

　森に棲すむ蛮神族はエルフ、ドワーフ、妖精の三種。

　一方で天使は空に浮かべた宮殿から、イオ大陸全土を空から見張っている。レーレーンがそこに信頼を置くのも当然だ。

「心当たりがあるんだよ。俺たちがウルザ連邦からここに来る道の途中で、幻獣族に襲われた。その時は疾竜ワイバーンだったけど」

　ウルザ連邦の王都を発たち、このイオ連邦を目指していた時のこと。

　雪の連峰を望む幹線道路ハイウエイで、突如としてソレは襲ってきた。




〝──────カイ、上！　空から来る！〟

〝疾竜ワイバーンよ！〟

〝どういうこった。ここは悪魔の領土だぞ。なんで幻獣族がここにいやがる!?〟




「……北の連邦に？　幻獣族がおったと？」

「俺も目を疑ったよ。その時の戦闘でこっちの車が二台壊された。それだけで済んだのは不幸中の幸いだけど」

　何を狙って幻獣族がウルザ連邦に踏みこんできたのか。

　それは今も謎のままだ。

「冥帝ヴアネツサが倒れてすぐ、ウルザ連邦に疾竜ワイバーンが侵入してきた。今も主天アルフレイヤが倒れて間もない。タイミングが似通ってるように俺は思う」

「幻獣族が、狙って他国に侵入してきておると……」

　レーレーンが苦々しく顔を歪ゆがめる。

　エルフの巫み女こが返事を探しあぐねている間に、通信機を経由してジャンヌの声が。

『カイ、どうだ？』

「こっちは平気だし、ジャンヌも来てもらって大丈夫だと思う。ただ……」

　この破壊の主は立ち去った後だ。

　樹海の奥へと続いている足跡を睨にらみつけながら、カイは通信機を握りしめた。

「南の国境にたどり着くのも一苦労かもな」





　　　　　　　２






　緑の迷宮が、茜あかね色いろに塗り変わっていく。

　生い茂る葉の上では、太陽が地平線に向かって沈みこんでいる頃だろう。

　じきに夜が訪れる。

「昼と夜じゃ、森の生態系もガラッと変わるって聞くな」

「夜は虫が多いの。あとは大型の獣もか。エルフワシらの郷さとに近づいてくることは滅めつ多たにないが、妖精たちは夜になると獣けもの避よけの術を敷く」

　拓ひらけた空き地。

　湧き水の流れる小川のそばにテントを設営していく。カイがテントを組み立てる過程を、レーレーンは物珍しそうに見学中だ。

　ちなみにその隣では、古代樹の根っこに腰かけて暇そうにするリンネ。

「ねーカイ？　まだぁ？　わたし退屈で眠いよぅ……」

「もうすぐ終わるって」

　遊んでほしいとじゃれつく子猫のよう。

　そんなリンネと比べれば、人間が組み立てるテントを興味津しん々しんに見つめるレーレーンは、さしずめ大人しい忠犬だろうか。

「そういえばレーレーンは落ちついてるんだな」

「何がじゃ？」

「周りにこんな多くの人間がいるからさ。エルフの郷さとから代表で俺たちに付きそうのも、もっと大騒ぎかと覚悟してたから……正直、助かってる」

　混沌種リンネと蛮神族レーレーン。

　どちらも外見は色白の美少女であるから、リンネであれば翼、レーレーンであれば耳を見られないかぎり正体を疑われることはないだろう。

「身構えればかえって怪しまれるであろう？」

　すぐ後ろを通りすぎる傭よう兵へいたちに、エルフの巫み女こはふり返る素振りもない。百人以上もの敵種族ニンゲンに囲まれているような状況下でだ。

「じゃから我慢しておる。本当なら大騒ぎして文句の一つも言いたいところじゃ」

「まあそうか……」

「しかし人間の臭においが身体からだに染みつくのはさすがに耐たえがたい。ワシは森を歩いてくる」

　立ち上がるエルフが背を向ける前に。

「待った。リンネ、お前も一緒についていってくれないか」

「わたし？」

「……まだワシが信用ならぬか？」

　きょとんと瞬まばたきするリンネの隣で、エルフの巫女が眉根を寄せた。

「主ヌシの目に隠れてワシが悪だくみをするとでも？」

「昼間の、あの森の破壊を見ただろ」

「……む」

「テントの周りを見てきてほしいんだ。二人ならできるだろ？」

　信用していないのではない。

　その逆。エルフの知識を高く評価しているからこそ、人類反旗軍レジストの傭兵では危険すぎる日没後の見回りを頼んでいるのだ。

「一応言っておくが、あの足跡からここは随分と離れておるぞ？」

「一日で千五百キロ」

「？」

「俺の知ってる記録だよ。幻獣族の縄張りから千五百キロ離れた都市が、一夜で襲われた。奴やつらは地面を走ってそれだけの距離を移動する」

　幻獣族はとにかく巨大。

　距離感覚が違うのだ。エルフや人間にとっての一キロも、幻獣族は数メートル程にしか感じないのだろう。

　……あの場から車を飛ばしてここまで三時間。

　……直線距離でも百キロ以上離れているけど、油断できない。

「警戒するに越したことはない。そうだろ？」

「なるほど。主ヌシはそういう人間じゃったな」

　エルフの巫み女こが目を細めてみせる。

　可お笑かしそうに。

「主を軽く見ていたのはワシの方じゃったな……ほれ行くぞリンネ。見回りじゃ」

「うん。カイ、すぐ戻ってくるからね」

　タッ、と小気味よい足音を響かせて、少女二人が軽やかに宙を舞う。カイの見ている前であっという間に森の暗がりへ。

「……じゃ、俺はテントの続きか」

　組み上げたテントに防風シートをかぶせて完了。続けて二つ目に移ろうとした矢先に。

「カイ」

　肩を、後ろからジャンヌに叩たたかれた。

「レーレーンを見なかったか」

「リンネと見張りに行ってもらったけど、アイツに何か？」

「ならいい。私も同じことを頼もうとしていたところだったから。リンネも一緒ならそう簡単に悪だくみもできないだろうし」

　必然なのだろう。

　ジャンヌが口にした懸念は、今しがたレーレーンの発した言葉と一致していた。

　──蛮神族は契約を破らない。

　一年間の休戦は守るし、レーレーンも同行を遂行する。

　これはエルフの大長老の弁だが、その確信はカイにも無い。

　……蛮神族からすれば人間は格下同然。

　……そんな相手ニンゲンにまで律りち儀ぎに約束を守るかどうか。ジャンヌの不安も当然か。

　レーレーンがいつ逃げだすかわからない。その警戒心の強さも、百人以上の部下を抱える指揮官には必要な適性だろう。

「あとカイ、少しだけ話がしたい」

「俺たちで？」

「私たちだけで。部下に聞かれるのも心苦しいから、そこの奥で」

　篝かがり火びに照らされた古代樹。その奥の茂みならテント場から離れすぎず、かといって話し声が聞かれることもない距離だろう。

「ここならいいか。────そういえば、まだ詳しく聞いてなかったわね」

　活気ある男声から、愛らしい少女の声へ。

　いつもは男装の指揮官として声を低く抑えているが、カイの前ではこうして地声に戻すのが彼女なりのここ数日の息抜きだ。

「あなたの剣のことよ」

　カイの背中側。ホルスターに収まった亜竜爪ドレイクネイルを指さして。

「主天アルフレイヤと戦ったとき、あなたのその剣が光を発して、形も変わっていたように私には見えたわ」

「ああ、その認識で間違いない」

「……どういう武器なのかしら？」

　人間の武器ではない。ジャンヌの目にも一目瞭然だったことだろう。人間の発明した銃剣とは明らかに異質であるからだ。

　──世界座標の鍵コードホルダー。

　カイが迷いこんだ「悪魔の墓所」に隠されていた剣。

「俺にもわからない。拾いモノだから」

「え？」

「前に言ったろ。俺の知ってる正史にはシドっていう人間がいたって」

「……それは聞いたわ。シドという人物が五種族大戦に勝利したのが、あなたのいう正史の世界なんでしょ」

「この世界座標の鍵コードホルダーが、シドが使ってた剣って言われてる。今は銃剣だけど、たぶん俺の声に反応して具現化する。どういう理屈かわかってないけど」

　なぜシドの剣が墓所に存在したのか。

　カイの疑問に答えたのは、あろうことか悪魔の英雄ヴァネッサだった。




〝奴シドは、世界に起きるこの異変を予見していた〟

〝シドは、余に、その剣を預けたのだ。来るべきこの事態にそなえ──〟




　運命を切断する。

　この剣の力で、カイが知っているのはそんな断片的な知識だけだ。

「危ういわね」

　銀髪の指揮官が渋じゆう面めんをつくる。

「助けられた私が言うのはお門違いかもしれないけど、よく知りもしない武器を使うのは感心しないわ。ソレ、人間の武器じゃないんでしょ？」

「エルフの法具とか、それに近いものだと俺も思う」

　得体が知れないという警告はジャンヌの言うとおり。

「でも、それなら俺だって言いたいことがあるんだ」

「私の装コ束レのことでしょう？」

　ジャンヌが己おのれの甲かつ冑ちゆうに手をあてた。

　本命は鈍にび色いろの鎧よろいそのものではなく、その内側。

　彼女が素肌に身につけている薄うす衣ぎぬだ。エルフの戦装束──淡く光を放っているこの衣が、ジャンヌを「霊光の騎士」たらしめている武具である。

　……蛮神族から奪った至宝で、法術に耐性のある衣っていうのは知ってた。

　……だけど俺が甘かった。なぜ頭が回らなかったんだ。

　天使の弓とエルフの霊装。

　ジャンヌの所持する法具は、強大な法力を有するエルフや天使だからこそ使えるものだ。法力を持たない人間がどうして発動できるのか。

　そこに疑問を持つべきだった。

　──命を食らって輝く死装束。

　今こうして話している時も体力を奪われ続けている。

　ここが正史の世界であったなら、自カ分イは、ジャンヌがエルフの霊装を着ることを全力で止めていただろう。命を削るような真ま似ねはするな、と。

　だが。

　この過酷な世界で戦いぬいてきた今の彼女を止める権利は、自カ分イにはない。

「霊ソ装レは、誰かに着ろって強要されたわけじゃないんだな」

「まさか。自分でそう決めたのよ。体格的にも合うのが私しかいなかったし」

　気丈な笑みで、銀髪の少女がかぶりを振ってみせる。

「外せって言いたいの？」

「言っても聞かないだろ。そんなの……ずっと前から知ってる」

　人類の希望とも称される指揮官ジャンヌ。

　彼女は覚えていない──

　人類が五種族大戦に勝利した正史で、彼女がカイと隣同士の家で暮らしていた幼なじみであったことを。

「言いだしたら聞かない」

「ソレって、カイのいた世界での私のこと？　あなたと幼なじみだったっていう」

「今も間違ってないだろ」

「……自覚はあるわ。でも直す気はないわよ」

「それも知ってるよ」

　真顔で応じるジャンヌに、カイは大げさに肩をすくめてみせた。

　こんなやりとりも正史で何度くり返したことか。ただ、こうした気丈な性格がここでも変わっていないことは、不思議とほっとした気持ちにもなる。

「まだ平気よね。じゃああと五分だけ」

「ん？」

「ね、一つ聞いていいかしら」

　上目遣いに。口元にいたずらっぽい微笑で。

「カイのいた正史の世界で、私はどんな感じだったの」

「どんなって……俺の近所住まいで」

「そうじゃないわ、性格とか振る舞いとか色々あるでしょ。五種族大戦が終わった後の、人間が勝利した平和な世界。そこには人類反旗軍レジストもないんでしょ？」

「もちろん」

「想像できないのよ。人類反旗軍レジストの指揮官に就いてない私は、どんな生き方をしてるのかなって。男のフリもしてないってことでしょ？」

　まっすぐ見つめられるまま、カイは無言。

　正史の世界でのジャンヌ・Ｅ・アニスがどんな少女だったのか。

　……俺が答えることで思いだしてくれる。

　……なんて、それはさすがに都合が良すぎるか。

　頭に過よぎった一瞬の期待を、カイは自分で打ち消した。

　それは期待じゃない。自分勝手な願望だ。何よりも、今ここでソレを思いだすことが、必ずしもジャンヌに望ましい結果をもたらすとは限らない。

「ね？」

「……人気者だったよ」

　大きく息を吐きながら。

「人間が五種族大戦に勝った後は、四種族を封印する墓所ってのができた。俺もジャンヌもそれを守る兵隊だった」

「私は指揮官かしら？」

「まさか。でも近い将来そうなってたかも」

　自信満々にそう訊きく彼女に、内心で苦笑いを堪こらえながら。

「俺は下っ端で墓所の見張り。でもジャンヌは王都への出向が決まってた。最年少、それも女性で初めての」

「あら。ということはカイにとって、私はあまり変わって見えないということ？」

「……男装してたのは驚いた」

　人類特区ヒユーマンシテイ・新ネオヴィシャールで見たジャンヌの変わり様には、正直、目を疑った。

　今ここで目の前に立っていてもだ。

「俺の知ってるジャンヌは髪も下ろして、服もお洒落しやれな服を着てたから」

「私が？　あはは、じゃあ大違いね」

　少女が噴きだす。

「スカートなんてもう何年も穿はいてないわ。お化粧だって女の子っぽくなろうなんて考えもしないし。──────でも……そうね……」

　ひとしきり笑い声を響かせて。

　ふっ、と銀髪の幼なじみの目に哀愁が過よぎった。

「そんな女の子らしいこと、憧れた時もあったのかしら。……もう忘れちゃった」

「────」

「ねえカイ。一つ我わが儘ままを言っていいかしら」

「ん？」




　──私と、この世界でも友だちボーイフレンドになってくれない？




　消え入るような小声で。

　顔をほんのりと桃色に染めながら、銀髪の幼なじみは上目遣いでそう言った。

「……俺に？」

「人類反旗軍レジストの部下には言えないわ。私は指揮官だもの、部下との一線は越えられない」

　だがカイは違う。

　カイはあくまで外部からの協力者だ。リンネと共に正史の世界に帰還する手段を探していて、ウルザ人類反旗軍レジストと利害が一致して同行しているに過ぎない。

　だから──

　二人の間には部下も上司もない。同い年の少年少女でしかない。

「何かが変わるわけじゃないし、私から何かをお願いすることもないわ。ただ……ええと、その『お友達』っていう関係……すごく懐かしいなって」

「────」

「だ、だめかしら……？」

「いや。なんだそんな事かと思って」

「大おお事ごとよっ!?」

　ジャンヌの声が勢いよく裏返る。

「せっかく私が勇気を出して言ったのに！」

「わかってる。いや、もちろん俺もそう言ってもらえるのは嬉うれしいよ」

　そういえば──

　正史の世界ではそんな事を言われてないな。そう思い返していたのだ。

　幼なじみの時からずっと一緒に遊んでいて「友だちになる」という感覚もないうちに、そういう関係になっていた。

「何か変わるわけじゃないけど、これからもよろしく頼む」

「え、ええ！」

　ぱっと表情を明るくしたジャンヌが大きく頷うなずいた。

　その直後に──




　張りつめた悲鳴が、背後のテント場に響きわたった。




「……っ!?　何だ！」

　続けざまに強烈な地鳴り。

　象の突進じみた足音が樹海にこだまして、古代樹の枝が折れる鈍い音が伝わってくる。

　そして銃声──

「カイ！」

　指揮官ジヤンヌの判断は迅速だった。

　カイの名前だけを叫ぶや、返事も待たずにテント場へと一心不乱に走りだす。

　……まさか昼間の!?

　……いや、だけど悪い予感で終わってくれ！

　茂みをかき分けて広場へ躍り出る。

　カイが見たものは、撒まき散ちらされた篝かがり火びの火の粉。へし折られた古代樹の幹。そして、夕暮れに染まった巨大な獣の頭部であった。

　獅し子し？　いや何だコイツは。

　獅子のような鬣たてがみが頭部から生えている。が、似ているのはソレだけだ。茂みから突きでた前脚は恐ろしいほどに逞たくましく、人間の胴体よりも太い。

　体高は四、いや五メートルほどか。

　後ろ半分は茂みの奥に隠れているが、全長となれば優に十五メートルを超えるだろう。

「森の主か!?」

「違う。ジャンヌ、アイツの額だ。逆光で見えにくいけど血管が浮かびあがってる。ってことは幻獣族で間違いない」

　巨大生物──

　たとえば大海を泳ぐクジラや草原を渡るゾウは幻獣族か？

　答えは否いな。どれだけ巨大でも、幻獣族と呼ばれるには、ある共通器官を備えている必要がある。

　それが「法力血けつ界かい系」。

　悪魔族や蛮神族にある法力器官が「退化」し、小さな血脈に成りはてた。その存在が、幻獣族のもっとも顕著な特徴である。

「あいつの額の赤い脈、鈍く光ってる」

「昼間の……！　私たちを追ってきたのか」

　ジャンヌが拳を握り固める。

「──総員、離れていろ」

　響きわたったのは嗄声ハスキーボイス。

　機関銃を構えた傭よう兵へいたちが後退するなか、偃月刀シヤムシールを両手に携えた花琳フアリンが一直線に獣へと突きすすむ。

「幻獣族、コイツは……」

　その片目だけを針のように細めて。

「ベヒーモスか」

『────────────ッッッ！』

　獣が、吼ほえた。

　体表に無数の銃弾を受けたことへの怒りか、あるいは花琳の呼び声に応えてか。茂みから突きだした前脚を振りあげる。

「っと」

　地面を抉えぐる勢いで地を蹴って、花琳が真横へ。

　その鼻先をかすめ、獣の前足が広場のテントを薙なぎはらった。

　テントを地に固定する器具などまるで意味なく、残骸と化した金属片と布がはるか後方へと吹き飛んでいく。

「迷いこんだ場所が徒あだとなったな」

　幻獣族はこの森では巨大すぎる。

　二本の古代樹の間から身体からだの前半分を覗のぞかせるベヒーモス。その後ろ半分は今も木々のスキマに挟まって身動きのとれない状況だ。

　姿勢を崩した獣。

　その肩めがけ、花琳フアリンが両手で偃月刀シヤムシールを叩たたきつけた。斬撃ではなく打撃。全体重と腕力をのせた最大衝撃で。

　が──

「っ」

　偃月刀シヤムシールが、ベヒーモスの皮膚表面で止まった。

　何百年という寿命のなかで硬質化した皮膚に受けとめられ、傷一つ付いていない。先の銃弾と同じ結果だ。

「さすがだな。成長過程でコレか」

　獣の肩を蹴って空中へと逃れる女戦士。

　その一部始終を、ベヒーモスの眼光が捉えていた。のそりと巨体をずらし、空中の花琳フアリンを噛かみ砕かんと牙を剥むく。

「こっちだ獣」

　その真下で。

　巨獣の体重を支える左足めがけ、カイは亜竜爪ドレイクネイルで斬りつけた。衝撃。刃先から伝わる感触は、さながら大岩を殴りつけたように重く硬い。

　……なんて頑丈さだ。これが本当に生き物の皮膚なのか!?

　……殴った反動で、逆に俺の手が痺しびれるなんて。

　一ミリの切り傷もつけられない。

　だがこれは半ば覚悟の上だ。元より、この刃は切れ味よりも強度を重視する。

　……この強度のワケは。

　……まさに幻獣族おまえらのバカげた装甲に、立ち向かうためのものだからな。

　発破。亜竜爪ドレイクネイルの刃先で、真っ赤な花が咲くように火花が弾はじけた。

　略式ドレイク弾。

　亜竜ドレイクが吐きだす炎の息吹いぶきを真ま似ねた火薬だ。亜竜爪ドレイクネイルの刃を叩たたきこむと同時に発破し、ゼロ距離から爆炎を浴びせる。

　その火力は、幻獣族の装甲をも突破するように設計されている。

「だめだ、カイ離れろ！」

　ジャンヌが喉を嗄からせて叫ぶ。

　炎と黒煙とが立ちこめる視界のなか、指揮官の咆ほう吼こうがなければカイは八つ裂きになっていたかもわからない。

「……そんなっ!?」

　炎の中から飛びだすベヒーモスの前脚。

　カイめがけて薙なぎはらわれる爪先には、まるで傷らしい傷が付いていなかった。

「冗談だろ！」

　その場でしゃがみこむ。

　ヂッ、と音を立てて髪の数本が宙を舞う。わずかゼロコンマ数秒の差。対応が遅れていればベヒーモスの爪に引き裂かれていた。

　略式ドレイク弾が効いていない。

　火力不足？　カイの斬撃が不十分で発破が弱かったから？

　おそらく違う。単純極まりなく、この獣の皮膚の頑丈さが上回っているのだ。

　……亜竜爪ドレイクネイルは、五種族大戦の記録をもとに造られている。

　……もちろん幻獣族のデータにベヒーモスもある。

　この怪物はつまり。

　正史に記録されてる幻獣族より、段違いに強きよう靱じんな耐久力があるということ。おそらくは竜の上位エルダー級。大型榴弾カノン砲でもなければ仕留められまい。

「厄介だな。ジャンヌ様、部下と共に後方まで下がっていてください。この獣にはエルフの霊装が通じません」

　カイの隣に並び立つ花琳フアリン。

　その両手に握る偃月刀シヤムシールが、徐々に熱を帯びて赤く燃え始める。

「図ずう体たいがでかすぎるな。これが竜なら空から墜おとせばいいが、コイツはそうもいかないか。何か意見は？」

「考え中だよ。……強いて言うならここが樹海で助かった」

　ベヒーモスの巨体にとって周りの古代樹はさしずめ檻おり。今も何本もの木々が通行の邪魔をして、完全に身動きができないでいる。

　じわじわとにじり寄る緩慢な動きしかできていない。

「有効なのは──」

　巨獣を真っ向から睨にらみつけながら。

「アイツの額の急所くらいだと思う」

　額に浮きでた血脈。法力器官が退化した「法力血界系」が、幻獣族に共通する急所とされている。

　無論、それはウルザ人類反旗軍レジストの傭よう兵へいも理解している。

　だからこそ銃の狙いが額に集中しているのだが、ベヒーモスの皮膚が弾丸を止めている。その下の血脈にまで弾丸が貫通していないのだ。

「アイツの額を、俺かアンタのどっちかが思いきり殴りとばす」

「妥当だな。実現の可否はさておいて」

　カイの亜竜爪ドレイクネイルによる発破か。花琳の偃月刀シヤムシールによる斬撃か。

　が。

「っ！」

「下がれ！」

　一瞬の差もなく大地を蹴る。

　寒気をもたらす風圧を肌で感じた瞬間に、左右それぞれに飛んだカイと花琳の真ん中を、巨獣の腕が通りすぎた。

　大量の土砂と木の葉が舞い、大地がえぐり取られていく。

　……ろくに近寄れやしない。

　……全身の動きは緩慢なくせに、獲物を狙う時の動きは俊敏この上ない！

　絶え間ない銃声とベヒーモスの唸うなり声。

　その間に、空から何かが降ってきた。

「伏せておれ！」

　強烈な臭においの白煙がたちこめるや、広場の視界がゼロとなる。息を吸えば噎むせ返かえるほどに濃い粉ふん塵じんが、テント場を瞬またたく間に覆おおいつくしたのだ。

　催涙弾？

　しかし目や鼻への刺激はない。これは──

「レーレーン！」

「霧キノコの胞子じゃ。集めるのに多少手間取ったがな」

　立ちこめる煙を裂いて、鮮やかな七なな単ひとえの衣を羽織ったエルフが地を駆ける。

「……幻獣族。蛮神族ワシらの森に押し入るとは図ずう々ずうしいにも程があるの！」

　エルフの巫み女こが、満月色に輝くナイフを巨獣の足に突きたてる。

　毒々しい血しぶき。

　獣が怒りの咆ほう吼こうを上げるなか、一方のレーレーンは苦々しく舌打ちするや、追撃の手を止めて跳び退のいていた。

「っ、この法具でさえ刃が最後まで刺さらんとは……」

「────カイ！」

　声は上空から。

　真っ白い霧のなか、天魔の翼を羽ばたかせた少女が降りてくる。淡いグラデーションの金髪をなびかせて。地上に舞い降りる天使のごとく。

　その姿のなんと幻想的なことか。

「掴つかまって！」

　頭上から差しだされた少女の手を握りかえす。

「飛ぶね！」

　ぐん、と全身に感じる風。

　リンネの翼から生じた風圧と法力とが、みるみるカイを上空へと持ち上げていく。

　……そういうことか。この霧はベヒーモスの目をくらますものじゃない。

　……リンネの翼を隠すためか！

　広場に集う傭よう兵へいたちの目に触れないためだ。

　さらには巨獣からも姿を隠し、翼もつ少女と共に古代樹の樹上まで飛び上がる。

　真下に、獣の巨体。

　ベヒーモスの額──

　法力の集中する血脈が、わずかに赤く灯ともっている光景がそこにはあった。

「いける。リンネ、このまま降りてくれ」

　あの急所を叩たたく。

　カイの心中の決心が、巨獣の息づかいに掻かき消けされた。二人の真下にいたベヒーモスが、ぐるんと首を曲げ、こちら目がけてふり向いたのだ。

　異様な速度で。

　首をねじ曲げるや、威嚇するように牙を剥むく。

「気づかれた!?　ウソ、この胞子の中で臭においをかぎ分けることなんか……」

「法力か！」

　王都ウルザークの奪回時も、無数の悪魔たちがリンネの法力を辿たどってビルの中を追ってきたことがある。

　……幻獣族も微弱だけど法力を持ってる。

　……同じ法力を感知する。それができる個体がいても不思議じゃない。

　だとすれば。

　このまま様子を見るだけの猶予はない。

「リンネ、手を離せ！」

「カイ!?　だめっ、────危ない！」

　握りかえしていた少女の手を振りはらう。

　白煙の中をベヒーモスめがけて急降下。右手に握る亜竜爪ドレイクネイルに左手を添えて、頭上へ振りあげる。

　その眼下には、人間など一口で噛かみ千切るであろう巨大な口こう腔こうが。

「カイッッッッッ!?」

　リンネの悲鳴。

　翼のない人間は重力に囚とらわれて地へと落ちるのみ。その勢いで、カイは黒塗りの銃剣を全力で振り下ろした。

　巨獣ベヒーモスの牙と、亜竜ドレイクを模した爪。

　リンネが息を呑のむなか、二つの刃やいばがわずか数センチの差で掠かすめ通りすぎる。

「爆はぜろ」

　真っ白い視野のなか──

　略式ドレイク弾から炸さく裂れつした爆炎が、ベヒーモスの額の急所を焼き砕いた。それを見届ける間もなくカイも落下。

　……ぴちゃっ。

　その地表が、みるみる流血で赤く染まっていく。カイの剣が届く一方で、巨獣の牙もカイの左肩をなかば引き千切る勢いで抉えぐっていたからだ。

「痛つっ！」

　地に膝をつく人カ間イを見下ろして、急所を打たれた巨獣がよろめきながらも踏み潰さんと前脚を振りあげる。

　が、幻獣族は気づかなかった。

　カイに意識を裂くあまりに、足下に巨大な法術円環が具現化していたことを。

「誘導完了じゃな」

　エルフの巫み女こが手をつく大樹の幹。そこにある小さな円環が、転移法術の罠わなを発動するための仕掛けスイツチとなる。

「ここをどこと思っておる。蛮神族の領土じゃぞ」

　エルフの罠。

　かつてイオ人類反旗軍レジストの皇帝ダンテが陥った罠だ。ベヒーモスの足下に描かれた法術円環が、ゆっくりと浮かびあがっていく。

「紅ぐ蓮れんの園に送ってやる。そこで好きなだけ暴れるがいい」

　光が破裂。

　悲鳴すら残すことなく、巨獣ベヒーモスはカイの目の前から消失した。




　転移。煉れん獄ごく花の咲きほこる渓谷へ──




「マグマのように熱く燃える花園へご招待じゃ。そこから必死で逃げるか黒コゲになるのかまではワシも知らんがな」

「……一難去ったか」

　亜竜爪ドレイクネイルを手放して、その場に座りこむ。

「しかし無む茶ちやしおって。あの瞬間さすがのワシも肝を冷やしたぞ。無事で何よりじゃが、あんな自爆まがいの突撃で、よくもまあベヒーモスの牙から運良く逃れ──────────……カイ!?　主ヌシ、その傷は！」

　無言で上着を脱いだカイ。

　その左肩の有様にレーレーンの表情が凍りついた。かすり傷であると踏んでいたエルフも、ようやく惨状を理解したのだ。

　──もっていかれた。

　左肩が筋肉ごとゴソリと抉えぐられ、真っ赤な血の下に白いもの。

　傷は骨にまで達している。肩の傷からあと二十センチ。巨獣の牙がずれていれば肺を一突きされていただろう。

　さらにそこから十センチずれていれば心臓を貫かれていた。

　……煙で巨獣の目が見えてなかったから助かった。

　……そうでなかったら俺が一方的に噛かみ砕かれてたかもしれない。

「カイ!?」

　空から戻ってきたリンネが、同じくカイの出血を見て言葉を失った。

　しかしそれも数秒のこと。カイの背中に抱きつくや、両手をまわして力いっぱい抱きしめる。

「…………ダメ…………だよ」

　嗚咽おえつがまじる。

　背中にぴったりとくっついて離れようとしない少女の身体からだは、怯おびえた子犬のように小刻みに震えていた。

「……なんで……あんな無む茶ちやしたの。こんな痛そうな傷……見たくないよ。カイがこんな苦しそうな思いするの、わたし、嫌だよ……」

「倒せただろ」

「……違うのっ！」

　キンと張りつめたリンネの泣き声が、白煙うずまく場にこだました。

「だって本当に危なかったんだよ？……わたし……カイが手を離した時に、本当にどうしようって…………」

「俺一人でよかった」

「え？」

　ポーチから鎮痛剤の錠剤を取りだし、数錠まとめて噛かみ砕く。












　動かない左手のかわりに右手で。自分を抱きしめる少女の手の上に、自分の掌てのひらをそっと重ねた。

「リンネが無事なら、な」

「っ！」

　その言葉の意味をようやく理解して、混こん沌とん種の少女が息を呑のむ。

　あの時──

　巨獣ベヒーモスが反応したのはカイではなくリンネだったのだから。

　……法力に反応してふり向いたんだから。

　……当然、狙いも俺じゃなくてリンネしか考えられない。

　噛かみ砕こうとした標的もだ。

　あの瞬間、リンネはカイを抱えて飛んでいた。ベヒーモスが即座に飛びかかっていれば浮上も間に合わず逃げ遅れていただろう。

　俺を掴つかんでたら無理だ──

　ゆえにカイはリンネから手を離し、リンネ目がけて食らいつこうとした巨獣へ無理やりにでも挑む必要があったのだ。

　一撃で倒せれば理想。そうでなくてもリンネが浮上する時間を稼げればいい。

　それが真相。

「ああ、そのせいでケガしたとか言う気はないよ。これは俺の不覚と鍛錬不足だか──」

「やめて」

　少女の手に力がこもった。

「……お願い……それ以上なにを言われても……わたし……泣いちゃう……」

「────」

「……わたし、自分でもわかんなくなりそう。嬉うれしいのと悲しいのがグチャグチャなの。カイがわたしのこと大事にしてくれてすごく嬉しい。……でもカイが痛い思いするのは、悲しいもん……」

　ふるふると、首を振りながら。

「わたしが大泣きしたら、きっとうるさいよ……？　さっきのベヒーモスの声よりうるさいんだから」

「それは勘弁してくれ」

　参ったと微苦笑して、カイは消毒液のボトルと止血用の包帯を取りだした。

　とはいえ左手が動かない状態では手当もままならない。

「カイどこだ！　ベヒーモスは!?」

　煙の奥から靴音。

　部下たちを従えたジャンヌが、緊迫の面持ちで走ってきたのはその時だ。

　地面にしゃがみこむカイを見て胸をなで下ろしたのは一瞬。その直後に、カイの足下にできた血だまりと左肩の傷を前に目をみひらいた。

「医療班、大至急だ！　今すぐ縫合手術の支度に取りかかれ！」

「悪いジャンヌ。少し手間取った。ベヒーモスはうまくエルフの罠わなに誘って追い払ったんだけど」

「喋しやべるな。傷を塞いで血を止めてから話を聞く」

　カイの右手にあった包帯を奪いとったジャンヌが、手慣れた様子でカイの肩から脇にかけてを包帯で締めつける。

　自身の手が血ち濡ぬれることも厭いとわずに──

「……戦ってくれたことには指揮官として感謝してるわ。でも、友だちボーイフレンド宣言してすぐに心配する私の身になって？」

　小声で。

　カイにしか聞こえないよう押し殺した声で、銀髪の少女はそう言った。





　　　　　　　３






　緑の迷宮『シィエル・ミリ樹海』。

　古代樹と茂みに囲まれた四方と、ぶあつく積もった腐ふ葉よう土どの層。地に落ちた葉が発酵し、わずかな酸味を感じる森の匂いとして熟成される。

　肥ひ沃よくな土壌──

　踏めば柔らかく、サクッと音をたてて沈みこむ。朝の木漏れ日に照らされたそんな道を、カイは慎重に進んでいた。

「ねえカイ。歩いて平気？」

「大丈夫、今は痛み止めが効いてるから」

　すぐ横にぴったりと寄りそうリンネが見つめるのは、カイの左肩。昨夜に縫合を終え、今は包帯を何重にも巻いた状態だ。

　それがどうしても目立つし、リンネの目にも痛々しいのだろう。

「ねえ真っ平らエルフ、カイをいつまで歩かせるの、早く案内しなさいってば！」

「もうすぐじゃと言っておろう」

　十メートルほど先を早足で歩いていくレーレーン。彼女のすぐ後ろを追いかけるのがジャンヌ、そして護衛の花琳フアリンだ。

「レーレーン。本当にこんな森に遺跡があるのかしら？」

　そう尋ねる指揮官も、ややウンザリ顔。

「テント場で部下を任せっぱなしなのだけど……」

「昨夜、気になると言ったのは主ヌシであろう？　あの巨獣がやってきた方角に、そういえば人間の遺跡らしきものがあると言っただけじゃぞ」

「そんな言い方されたら誰だって気になるわよ」

　幻獣族が森を荒らしまわった痕あと──

　昨夜レーレーンが足跡を試しに辿たどっていった結果、痕の近くに、人間のものと思おぼしき遺跡があることを思いだしたというのだ。

「こんな奥地に人間の遺跡があるとは考えにくいが」

　目の前の蔓つるを偃月刀シヤムシールで切りはらう花琳フアリン。

「人間の建築物だという根拠は？」

「蛮神族ワシらの物ではないからの。となると、他にそんな建物を造るのは人間しかおるまい？　いつ建てられたのかわからんが。まあ見てみい」

　茂る葉を両手でかき分けたエルフが、前方を顎あごで指し示す。

　その先に──

　未解析神造遺跡メガリス。

　大岩をブロック状に加工して造られた巨岩遺跡。

　表面をびっしりと苔こけに覆おおわれて、蔓と花とが繁茂している。これほどまでに緑と一体化した建物はカイも他に覚えがない。

「……驚いたな。ご覧くださいジャンヌ様」

　遺跡を指さす花琳。

「隣の古代樹が、遺跡の外壁にそって大きく曲がっています。つまり──」

「先にこの遺跡があった。その後に古代樹の芽が出てここまで成長した、というわけね」

　遺跡を見つめるジャンヌも神妙な面持ちだ。

　樹齢数百年という大木よりも、さらに昔からこの遺跡は存在していることになる。

「こんなところに未解析神造遺跡メガリスか」

「メガ……？」

　カイの呟つぶやきを耳ざとく聴きとって、リンネが不思議そうに首を傾かしげる。

「誰がいつ造ったかわからない建物だよ。正史の世界でもいくつかあるんだ」

　五種族大戦が終わった後のこと。

　四種族の支配地を人間が開拓していくなかで、明らかに人為的な、そして謎に包まれた遺跡がいくつも見つかっている。

「たいていは蛮神族の造った遺跡や呪のろいの痕だって研究結果が出てる。ただ、まだ詳細がわかっていないものもある。リンネも知ってるだろ」

「わたしが知ってる？」

「墓所だよ」

　黒の大ピラミッド──

　正史の世界では、四種族を封印する特殊建造物として。

　別史の世界では、そこに世界座標の鍵コードホルダーが隠されていた。

「俺とリンネが出会った場所だから覚えてるだろ。あの時はウルザ連邦の墓所だったけど」

「……これも同じなの？」

「まだわからない。墓所とは見た目も違うしな」

　蔓つるに覆おおわれているが、正面には苔こけむした入り口らしきものもある。

「レーレーン。ここに入ったことは？」

「ある。が、面白い物は何もあるまいよ。大きな石像が一つあるだけじゃ」

　石像？

　中に入ろうと思えばできるが……

「ジャンヌ様、引き返しましょう」

　そう口を開いたのは花琳フアリンだ。

「我々は考古学のチームではありません。ベヒーモスの足跡が近くに残っていたのは事実ですが、幻獣族がここにいる様子もない。部下を待たせている以上、ここでの探索よりも南の連邦ユールンへの遠征を優先するべきかと」

「そうね。遺跡も、古いぶん衝撃でいつ崩れるかもわからないし」

　頷うなずくジャンヌが、名もなき未解析神造遺跡メガリスに背を向ける。

　朝の木漏れ日が差す道へ。




『何ど処こへ行くのです？　あなたたちは終ついに世界の中心を探しあてたというのに』




　淑しとやかな女声。

　温ぬくもりと慈愛、そして圧倒的な神性に満ちた声が、その場にこだました。




『運命の選びし人ヒ間トよ。そなたらの訪れを歓迎しましょう』




　大気を乱すことなく。

　その声は、カイの霊魂そのものに語りかけてくるようで──

　……今の声は。

　……俺は、この声を知ってる？……どこだ……いつ、俺はこの声を聴いた？

　ふり返った目の前で、同じくジャンヌと花琳も驚いたように周りを見回している。声の主が見あたらないのだ。

「ん？　どうしたカイ。それにジャンヌと花琳とやらも」

　袖を引っ張ってくるエルフの巫み女こが、不思議そうに首を傾かしげて。

「テント場まで戻るのであろう？」

「そうだけど……でも、今のが誰の声なのかって思うだろ」

「声とは？」

「え」

　聞き返され、言葉に詰まる。

「今の声だよ。『何ど処こへ行くのです』とかって声」

「なんじゃそれ。おいカイ、主ヌシ、左肩の傷が悪化しているのではないか。なかば夢心地で頭が回っておらんのでは」

「……そんな。まさかだろ」

　現にジャンヌと花琳フアリンも、今の声を聴いたからこそ足を止めたのだ。

　人間には聞こえている。

　蛮神族には聞こえていない？

　だがそうすると次の疑問がわき起こる。人間と蛮神族が混じりあった混血種リンネはどうだ。今の声は聞こえていたのだろうか。

「リンネ、なあリン────」

「…………」

　苔こけむした岩の古代遺跡へとリンネが歩いていく。蔓つるで覆おおわれた入り口の前で立ち止まり、こちらに向かって手招き。

「声、たぶんここから」

「この内な部かから？……レーレーン、ちょっと見張りしててくれ。すぐ戻るから」

「なぬ？　お、おいカイ？」

　リンネに続いて暗き内部へ。

「ジャンヌ様お気をつけて。今の声、ただならぬ何かを感じました」

　携帯用の電灯ライトを点つける女護衛。

　最後尾にいる主あるじに対して、あと一歩離れるよう仕草で指示。

「明らかに特殊な波長でした。人間よりはるかに聴覚の優れたエルフが聞き取れないのは奇妙です」

「……声の相手は人間ではないと？」

「はい。他種族が、我々をおびき寄せる罠わなの可能性があります」

　蜘く蛛もが巣を張るように。

　何かおぞましきモノが未解析神造遺跡メガリスで獲物を待ちかまえている可能性はある。ただでさえ昨夜に幻獣族に襲われたばかりなのだから。

「リンネ、先に行くのはいいけど気をつけろよ」

「感じるの」

「……何を」

「強い力。法力のようだけど、法力っぽくない……わたしと似てる力……」

　そっと口にしてリンネが進んでいく。

　石の通路。巨岩を加工して一メートル四方の正方形に切り出して、それを積み重ねて造られているのだろう。

　……石の切り方と積み重ね方。

　……ますます墓所とそっくりだ。この異様に緻密な技術力も。

　隣りあう石と石の接合面が、カミソリの刃も通らないほどピタリとくっついている。それこそ機械じみた正確さで石が切断されている証拠だろう。

　人間業わざとは思えない。

　ここまで鋭利に岩を切断する手段など、遙はるか太古に存在するわけがないのに。

「何もないな」

　蝋ろう燭そくを灯ともす燭しよく台だいも、通路に何か特徴のあるものもない。

　さらに言えば生物もだ。苔こけむした外壁とは一変し、通路に入った途端に羽は虫むし一匹さえ見あたらない。

　これも墓所内部との相似点と言えるだろう。

「レーレーンはこの先に石像があるって言ってたっけ」

　左腕が動かないのがもどかしい。それでも右手一本で亜竜爪ドレイクネイルを握って、狭い通路を慎重に進んでいく。

　その先に、ぼんやりと淡い輝きが。

「明かり？」

「いえジャンヌ様、これは────っ」

　通路から続く大広間。

　この世ならぬ幻想的な「青」に彩られた祈りの間が、カイの目の前に広がっていた。




　青の大聖堂サンクチユアリ。




　天井から足下にいたるまで、真っ青なガラス板で構成された礼拝堂。

　それも同一の青ではなく、薄い青、濃い青といったグラデーションになるように。

　天井はもっとも濃い青。

　そこにちりばめられた白い点は、夜空の煌きらめきの表現だろう。

　カイの知る建造物で、この神々しさに並ぶものがない。それほどまでに厳おごそかで美しく、この場に立つだけで寒気を覚える。

『よくぞ訪れました。運命に愛された子供たち』

　奥の壁と同化した台座──

　エルフの巫み女こからそう伝えられたように、見上げるカイの前には真っ白い巨大な石像が一体あるだけだ。

　頭からローブを羽織った人間の女性像。高さは目測で十メートル以上あるだろう。

　……なんだこのバカでかい石像は。

　……しかも石の継ぎ目がない。たった一個の石から彫りだしたのか？

　むしろ。

　巨大な「何か」が石化した姿、そんな生々しい雰囲気さえ漂わせている。

　だが声の主は？

　厳おごそかで穏やかな女声は、どこから響いてくる。

『ここにいるではありませんか。あなた方の見上げている、ほらここに』

「……そんなっ？」

　ビクッと、警戒の面持ちでもってジャンヌが後ずさる。

　大聖堂サンクチユアリで目につくのは巨大な女性像のみ。そして声は、コレが声の主であると言ってきている。

「ジャンヌ様お下がりを。この石像、声の仕掛けがわかりません。我々の接近に自動発動する類たぐいの法術かも」

『その警いましめは十分な見識あってのこと。人間よ、あなたの振る舞いを讃たたえましょう』

「…………」

『しかしわたしは、ご覧のとおり無力の身。危害を加える力もありません』

「面妖だな」

　女護衛が偃月刀シヤムシールの切っ先を向ける。

　遙はるか頭上、フードを被かぶった女性像の頭部に向けて。

「石が喋るわけがない。喋しやべるのであればそれはもう石ではない。貴様は何だ」

『私は──』

　大聖堂サンクチユアリに響く声。

『私は、五種族大戦が終わった世界の存在です』

「っ、何だと!?」

　その場の視線が一箇所に向けられる。

　巨大な石像へ──ではなく、ジャンヌと花琳フアリンがふり返ったのはカイだ。隣のリンネも、困惑のまなざしでこちらを見つめてくる。

　それは、ウルザ人類反旗軍レジストの会議室で、ジャンヌと花琳を前にしたカイの説明とほぼ同じものだったからだ。




〝俺の知ってる歴史だと大戦は百年前にもう終わってる〟

〝俺はそっち側の人間です〟




　正史を記憶している人間はカイとリンネだけ。

　そう思っていたが──

『待ち望んでいました。この新たな世界で、シドに代わる新たな適格者の訪れを』

「……待ってくれ」

　喉が痙けい攣れんして、まともな声量にならない。

「アンタ何者なんだ。俺にはどうやっても石像にしか見えない。石像じゃないっていうなら姿を現せ」

『おや？　あなたは私を知っているはずですが』

　穏やかな微笑。

『オルビア・ソラカ大聖堂。かつてここはそう呼ばれていました』

「……まさかオルビア預言神!?」

　声を上げるのはカイ。

　だがリンネはもちろん、正史の記憶を持たないジャンヌと花琳フアリンは狐きつねに摘つままれたように、訝いぶかしげな表情だ。

「カイ、心当たりがあるなら私や花琳にもわかるよう話してちょうだい」

「……以前の話の続きだよ。ウルザ人類反旗軍レジストで話したことの」

　沈黙する石像を前にして。

　カイは身の震えを抑えられなかった。この石像の正体はまさか……

「俺やリンネが『正史』って呼んでる世界は、預言者シドっていう英雄がいた。絶望の状況から人間を率いて大逆転劇をしてみせた人間だ」

「そこまでは私も花琳も聞いたわ。その続きね？」

「ジャンヌ、預言者ってどういう意味だと思う」

「……え？」

　ぽかんとジャンヌが呆ほうけた反応。

「預言者って意味は『言葉を与えられた者』だろ。つまりシドの活躍の後ろには、シドに助言を与えたものがいるってことになる」

　では誰がシドに預言を与えたのか？

　そしてここから先は、カイにとっても逸話やお伽とぎ話ばなしにすぎない「物語」だ。




〝オルビア預言神──〟

〝人間を率いて四種族の英雄を打ち倒せ──運命を統べる神々からのその啓示ことばを預かり、シドは預言者となった〟




　シドという人間が存在したことは、事実。

　だが彼が四種族の英雄と戦って勝利したことは、正史でも証拠が残っておらず怪しまれていた。

　そして──

　シドが預言者と呼ばれる理由が、「古いにしえの預言神からの啓示ことばを受けたから」というのは、カイも信じていない逸話である。

　……神だって？　そんなのいるわけない。

　……この世界にいるのは何億種という生物だけだ。誰も見たことがない。

　強いてあげれば四種族。

　強大極まりない強さの悪魔や天使は、「神がかった」という表現をされることもあるが、存在としての神はまったく別である。

『アスラソラカ。人間あなたたちから、未来を見通す「祈いのり神がみ」と呼ばれていました』

「…………」

　言葉に詰まる。

　自カ分イの隣にはリンネという混こん沌とん種の少女がいる。切除器官ラスタライザという怪物の存在もそうだが、この世界に未知の種族がいることをカイとて否定する気はない。

　だが、何だこの存在は。

　古に栄えた運命信仰の神？　そんな超越的な存在が、本当にいるというのか。

「俺は、神とかそういうのを信じたことがない」

『────』

「アンタはその類たぐいだって言うのか？　人間でも四種族でもない。もっと別の超越的なものだって」

『いいえ。わたしは預言を与えるだけの存在です』

　肩すかし。

　押し殺した声のカイに対し、石像からの女声はあくまで和やかなまま。

『今のわたしにできることは人間あなたたちの求めに応じて、ささやかな言こと霊だまを授けるのみ』

「……それ以外はできないのか？」

『わたしに力は残っていません』

　惜しむような口ぶりで。

『世界座標の鍵コードホルダーを創ることに、すべての力を使い果たしてしまいましたから』

　言葉が、幾重にも大聖堂にこだまする。

　やがて静けさが戻った後にも、カイは、すぐには声が出なかった。

　……待て。

　…………今、この石像はなんて言った。

　世界視の鍵コードホルダーを創った。

　そう言ったのか？

『五種族の争いが大戦にいたる遙はるか過去から、人間はわたしを崇あがめ奉たてまつってくれた。だから大戦時、わたしは窮地に陥った人間を守るために力を尽くしました。強大な四種族に対抗するための切り札として世界視の鍵コードホルダーを創造した』

「…………」

『そしてシドに託したのです。彼はその剣でもって五種族大戦を──』

「待ってくれ！」

　語り続ける石像へ、カイは思わず足を踏みだした。

　動どう悸きが止まらない。

　預言者シドの剣。それが超常の力を湛たたえ、かつ由来不明の剣であることは自分が誰よりもよく知っている。

　……人間の造った剣じゃないことは確かだと思ってた。

　……エルフや天使の法具とも違うって。

　だがまさか。

　五種族のいずれでもない存在が鍛えた刃やいばだったというのか。

「確かに俺もずっと気になってた。だけど本当なのか！　アンタが……この世界視の鍵コードホルダーを創ったっていうのか!?」

『本当も何も、カイ、わたしの声を過去に聞いているでしょう』

　悪魔の墓所。

　目覚めたリンネが、誤ってカイを攻撃してきた時のこと──




〝世界座標の鍵コードホルダーは「運命」を斬る。無用なる死の運命サダメを世界から切り離しなさい〟




　どこからともなく聞こえてきた女声。

　その記憶が、今、目の前に佇たたずむ石像からの声とピタリと重なった。祈いのり神がみアスラソラカからの慈愛に満ちた声が。

『思いだしましたか？』

「……ああ」

『シドのいない世界で、あなたが世界座標の鍵コードホルダーを見つけてくれたことを嬉うれしく思います。その剣、大切にしてくださいね』

　嬉しそうに弾む声。

　が、すぐに元の落ちついた口調に戻って。

『先の質問に戻りますが、これが、今のわたしが無力である理由です。力を使いつくした身では、世界の改かい竄ざんに抗あらがうこともできなかった』

「──わかった。貴様が、私には理解できないモノであることを理解した」

　大聖堂サンクチユアリに伝わる嗄声ハスキーボイス。

　ジャンヌに無言で頷うなずき、その女護衛が一歩前に出た。

「単刀直入に聞く。貴様の目的は何だ」

『あなたたちに世界の運命を託したい。そのための預言です』

「……具体的には？」

『この世界は「偽り」です。それはご存じですね』

　一切の反論を許さない──

　まるで我が子に教え聞かす母のような口調ながら、その声には、聞く者すべてに畏怖をもたらす絶対的な圧力があった。

『許されざる運命の改竄。世界輪りん廻ねによってシドの存在は消滅し、人間の勝利した歴史は消え去った。そして──』

「待って！」

　叫んだのは銀髪の少女。

　その横目で、一瞬、こちらを見つめた後に。

「……私は、信じられないわ。私や私のお父様は、もう何十年もウルザ連邦で悪魔たちと戦い続けてきたのよ！　その世界が偽りですって」

『そうです。そうなる歴史に書き換えられたのですから』

「────」

　その時の彼女の表情。

　カイは、決して忘れることはないだろう。

「私やお父様、花琳フアリン、それに部下たちの努力。それも偽りだと言いたいの……！」

　初めて見た。

　肩をふるわせるほどのジャンヌの激げつ昂こう。

　唇を噛かみしめて、血走ったまなざしで巨大な石像を睨にらみ上げる。その横顔はカイが寒気を覚えるほどに強く美しく。

　まさしく、世界人類のために戦ってきた戦いくさ乙女おとめそのものだ。

　──私たちの戦いの歴史をウソ呼ばわりか！

　そう訴える男装の指揮官に。

『むしろ反対ですよ』

「……反対ですって？」












『霊光の騎士ジャンヌ。あなたと部下が奮闘してきたからこそ、世界は完全な「偽り」になることを免れているのです』

　祈いのり神がみアスラソラカ。

　そう名乗る女神像は、我が子を諭す母のような口ぶりで。

『世界輪りん廻ねで世界の運命は逆転した。ではジャンヌよ、もし歴史が完全にひっくり返っていれば、どんな世界になっていたと思いますか？』

「えっ……それは」

　数秒の沈黙。

　おずおずと、銀髪の少女は答えた。

「……人間が滅亡した世界ってことでしょう」

『はい。でも、人間は滅亡していないでしょう？』

　穏やかな微笑が声にまじる。

『滅亡どころか反撃しつつある』

「…………」

『そういうことです。世界輪廻によって運命は逆転した。人間はこの世界でとっくに滅亡してもおかしくなかった。でも、そんな悪夢がギリギリで成就しきっていないのは、紛まぎれもなくあなたたちの奮闘があるからです』

　その論理に筋は通っている。

　世界輪りん廻ねで運命が完全に逆転していれば、この世界は、カイが訪れた時点で既に人間が墓所に封印されていたはず。

　そうなっていない。

　世界は、まだ完全には書き換えられていないということだ。

『あなたの戦いが人間の世界を支えてきた。この「答え」でよろしいですか？』

「……わかったわ。それを聞いて安心したわ」

　鬼気迫る表情のジャンヌが、ほっと息をつく。

「この世界が偽りというのは、正直、まだ私は信じたくない。そんな実感がないもの……でも私たちの奮闘は無駄じゃないということね」

『あなたが世界の運命を正すのですよ』

「……え？」

『預言者ジャンヌ。あなたがシドに代わる、この世界の英雄となるのです』

「ちょっと!?　ちょっと待って、何を急に言いだすの！」

『わたしはこの世界を見てきました』

　呆あつ気けにとられたジャンヌ。

　そんな彼女を諭すように、穏やかに言葉が綴つづられていく。

『シドに代わる適格者。この世界にはあなたを含め数人の候補者がいる。そこには無論、カイ、悪魔の英雄を倒したあなたも』

「俺が？」

『でも適性は強さという一点のみ。あなたは本来、この世界にいてはいけない存在です。わたし、そしてそこの彼女のように──』

「っ！」

　ビクッとリンネが怯おびえたようにカイの背中にくっついてくる。

　……リンネ？　そういえばずっと無言だけど。

　……何かあったのか？

　目線で問いかけても、リンネは弱々しく首を横に振るばかり。

　今まで強敵と出会でくわしてきた時の反応とは違う。

『この世界の英雄になる者は、この世界の人間の規範となる者。わたしは、あなたこそが最適であると判断しました。ジャンヌよ』

「……私にどうしろと？」

『今までと変わりなく。部下を率いて戦いなさい。四種族の英雄、そしてあの切除器官ラスタライザなるモノを倒すのです。それで世界は復元される』

「……っ。あの怪物を？」

　ジャンヌが言葉を濁す。

　主しゆ天てんアルフレイヤが豹ひよう変へんした原因と思われる怪物を倒せと言われても、どこで遭遇するかもわかっていないのだ。雲を掴つかむような話である。

「俺からも聞きたい。切除器官ラスタライザっていうバケモノは、確かに俺たちも怪しいと睨にらんでる。アンタはその正体を知ってるのか？」

『いいえ。本来の歴史に存在しないがゆえに、わたしの知識の埒らち外がいです』

「……やっぱり存在しないはずの怪物か」

『世界輪りん廻ねの力で生まれた異形と感じています。世界輪廻が何者によって巻き起こされたのかわかりませんが、まだ迂う闊かつにどんな存在か決めつけることも危険です』

　カイは沈黙。

　運命を見通すという神にも理解不能な異形の怪物。そのなかで自分が知っているのは、あの怪物たちがリンネを封印していたことだ。

　……それに冥めい帝ていや主天を監視していたことも間違いない。

　……何が狙いなんだ？

　不可思議な力を持っている怪物ということには、カイも異論はない。

　アレらは、明らかに人間じぶんたちとは相あい容いれない存在だ。

「最後に一つ、私からも聞かせて」

『もちろんですよジャンヌ。シドの時代の遙はるか過去より、人間はわたしを崇拝してくれた。この捻ねじれた運命を正すためにも、わたしも愛と知識を惜しみません』

「私が……もし四種族の英雄と切除器官ラスタライザを倒せば世界は復元する？」

『おそらくは』

「その時、世界はどうなるの」

　緊張を孕はらんだ少女のまなざし。

　そしてソレは、もしもジャンヌが問わなければカイが問うつもりだった質問だ。正史とこの世界とでは、あまりにも様相が異なる。

　世界はどちらになるのか。

『世界輪廻の侵食次第』

「っ」

『世界の上書きがどの程度まで進んでいるかは何者にも計れない。ですがジャンヌ、一つ覚えておきなさい。世界を変革するのは、いつだって人の決意です』

「…………」

『あなたの使命は、人類を四種族の支配から解放すること。今はそれだけを考えるといい。未来に臆せば、現い在まのあなたの刃やいばが鈍るだけです』

　ジャンヌが敗北すれば、どのみち人間の未来はない。

　それでは元も子もないということなのだろう。

『お行きなさいジャンヌ、新たな人間の英雄となるために。そしてカイ──』

　くすっと人なつこい笑い声。

　その雰囲気が誰かに似ている。だが誰なのかカイが思いつく前に。

『あなたには期待しています』

「……？」

『いつでもおいでなさい。世界の至るところに「わたし」の大聖堂サンクチユアリがあるのだから』

　それを最後に。

　石像から声が伝ってくることは、無くなった。
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「遅いっ！」

　苔こけむした神殿の外。

　戻ってきたカイを一いち瞥べつしたエルフから、開口一番に不満の声が上がった。

「四人とも何をしておった。待ちくたびれたぞ……それとも、遺跡の中に石像以外のものでも見つかったか？」

「石像だけだよ」

　古代樹の根っこに腰かけたエルフに、首を振りながら返事。

　……内部で起きたことは、レーレーンには話さない方がいいんだろうな。

　……他種族向けの話じゃなかったし。

　運命を統べると崇あがめられた神々の一ひと柱はしら。石像から聞こえてきたその声は、蛮神族であるレーレーンは聞こえなかったという。

　さらに、話したところで信じてもらえるような内容ではないだろう。

　カイもまだ測りかねているのが本音だ。自分が話していた存在は、何だったのか。

「戻りましょう。部下を待たせてしまっているわ」

　先陣を切ってジャンヌが歩きだす。

　その表情は平然としているが、足取りがいつになく緊張しているように感じられるのも、カイの気のせいではないだろう。

　……あんな話を聞かされたんだから当然か。

　……俺だってそうだ。

　この世界の人間を導く英雄になれ。

　古代信仰の神と思おぼしき存在から直々にそんな預言を与えられた幼なじみ。その重圧は、カイの想像をはるかに超えるものに違いない。

　そして──

「リンネ、さっきから大丈夫か」

「うん。……わたしは平気。別に、今は何ともないよ？」

　隣を歩くリンネがまともに口を利いたのは、あの大聖堂サンクチユアリを出てからのこと。それまで、カイの背中にぴったりくっついて身動きさえしなかった。

　冥帝ヴアネツサや切除器官ラスタライザを前に身構えることはあったが、今回のはソレとも違う。

「リンネは、あの声に聞き覚えでもあるのか？」

「ううん。でも変な感じ……」

「変って」

「わかんないの。あの変な声が危険なのかどうかわからなくて、じっと見てたから」

「だから無言だったのか」

　こくん、と少女がうなずく仕草。

　リンネにさえ測りかねる存在がいるというのは切除器官ラスタライザでも経験済みだが、幸いなのは、今回は敵でなかったということか。

　……シドに預言を与えて導いた運命神？　祈いのり神がみアスラソラカだって？

　……そんなのが本当にいたっていうのか……。

　預言者シドという男の謎。

　世界視の鍵コードホルダーがあるとはいえ、強大極まりない四種族の英雄になぜ彼が勝利できたのか。正史の謎の一端が紐ひも解とかれたのかもしれない。

　だが。

　祈いのり神がみアスラソラカから剣を与えられたことが真実としても、なぜシドは五種族大戦後、あえて悪魔の墓所のような地に世界視の鍵コードホルダーを隠したのか。

　全ての戦いが終わったなら、祈いのり神がみアスラソラカに返すのが妥当ではないか？

　なぜシドはそうしなかったのか。

　謎はまだ残っている。

「カイ？」

「……四英雄と切除器官ラスタライザを倒せば世界は復元される。そう言ってたよな」

　この遠征とも目的が一致する。

　世界輪りん廻ねを招いた元凶を探しだして、倒すこと。

「次は南、か」

　ユールン連邦。

　広大なエルフの森の彼方かなたに位置する国へ。




　もっとも不可思議な強大種族・聖霊族の支配地へ──
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　自然国境線──

　蛮神族の支配する森を三日三晩走り続けた先。ようやく現れた黄土色の荒野が、東イオの連邦と南ユールンの連邦とを隔てる国境である。

「ワシが案内できるのはここまでじゃな」

　背後に遠ざかっていく森を名残惜しそうに見送る、エルフの巫み女こ。

「この荒野から先がユールン連邦。主ヌシらもソレくらいは知っておろう？」

「おうよ。しっかしまた随分と寂しい景色だな……」

　運転席から答えたのはアシュランだ。

　ベヒーモスとの戦闘でカイが腕を痛めたことで、今は運転役も交代済みである。

「でけぇ古代樹の迷路を走り続けて流石さすがに飽きてきたと思ったら、今度は雑草しか生えてない荒野ときたか」

「ねー。周りに何もないのって逆に怪しいわよね……」

　助手席のサキは双眼鏡を手にして、不安げに窓の外を覗うかがうばかり。

「国境って、どこも四種族の見張りがいるんじゃないの？」

「大げさじゃな。国境の至るところに見張りを置いてるのは、悪魔族くらいのものじゃ。奴やつらは個体数が多いからな」

　レーレーンは後部座席の右側。

「ところでカイ、主の左腕のケガじゃが」

「あ、こら！」

　左側から、リンネの牽けん制せいが飛んできた。

「カイの腕のことはわたしが心配してるの。カイ、大丈夫？」

「むっ。どうせ暇なんじゃから声をかけるくらい構わないであろうに」

　座席の右側にレーレーン。左側にリンネ。

　左右から挟まれて、カイはぐったりと座席のシートにもたれかかっていた。

「平気だけど、腕にしがみつかれると困るから……」

　包帯で固定した左肩は動かせない。

　が、リンネはそんなカイの腕にしがみついて離れようとしないのだ。「わたしが守ってあげる」という好意は嬉うれしいのだが、リンネが力をこめるたび、カイの腕から肩に衝撃が伝わって傷がズキンと痛むのは悩みの種である。

「なあサキ。俺らどこまで走ればいいんだ？」

「んー。まだしばらくじゃない？　でもアタシもさすがに自動車に乗り飽きたわよ」

　三日三晩。

　既にカイたちの軍用車は、エルフの森を数百キロも走り続けてきた。三十台近い後続車を含め、食料や蓄電池バツテリーの容量も尽きかけている。

「人類特区ヒユーマンシテイまではもうちょいかかりそうね。……これ十年くらい前の地図だから、どれくらい信用できるかわからないけど」

　サキが睨にらめっこを続ける相手は大陸地図。

「ねえ。あれは違うの？」

　窓から顔を出していたリンネが、地平線の方をまっすぐ指さし。

「人間の都市があるよ」

「ん？　どこよリンネ、アタシ見えないけど。待って待って双眼鏡……ああ、ホント。でも廃はい墟きよっぽいわね────って……な、何よあれ!?」

　双眼鏡を覗のぞくサキが驚きの声。

「……ちと危ういの」

　後部座席から顔を出したレーレーンが、眉をひそめた。

「カイ、後ろのジャンヌと連絡できるかの？　あの廃墟、ただの廃墟ではないぞ。できれば迂う回かいした方がよい。聖霊族の巣じゃ」

「まさかっ!?　ジャンヌ、こちら先頭車両、聞こえるか！」

　通信機を握りしめる。

　後続車両に乗っている司令官に向け、返事を待たずにカイは続けた。

　人カ間イの目では見えないが、視力に優れたリンネとレーレーンは、早くも地平線の向こうにある光景を見通している。

「俺たちの進行方向上だ。このまままっすぐ走った先にある廃墟が、聖霊族の巣になっている。迂回を提案する！」

『その連絡をしようとしていたところだ』

　ジャンヌの声に動揺は感じられない。

『ユールン人類反旗軍レジストの通信班から、目的地までの経路について案内を受けている。このまま直進せよとのことだ』

「というと」

『廃墟になったビル群に、聖霊族の巣がある。ただし肝心の聖霊族は見られない。今から二年ほど前にもう別の場所へ移転したらしい』

「……もぬけの殻ってことか」

　渡り鳥の大移動に近い。

　聖霊族は、十数年という単位で頻繁にその塒ねぐらを変える習性があることがわかっている。その理由までは不明だが。

「しかしじゃな、見張りが残っておる可能性はあるぞ？」

『多くて数体だそうだ。もし遭遇した場合には迎撃をと依頼されている。つまりこういうことだ。我々は、ユールン人類反旗軍レジストから歓迎を受けると同時に試験テストされている』

　たった数体の聖霊族。

　それを相手に苦戦するようでは戦力にもならない、と。

『我々にとっても好都合だ。聖霊族と全面対決する前に、今ここで戦闘経験を積んでおくのは有意義と考える』

「それで直進か……」

　地平線の先に、肉眼でも都市の影が見えてくる。

　荒野にそそぐ強烈な日ひ射ざしのなか、その異様な光景がカイの目に飛びこんできた。

　──光り輝く廃はい墟きよ。

　鋼鉄のビルが、光を放つコケ状のものに覆おおわれていたのだ。

　蜘く蛛もの糸？　菌糸？

　まるで光り輝くオブジェ。人間の都市であったものが、まさに異様な「巣」へと変へん貌ぼうした姿がそこにはあった。

　……悪魔族は、人間の都市を奪ってそのまま使ってた。

　……蛮神族は、人間の都市には棲すまずに、そこを森で埋めつくそうとした。

　聖霊族の支配は違う。

　人間の都市だったビル群をまったく異質なモノに変化させる。いったいどんな生態であれば、こんな巣が出来上がるというのか。

「うおっ気持ち悪っ。ビル全体に青カビが生えたような見た目だな……」

「アシュラン、このまま少し右に迂う回かいしてくれ。あの廃墟のど真ん中を通る必要はない。なるべく都市の端を通ろう」

　聖霊族の巣と化した廃墟。

　車の速度を上げ、一秒でも早くこの薄気味悪いビル群を抜けられるように。

「リンネさ。念のため聞くけど、聖霊族と戦ったことは？」

「んー、少しだけ？　でもわたし、聖霊族はなに考えてるかわからないから嫌い」

「……会話が通じる相手じゃないだろうからな」

　粘状生物スライム。幽体ゴースト。発光体ランタン。

　人間を含む五種族のなかで唯一、人語を用いない。その理由は単純で、人語を理解する知能がないとされている。

　ゆえに対話不能。

　出会でくわせば、どちらかが力つきるまで戦闘が続く。

「聖霊族は忍び寄るのが得意じゃからの。姿を隠し、音も気配も断って近づいてくる……ワシらの車もとっくに狙われておるかも」

「やめてよレーレーン!?」

　悲鳴を上げるサキが、御お守まもりのように大事に握りしめるのは手しゆ榴りゆう弾だんだ。

　──聖霊族には銃が効かない。

　粘状生物スライムの肉体は弾丸が貫通してもすぐ修復してしまう上に、幽体ゴーストや発光体ランタンに至っては弾丸がすり抜けてしまう。

　炎で燃やすか、爆風で再生不能まで吹き飛ばす。




〝種族の特徴に応じた耐性はとても面倒くさい〟

〝そんな耐性を無視し、種族を問わずに通じる万能の術がある。それが『爆砕』〟




　サキが手榴弾を大事そうに抱える姿に、カイの脳裏をよぎったのが冥帝ヴアネツサだ。

　あの時は──

　まさか聖霊族の地を訪れるなど夢にも思わなかった。

「おし、もう都市を抜けるぜ」

「……あーよかった。寿命が縮むかと思ったわよ」

　カイたちの車両がビル群を抜ける。

　続いて二台目、三台目と次々に聖霊族の巣を走破していくが、何かが襲ってくる気配はない。

「ジャンヌ、そっちは？」

『私たちも無事に通過だ。ユールン人類反旗軍レジストの期待に応えられず生あい憎にくだが』

　通信機の向こうから指揮官の苦笑い。

『全車両このまま直進。我らはユールン人類反旗軍レジストの本部を目指す。彼の地の指揮官は、「獅し子し王おう」との呼び名で名高い名将バルムンク殿。非礼のないよう気を引き締めて向かうとしよう』





　　　　　　　２






　荒野の要塞ルイン・ズ・フラム。

　赤あか煉れん瓦がの城。

　かつてユールン連邦の王位争いに敗れた一族が、王都から逃れ住んだ地。この要塞こそが、聖霊族の侵攻に敗北した人類最後の希望──

　ユールン人類反旗軍レジストの本部である。




「ようこそ我らの人類反旗軍レジストへ。貴軍らの遠征を歓迎するものである！」




　何百人という傭よう兵へいたちを従えて──

　まさしく獅し子しを思わせる金色の髪と顎あご髭ひげをたくわえた大男が、豪快に声を張りあげた。

　屈強な部下よりも、さらに頭一つ抜けた上背の偉丈夫。幼い子供が見上げれば泣きだしそうな強こわ面もてではあるが、その大声から刺とげ々とげしさは感じない。

　獅し子し王おうバルムンク。

　……皇帝ダンテと逆だな。

　……こんな体格と強面なのに、面と向かっての息苦しさはほとんど感じない。

　カイの前で。

　進みでた霊光の騎士ジャンヌと、獅子王バルムンクが固い握手。

「遠路はるばる、よく来てくれた。ジャンヌ殿。貴殿の偉業の噂うわさはこの辺境にも届いている。力を借りたい」

「初めましてバルムンク殿。歓迎、痛み入ります」

　上背のある獅子王バルムンクと比べれば、男装の指揮官ジャンヌは子供のようなもの。大人と子供のような体格差ではあるが、獅子王はそれを嘲あざける様子もない。

「バルムンク殿、このまま会議へ？」

「と言いたいところだが、長い旅路の貴軍らには休息が必要だろう。そして車両の点検も。俺の部下から整備班に協力させてもらう」

　要塞の入り口を指さして。

「ジャンヌ殿は俺とともに執務室へ。なに、作戦会議ではなく簡単な世間話だ」

「というと」

「悪魔の英雄を撃破し、蛮神族をも服従させたという朗報。ぜひ詳しい話をと思ってな。ユールン連邦にある七つの人類特区ヒユーマンシテイにも広めたい」

「なるほど、ならば是非」

　大おお股またで歩きだす獅子王バルムンクと、その横を並んで歩くジャンヌ。

「……イオの時と大違いだな。まともな指揮官っぽいぞ」

「ホントね。皇帝ダンテはずる賢い王様ってかんじだったけど、こっちは傭兵の親ボ玉スって感じ。ちょっと見た目怖いけど」

　ささやきあうアシュランとサキ。

　一方その後ろでは、エルフの巫み女こレーレーンが膨れっ面で「蛮神族ワシらが服従じゃと？　は、冗談ではない。ただの休戦じゃ」と小声で呟つぶやいているのだが。

「ねえカイ？」

　つんと右腕の袖を引っ張ってくるリンネ。

「わたしたちどうするの。ジャンニャ行っちゃったけど？」

「ああ、そうだな……ええと」

「今日はこれで終しまいだ。私はジャンヌ様に付き添うが、お前たちは先に休んでいろ」

　ジャンヌの後を追う花琳フアリンが、すれ違い様に耳打ち。

「ここの指揮官は信頼できる。皇帝ダンテと違ってな」

「ひょっとして顔見知り？」

「一年ほどな。傭よう兵へい修行で身を置いたことがあるだけだ」

　意味深な笑み。

　そっけなくそう残して、女護衛は城内へと消えていった。
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　人類特区ヒユーマンシテイルイン・ズ・クィン。

　要塞ルイン・ズ・フラムの地下三十メートル──堅い岩盤を昇降機で下った先にユールン連邦最大の地下都市が存在する。

　地下鉄の跡地を利用する手法はウルザ連邦の新ネオヴィシャールとも共通だが、違うのはその規模だ。

　新ネオヴィシャールはせいぜい一つの商店街。

　このルイン・ズ・クィンは、かつてのユールン連邦王都の街並みがほぼそっくり移転しているという。

　広大な荒野を利した風力・太陽光発電。それをもとに各生産プラントを維持。

　その要かなめは──

　要塞ルイン・ズ・フラムの徹底防衛である。

「指揮官バルムンク殿あっての民じゃな」

　人類特区ヒユーマンシテイルイン・ズ・クィン、北側区画──

　古書が山積みになった書斎・兼医務室である病院の老医院長が、カイの包帯を慣れた手さばきでほどいていく。

「聖霊族は得体が知れぬ。人間の廃はい墟きよに取とり憑ついて巣をつくる。そこを拠点にするかと思えば、数年後にはその巣をほったらかして大移動じゃ」

「……自分たちの領土を捨てる？」

「大移動先が、人間ワシらの避難先である場合もある。領土を捨てる一方で新たな領土を狙う。まるでイナゴの大群じゃな」

　血と砂すな埃ぼこりに染まった包帯をほどき終えて。

「……なんと」

　老医が、眼鏡のレンズごしに大きく目をみひらいた。巨獣ベヒーモスの牙に抉えぐられたカイの左肩の傷を穴が空くほど凝視して。

「肩の肉が欠けておる。若いの、よくもまあ我慢したの。消毒するにも灼やけるような痛みじゃっただろうに」

「幸い、痛み止めは持っているので」

「阿あ呆ほう。そんな安い傷ではないぞ。傷口が膿うんでないのが幸いじゃが……」

　老人が次に凝視したのは、カイの顔だった。

「無む茶ちやをする顔には見えんがの。見かけによらずか」

「……頑固とは言われます」

「四十年ここで傭よう兵へいを診みてきたが、こんな荒々しい傷はちと記憶にない。聖霊族と戦ってこんな負傷になるとも思えんが」

「ちょっと大きな獣に噛かまれて……」

「噛まれたと？　となると、この肩の傷は歯形かっ」

　包帯を巻き直す老医の手が、止まる。

「こんな巨大な歯形が残る獣？　お前さん、もしや竜にでも襲われたのか」

「似たようなものです」

「…………」

　老医は無言。

　これが傭兵や一般人なら「とんだ冗談を」と笑うかもしれないが、この老医はカイの肩に残った牙の痕あとから、その怪物の巨大さを推しはかったのだろう。

「二つに一つじゃな。早死か、バルムンク殿のような勇士になるか。……さて診療は終しまい。強めの痛み止めを処方しておく」

「銃は握って大丈夫ですか？」

「推奨せんな。左腕はしばらく使うでない。痛み止めが効いている間は、どのみち握力もろくに戻らんよ」

　弱ったな。

　顔にこそ出さないが、内心ではそう口にしたい状況だ。ジャンヌとウルザ人類反旗軍レジストは、これから聖霊族との戦いに赴くだろう。

　片腕が使えない状態で、たとえば聖霊族の英雄と戦うような事態になれば……

「どうした？」

「少し考え事を。騙だまし騙し頑張ります。生き残れるように」

　人類特区ヒユーマンシテイを守る傭兵から金はとらない──

　断固として診療代を受けとろうとしない老医に頭を下げて、カイは診療所を後にした。




　公営型コテージ。

　ユールン連邦に七つある人類特区ヒユーマンシテイにはそれぞれ傭よう兵へいが駐在し、一月に一度、大規模な作戦会議を開くために要塞ルイン・ズ・フラムへ集結する。

　ここは、その傭兵たちが利用する宿だ。

「すごいわね。傭兵が使う宿だからソレ用の会議室もあるし、銃の手入れの道具なんかも貸し出すって話でしょ？」

「しかもウルザ人類反旗軍オレらで貸しきりな。こんな歓迎されて逆に怖いくらいだっての」

　軍用車から荷を運び入れるサキとアシュラン。

　山のような荷物を抱える二人が廊下を歩いていく後ろ姿を見送って──

「ん？」

　自分にあてがわれた部屋から、やけに元気な話し声が。

「完成じゃ！」

「ねえねえ、これホントに大丈夫なの？　なんかすごい臭いけど……」

「任せておくがいい。何なら味見してみるかの？」

「んーん、やめとく」

　リンネとレーレーンだろう。

　医者に診みてもらう間に荷物を運んでくれと頼んでいた二人だが、扉の向こう側から妙に賑にぎやかな叫び声。

「おいリンネ？　レーレーン？……げっ、何だこの臭におい!?」

　鼻を突く異臭。

　コンデンスミルクを凝縮したような甘ったるさと、吸いこめば肺の奥から咳せきこみそうな腐敗臭が入り混じった異様な香りが、扉を開けたカイに襲いかかった。

「窓を開けよう。換気しないと──」

「何を言っておる。霊薬を作っておっただけじゃ。ほれ」

　エルフの巫み女こが、自慢げにフラスコを振ってみせる。

　ぐつぐつと煮えたぎるピンク色の液体にカイが鼻を近づけた途端、部屋に漂っていた臭いがさらに強まった。

「とんでもなく臭いけど、これがエルフの霊薬……？」

　森に生きるドワーフやエルフは、様々な木の実や葉といった生しよう薬やくを組み合わせ、神秘の力を宿した霊薬を蓄えるという。

　──一滴で万病を癒いやす水薬。

　──あらゆる森の獣たちを手て懐なずける酒。

　レーレーンが手にしているのも霊ソ薬レだというが。

　カイの嗅きゆう覚かくには、生ゴミを絞ってジュースにしたような臭においにしか感じられない。

「主ヌシの傷、人間の施術では大した治療もできんであろう？」

　肩の包帯を見上げるレーレーン。

「とはいえ主がそのザマでは聖霊族との争いも困るでな。ワシが特別に、傷を半日で治す霊薬を作ってやろうと思ってな」

「半日!?」

「うむ。今晩こいつを飲みほすと、もう明日には痕あと一つ残さず治っておる」

「今のを聞いて逆に試す気が失うせたんだけど……」

「なに、謝礼は肩たたき二千回で構わんぞ」

「老人かよっ!?……ああ、まあ人間の老人より年上か」

　レーレーンからフラスコを受けとって、その中身をじっと見つめてみる。

　ピンク色の液体。炎で炙あぶったわけでもないのに勝手にぐつぐつと煮えている。そしてこの異臭騒ぎが起きそうな臭い。

　ここまで怪しいと、もはや何から指摘すればいいのやら。

「このピンクの着色は？」

「うむ。それは最後の仕上げに入れた冬とう仙せん花かの実じゃな。煎せんじて飲むと肉体の代謝をぐんと引き上げてくれる。──と言いたいところじゃが、エルフの森の中でも奥地にしか生えてない草ゆえ、今回は別のもので代用した」

「え。でも、ここは人間の街だろ。代わりの物なんてあるのか？」

　蛮神族のレーレーンにとっては敵種族の巣そう窟くつだ。

　カイと一緒でなければ外に出ようとしないエルフの巫み女こが、街を歩いて回る姿は想像しにくいが。

「リンネに頼んだのじゃ」

「リンネが？　市場で代わりの生しよう薬やくを見つけられたのか？」

　言われてみれば。

　リンネの手に、小さな買い物用のビニール袋が。

「あのね。この真っ平らエルフが冬とう仙せん花かの実は赤くて小さいって言うから、代わりになりそうな実を探してきたの」

「何を買ったのさ」

「イチゴ」

「ダメじゃん!?」

　試すまでもなく明らかに失敗品とわかる代役だ。

「この甘い匂い、イチゴかよ……」

「ほれカイ。そんな臆病な犬のように臭いを嗅かがずとも、勇気を出して飲んでみるがいい。人間がエルフの霊薬を口にする機会など他にあるまい」

「こんな煮えたぎってるものを？　喉が火傷やけどしそうだけど、エルフが飲むときはどうしてるんだ。冷やしたりしない？」

「わからん」

「はい？」

　真顔で答えるエルフの巫み女こに、一瞬、カイの頭の方が真っ白になった。

「こんなぐつぐつ煮えたぎるのはワシも初めてでな。どこで調合を間違えたのか」

「やっぱり間違えてるじゃんか！」

「まま、気にせずグイッと飲んでみよ」

　怪しげな霊薬入りのフラスコを押しつけられる。

「……じゃあレーレーンが試しに一口飲んでみてくれ。大丈夫そうなら俺も飲む」

「よかろう。見ておれよ」

　フラスコを手に取ったエルフが、そのフラスコから直接にラッパ飲み。こくん、と喉を鳴らして一口あっさりと飲み終えて。

「ほれ見ろ。臭においは少々気になるが、味わいはとても爽やかじゃぞ」

「おお？　本当だ」

「…………」












「レーレーン？」

「──ぐはぁっ！」

「吐血した!?　やっぱり失敗作だったじゃないか。おいレーレーン、しっかりしろ！」

　盛大な断末魔の叫びをあげて倒れるエルフ。

　──飲まなくて良かった。

　その背中をさすってやりながら、カイは内心ほっと胸をなで下ろした。
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　地下都市の「夜」。

　もし地上に昇れば、見渡すかぎりの荒野が薄うす墨ずみ色いろに染まっている景観を目にすることができただろう。夜風に流されて千切れた雲と、そのスキマから覗のぞく星座たち。

　だが。

　──ここには何もない。

　要塞ルイン・ズ・フラムから三十メートルも潜った地の底では、トンネルの天井に取りつけられた照明が消えるだけ。

　照明が灯ともれば朝であり、消えれば夜。

　……俺も新ネオヴィシャールでも経験したけど。

　……ウルザ以外の連邦でもやっぱり同じなんだな。

　馴な染じめない「夜」の概念。

　カイにとっての意外は、おそらく誰より長く自然の夜を見てきたであろうエルフの巫み女こレーレーンが、あまり違和感を口にせずぐっすり寝入っていることだ。

　生涯初めてエルフの森を離れたことで、やはり精神的な疲れも溜たまっているのだろう。

　カイの部屋の三つのベッド。

　そこに用意された一番奥で、身体からだを丸くしてすっかり寝入っている。七なな単ひとえの衣を脱いで、今は薄地の寝間着姿。身体に密着する絞ったデザインながらも、踝くるぶしまで裾のあるワンピース仕立てだ。

「……リンネも、早く寝た方がいいと思うけど」

「寝てるよ？」

　三つのベッドの真ん中。

　大人一人がぎりぎり寝そべることができる狭さの簡易ベッドには、仰あお向むけのカイに密着するかたちで、リンネがうつぶせになっていた。

　カイの左肩──

　包帯を巻いた傷きず痕あとに触りそうで、ぎりぎり触らない距離で。

「自分のベッドは……」

「やだ」

　少女の両腕が、そっと左肘のあたりに触れてきた。

「わたしのせいでカイがこんなケガしたんだもん。だからわたしがカイのことを守るの。ケガが治るまで、絶対、カイの隣から離れたくない」

「リンネ……」

「ケガが治っても離れないけど」

「いつも通りだ!?」

　執しつ拗ようにくっついて離れようとしない。

　生活にも慣れて、同じ部屋であれば別々のベッドでも素直に寝てくれていたはずなのだ。それが今夜は、違うベッドでは嫌ということらしい。

「レーレーンの薬も二回目はうまく調合できたし。ちゃんと治るから」

「……あの真っ平らエルフの薬、苦かったよ？」

「良い薬は苦いもんなんだよ」

　一度目は失敗した霊薬も、二度目はうまくいったのだ。

　まずは調合者であるレーレーンが飲んで確かめて、次にリンネが味見し、最後にカイが飲んでみたのだが。

　……傷の塞がりが早まったような実感ないけど。

　……エルフの薬は、人間に使えば若返るくらい効くっていうし。

　効きすぎるので身体からだへの負担も大きい。霊薬そのものがエルフの法力を帯びているため、人間に思わぬ副作用を及ぼす可能性もあるという。

　どう影響するかは人カ間イ次第。

　寿命が縮むこともあれば、逆に延びることもありえるという。

「ていうかリンネ、ずっとテントの寝袋で寝てて窮屈だって言ってなかったっけ……」

「窮屈だったよ」

「じゃあ──」

「カイは、わたしがカイのこと何て思ってると思う？」

　あまりにも率直な一言に。

　カイは、言いかけたものが喉の奥で凍りついた。その言葉の内容にではなく。

　薄暗闇のなか。

　ほのかに灯ともるリンネのまなざしが、怖いくらいに澄んでいたから。見つめるだけで吸いこまれそうなほど深い海色の瞳。

「…………」

　うつぶせの仕草から肘を立てて上半身を起き上がらせる、少女。

　薄うす衣ぎぬの寝間着一枚だけの姿で。

「……変なの。ふしぎな気持ち」

「え？」

「カイと一緒にいるのはすごく楽しい。好き。わたしだけの気持ちでも十分だったけど、わたし…………」

　少女が押し黙る。

　こぶりな口をきゅっと閉じて、じっとこちらを見下ろして。

「わたしのこと、カイにもっと好きになってもらうにはどうしたらいいかなって」

「…………」

　近くにいて、触れて、もっと自分わたしのことを知ってもらいたいのだと。

　揺れる少女の瞳がそう訴えてくる。

「だめ？」

　ダメではない。嫌でもない。

　リンネが好意をもってくれることは嬉うれしいし、その気持ちを裏切る気もない。

　ただ──

「わかった。……正直に言うよ、俺が慣れてないだけなんだ。っていうか、説明するのも慣れてないんだけど」

「何に？」

「リンネみたいな女子とこんな近くに寝るのが。俺が正史で暮らしてた時は男子寮住まいで、ずっとアシュランと二人部屋だったんだ。サキやジャンヌは女子寮で、全然別の場所で寝泊まりしてた」

「…………」

　ぽかんと、ふしぎそうな表情でリンネが首を傾かしげてみせる。

「カイは、アシュランが好きなの？」

「……いやそういう訳じゃないんだけど、男女別行動は規律でそうなってるわけで」

「なんで？」

「それはとても哲学的な話だから別の機会にな。とにかく、俺がリンネと一緒に寝るのに抵抗あるのは、嫌だからって理由じゃない。俺が慣れてないだけなんだ。リンネだって、初めて人間の都市に来たときは不慣れだっただろ？」

「……うん」

「わかったか？」

「わかった」

　拍子抜けするほどにリンネは快く首肯してくれた。

　その返事に胸をなで下ろしたのも束つかの間ま。

「じゃあわたしがカイを鍛えてあげる」

「……はい？」

「わーい、捕まえた！」

　獲物を狙う肉食動物のような勢いで、リンネがこちらの胴体に手を回して抱きついてきたのだ。

「カイは女の子と寝るのが苦手なのね、わたし知らなかった。でも大丈夫、わたしが鍛えてあげる。前よりもっともっと一緒に寝てあげる！」

「そういう意味で言ったんじゃないんだけど!?　ってリンネ、肩はダメだ。痛い、抱きつかれると痛いからっ！」

「え？　なに聞こえなーい」

　しがみつくのに夢中で、もはやこちらの声も聞こえていない。

　そんなリンネを振りほどこうと必死の抵抗で──

「ええい黙らんかっっ！」

　エルフの一声に、カイとリンネはぴたりと動きを止めたのだった。

「夜は静かに。今日一日が無事に終わったことに感謝しつつ、心穏やかに身体からだを休める。主ヌシらはそんなこともわからんのか！」

「……はい」

「……わかったわよ」

「わかればいいのじゃ」

　とろんとした眠そうな表情で、妙に満足げに頷うなずくレーレーン。自分のベッドに戻るかと思いきや、なぜかカイのベッドの方に近づいてくるではないか。

「よし。ワシは寝る」

「よしじゃないだろ!?　ここは俺のベッドだから！」

「────すやぁ」

「もしかして今の全部まとめて寝言か……？」

「あ！　ちょっとそこの真っ平らエルフ、どいてどいて！　カイにくっついていいのはわたしだけなんだから！」

　ベッドの端を占領するエルフと、それを見て目を吊つり上あげるリンネ。

　二人に左右から挟まれて。

「……正史でアシュランと同じ部屋だったのが懐かしい」

　心の底から、カイは大きな溜ため息いきをついたのだった。





　　　　　　　５






　要塞ルイン・ズ・フラム──

　城じよう砦さいのまわりを三重の土壁と堀で覆おおい、敵侵攻時には堀に火を放つことで城砦を丸ごと炎で覆おおう防衛機能をもつ。

「ウルザ連邦でも噂うわさ程度の知識はあるだろうが、聖霊族は剣や銃の類たぐいが効きにくい。奴やつらの身体からだは『霧』で、『光』で、『粘液』だ！』

　要塞五階・本会議場にて。

　獅し子し王おうバルムンクの力強い声が、轟とどろいた。

「弱点は、奴らが身体に核となる法力器官を持っていること。剣や銃弾でも倒すことは理論上可能だが、狙うのは熟練の狙撃手でも難しい。なにしろ奴ら、一体ごとに核の場所が違うからな」

　撃ちぬくには奇き蹟せきのような幸運がいる。

　銃弾が効かない敵種族といえば、強固な鱗うろこで弾丸を弾はじきかえす幻獣族が筆頭になるが、この聖霊族は別の意味で厄介この上ない。

「有効なのは火器全般。炎や爆弾で、奴らの身体を核ごと焼き尽くすのが手っとり早い。このようにな」

　ゴトン、と音を立ててテーブルに転がるのは擲弾銃グレネードガンだ。

　両手持ちであるはずの大型銃をこともなく片腕で放り投げる腕力は、まさしく獅子王の異名にふさわしい膂りよ力りよくと言える。

「積んであるのは焼しよう夷い弾だんだ。壁に立てかけてあるのが火炎放射器。我が人類反旗軍レジストでは、戦車の弾丸もすべて火力に特化してある」

「なるほど、私たちは機関銃が主力だが……」

「むろん貴軍の分も手配済みだ。武器プラントに発注をかけて、職人たちに夜通しで量産体制を敷いている」

「至れり尽くせりか。感謝するバルムンク殿」

「うむ。話としては以上だ。本格的な作戦展開に先立ち、ユールン連邦わがくにの状況、聖霊族の生態を確実に知ってもらわねばならぬ」

　ジャンヌに対して真顔で頷うなずく獅子王が、そこに居合わせる面々を改めて見回した。

　本会議の間。

　かつて王の晩ばん餐さん会かいが開かれたという大広間に机と椅子をずらりと並べ、居合わせるのはジャンヌとその部下。バルムンクとその部下。

　隊長級が勢せい揃ぞろいし、今朝はその顔合わせというわけだ。

　……あとは俺か。

　……リンネとレーレーンは、できるだけ大人しくしてるといいけど。

　人間の密集する会議室はイヤだ。

　二人とも声を揃そろえてそう言って、今は要塞の外に出て荒野を散歩している頃だろう。

「ジャンヌ殿はこの場に。残りの者は合同演習の準備に取りかかれ、解散だ」

　一斉に立ち上がる部下たち。

　退室していく屈強な傭よう兵へいたちのまなざしには、強い責任感。指揮官バルムンクの指揮に応えようと一人一人が確かな闘志を宿している。

　……ジャンヌも部下から慕われてるけど。

　……こっちの指揮官は何だか、傭兵たちの憧れの先輩傭兵って感じかも。

　獅し子し王おうバルムンク。

　正史で彼の名を聞いた覚えはない。この別史の世界で、ジャンヌと同じく人類の苦境に立ち向かう者として頭角を現した男なのだろう。

　その男の視線が──

「待たせたな」

　部屋の最後尾に座っていたカイに向けられた。

「つい昨日だがジャンヌ殿を俺の私室に招いて話を聞いた。最初は一、二時間の小話のつもりだったが、ついつい話が弾んでな。五時間ほどか？」

「七時間です」

　花琳フアリンが真顔で口を挟む。

「見てのとおり。この指揮官殿は顔面の怖さはユールン一だが、こう見えて中身は乙女だ。長話になると時間を忘れて喋しやべりだす上に、趣味は料理。休暇には部下たちを集めて手料理を振る舞うという──」

「花琳」

「おっと失礼」

　悪びれもせずそっぽを向いて誤ご魔ま化かす女戦士に対し、髭ひげ面づらの大男が呆あきれ顔で腕組みしてみせる。とはいえ今の話を訂正する気はないらしい。

「ジャンヌ殿の話で俺が興味深いと思ったのは、頻繁に特定の名が話中に出てきたということだ。そうだなジャンヌ殿？」

「……ええ。まあ三、四回ほど」

「二十八回だ。俺のメモによるとな」

　几き帳ちよう面めんな字で記録されたメモ帳を開いてみせる獅子王。

　七時間もの会話。三十ページ近くにわたって記録されたメモ帳を見返しながら。

「正直な話をしよう。これはジャンヌ殿にも話したことだが、ウルザ連邦による悪魔族の支配状況は絶望的だった」

「…………」

「世界四大連邦、他にもいくつかの小国はあるが、その中で、最初に人間が壊滅する地域はウルザかもしれないと。俺はそう覚悟していた。悪魔の支配領域と人類反旗軍レジストの総力を考えてのことだ」

　ジャンヌ、花琳フアリンは共に無言。

　その二人には目もくれず、獅し子し王おうバルムンクの視線は常にカイへ。

「そんな状況を、悪魔の英雄を撃破して一転攻勢。その勝利への理由としてジャンヌ殿の口からしばしばお前の名が出た」

　ちらりと流し目。

　バルムンクが見やったのは、カイの座席に立てかけてある黒塗りの銃剣だ。

「聞いた通り変わった武器だな。銃剣……俺には一昔前の武器に見えるが、触ってもいいだろうか」

　無言で首肯するカイの前で、亜竜爪ドレイクネイルを握る指揮官バルムンク。

　弾が装そう填てんされていないことを入念に確認してから、銃身に取りつけられた二つの引き金をじっと睨にらみつける。

「通常の弾丸。もう一つは斬撃にあわせた火薬の発破か？」

「ええ、その通りです」

　一目で亜竜爪ドレイクネイルのカラクリを見抜いた──

　さすがは生きつ粋すいの傭よう兵へい。この世界には無い「未来型」とも言える銃剣を、こうもたやすく分析するとは。

「なるほど、これは洗練されている」

　獅子王の豪快な笑み。

「俺も似たような武器を考案して造らせたこともあるのだが、コレはその二世代は先を行っているな。刀身に厚みを持たせて発破に耐える強度を持たせ……ほう、これなら我が軍の技術で再現が……いやしかし重量の問題が…………」

　片手で亜竜爪ドレイクネイルを摘つまむように持ち上げて。

　もう片手で顎あご髭ひげに触りながら、優に一分以上は無言の思案を重ねていただろうか。

「ジャンヌ殿の言うとおり、傭兵歴の長い俺にも察しのつかぬ技術が組みこまれているのは確からしい。ゆえに俺も、詳しく話を聞きたいところだな」

「──それは」

「お前の出自を俺は問わない。臑すねに傷をもつ傭兵なんぞそこら中にいる上に、えり好みするほど兵の頭数が足りているわけではないからな」

　カイの胸元に差しだされる黒塗りの銃剣。

　そしてバルムンクの意味深な語り口から判断するならば。

　……つまりこういうことか？

　……ジャンヌはもう、俺やリンネが何ど処こから来たのかを話してあると。

　悪魔の英雄を撃破したという件でだろう。

　そして当然だが、そんな話を人類反旗軍レジストの指揮官がたやすく信じられるわけがない。

　ならば信用を得るには？

　カイが、正史という世界からやってきたという証拠を見せるのが手っとり早い。

「だから亜竜爪ドレイクネイルを？」

「俺の心中の信用度はせいぜい二十パーセント。だがこの銃剣を最低限の証拠と認めよう。悪魔の英雄を撃破するなど、特別な要因がなければありえないからな」

　バツの悪そうなバルムンクの表情は、「いまだ俺は納得しきっていない」という率直な思いの表れなのだろう。

「そこでお前本人と話をさせろと、俺がジャンヌ殿に頼んだというわけだ」

「わかりました。それで俺から何を話せば」

「聖霊族やつらの件だ」

　机の上に置かれたぶあつい資料を顎あごで指し示す。

　会議中にカイも目を通したが、ユールン人類反旗軍レジストによる過去三十年の交戦記録とその考察だ。

「五種族大戦を終わらせた。ならば聖霊族も倒したということだな？」

「間違いないです」

「ならば答えろ。奴やつらの弱点はズバリ何だ？　聖霊族やつらを滅ぼすために必要な軍備と兵力。奴らの生態についても知っている分を話せ」












　率直極まりない。

「俺の覚えている歴史で？」

「そうだ」

「結論から言うと、軍備の方向性は正しいと感じます。俺の亜竜爪ドレイクネイルは汎用型、つまり四種族すべてに通用するようデザインされている。もちろん聖霊族にも」

「その二段構えの火薬でか」

「はい。聖霊族には『炎』、これは間違いない。もう一つ、極端な寒冷地に現れた記録もないので『冷気』にも弱いと考えられますが」

「ここは温帯だ、却下だな」

「そういうことです」

　戦闘記録から、ここユールン連邦での聖霊族の襲撃は一年を通して特別な変化はない。この地の冬の冷気程度では、聖霊族の活動は鈍るまい。

「次に兵力。これは正直アテにならないかと」

「その理由は？」

「ウルザ連邦の例があるので。人間と聖霊族の戦いは、聖霊族の英雄を倒すことができるかどうか次第かと」

　正史においてもそうだ。

　預言者シドが霊れい元げん首しゆ・六リク元ゲン鏡キヨウ光コを倒したことで、種族間の衝突に終止符を打ったとされている。




〝わたしは預言を与えるだけの存在です〟

〝人間あなたたちの求めに応じて言こと霊だまを授けるのみ。かつてシドにそうしたように〟




　だが──

　そのシドに預言を与えた存在が、本当に歴史の背景にいたことはカイさえ想像もしていない事実だった。

　……いや、今はその事を考えるのはやめよう。

　……こればかりは「本ア物レ」を見ない限り信じてもらえるわけがない。

「率直に聞く、あのバケモノを倒す算段は？」

「霊元首・六元鏡光は、俺の知る記録では『原生生物の究極形』と表記されています」

　凶悪な粘状生物だ。

　聖霊族に共通する核を持っているとされるが、ぶ厚い細胞に阻まれて銃弾が届かない。剣で斬りかかったところで粘状の身体からだに覆おおい包まれてしまうのだ。

　──銃が効かない。剣も効かない。

　──爆発で木こっ端ぱ微み塵じんにしてもすぐに集合して復活してしまう。

　人間大のサイズから、ビルを覆おおう大きさまで。

「六リク元ゲン鏡キヨウ光コの細胞を炎で焼きつくして消滅させた後、無防備な核を破壊する。でも最大の難関が……」

「火力不足。昨日、私たちも同じ結論に至ったところだ」

　壁によりかかるジャンヌ。

　思案げな表情で、銀髪の指揮官はじっと天井を見上げ続けていた。

「バルムンク殿も、地下の生産プラントで大型兵器の開発を命じている。しかしようやく稼働実験中。量産には時間がかかる上に、上位の聖霊族に通じるかどうかは確信に至っていないらしい」

「ああ、実際に相当難しいと思うんだ。聖霊族の上位に効くような大型火器なんて簡単に造れるものじゃない」

　正史の人間も聖霊族には苦しめられた。

　預言者シドが霊れい元げん首しゆ・六元鏡光を倒したことで一気に力関係が逆転したが、それまでは防戦一方だったはずなのだ。

　ただし──

　幾つかの戦線で、聖霊族の侵攻を食い止めたという記録はある。

　……並の火力じゃ上位聖霊族は倒しきれないから。

　……その威力不足を補うために考案された計画が、確か…………

「バルムンク指揮官、罠わなは試しましたか」

「罠だと？」

　厳いかめしい形相で、獅し子し王おうがカイの言葉をくり返す。

「複数の焼しよう夷い弾だんを設置して火力不足を補うとでも？　それは理に適かなっているが、聖霊族やつらは神出鬼没だ。どこに出現するかわからない以上、罠を張るにしても場の絞りようがない。大量の火器を集中するリスクとも釣り合わん」

「設置型ではなく誘導型の罠です」

　地雷や機雷のように、敵が触れるのを延々と待ち続ける「設置型」。

　対してカイが思い描いた罠は、聖霊族をおびき寄せる仕掛けの方こそが本命だ。

「ここには戦闘記録しか載ってないようだけど」

　ぶ厚い資料の束を今一度めくりながら。

「聖霊族は、強い光やエネルギーにおびき寄せられる性質がある。少なくとも、そう考えられる記録がいくつか残っています」

「……詳しく話せ」

「都市が燃え落ちた時の大火事で、そこに大量の聖霊族が集まってきた報告があります。羽は虫むしやヘビと同じように、聖霊族の多くは熱感知で敵を探ってる」

　聖霊族の肉体は「光」で「霧」で「粘体」だ。

　力の源である法力器官だけが核として存在し、眼や耳という複雑な器官はない。ゆえに法力器官が、力エネルギーの感知を担っている──そう考えられるのだ。

「悩ましいな」

　低い声で、ユールン人類反旗軍レジストの指揮官が応じた。

「大火事に集まってきただけでは根拠が弱い。俺は指揮官だ。部下に命をかけさせる以上、根拠を確固たるものにするのが俺の責務だろう」

「聖霊族やつらが巣を転移する理由も、その一つだと推測できます」

「ほう？」

「人間の廃はい墟きよビルに巣を作るけど、突然にどこかへ移住する。それも今の習性で説明可能です。人間の都市を襲って都市が燃える。その炎と光に誘われて、そこを巣にする。だけど時間が経たつにつれて廃墟も冷えていくから──」

「なるほど。より強い光と熱の発生源をめざして移住すると」

　獅し子し王おうが目を細める。

　彼は理解したのだろう。「より強い光と熱の発生源」こそが、つまりは人間の隠れ家である人類特区ヒユーマンシテイに他ならないと。

　聖霊族は光と熱を感知する──

　人類特区ヒユーマンシテイが襲われる理由も、同理論で説明がついてしまうのだ。

「北西部の山を越えた先に、聖霊族の巣となっている廃墟があるようですね」

　花琳フアリンが進みでる。

　本会議の間の議長席まで歩いていった彼女が指さしたのは、壁に貼り付けられた連邦の地図である。

　聖霊族の支配地となっているエリアが灰色に塗りつぶされている。

「この要塞から一番近い巣がここ。バルムンク司令官、試しに一つ仕掛けてみては？」

「誘ゆう蛾が灯とうならぬ誘霊灯をか」

　連邦地図を凝視するバルムンク。

「……一考の価値はあるな。聖霊族やつらを人為的に誘導できるなら、我が軍の火器すべてでもって集中砲火する戦術が見込める」

「いいえバルムンク殿」

　机に手を乗せて。

　霊光の騎士ジャンヌは、歯切れの良い口ぶりでそう宣言した。

「一考ではなく、やりましょう」
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　世界大陸・南部。

　イオ連邦──その国境でもある山さん嶺れいに、聖霊族の聖地に数えられる滝がある。

　秘境「グレイシャル・フォール大だい瀑ばく布ふ」。

　大量の聖霊族がここに棲すみつき、人間の都市へと侵攻してきた拠点の地。

　ユールン人類反旗軍レジストは過去数十年にわたって反撃を試みたが、いずれも迎撃を受けて撤退を余儀なくされてきた。

　その聖霊族の支配地が──




　焼け落ちた。




　大瀑布を支える岩山の斜面はマグマの如くドロドロに溶けて流れだし、轟ごうと唸うなりながら流れ落ちる滝の水も、燃えさかる炎に煽あおられて白い蒸気へと変わり果てていく。

　一体の獣人。

　人間の軍勢がのべ何万という兵力で押し寄せ、なお攻め入ることが適かなわなかった聖霊族の住処すみかが、今、たった一体の幻獣族によって蹂じゆう躙りんされていた。

「盛大に弾はじけとんだね六リク元ゲン鏡キヨウ光コ」

　一体の獣人。

　燃えさかる炎を想起させる毛皮の獣人が、満足げにあたりを見回してみせる。水と火。火の粉と、滝の水みず飛沫しぶきが無数に飛び散る大瀑布を背景に──

「一つ……二つ……」

　一つずつ指さして数を数えていく。

　その対象は、獣人の周囲にビッシリとこびりついた真っ青な粘液群。動物でいうならばバラバラに弾はじけとんだ肉片か。

　聖霊族の英雄であった粘液群。

　原形を留とどめないという言葉に、これほど相応ふさわしい状況はないだろう。その青い粘液群が地を這はいながら再結合めざして蠢うごめいている。

　それを──

　上空を飛びかう火竜の吐息が、跡形なく蒸発させた。

「四百七十……これで四百七十一？」

　最後の一片。

　獣人──牙が皇おうラースイーエが、足下に残っていたソレを拾い上げる。

　じゅぅ、という灼やける音。

　ラースイーエの掌てのひらの上で、最後に残っていた粘液さえも溶けるように消えていく。その最後の瞬間をニコニコと見届ける。

　が。

「……少ないな？」

　豹ひよう変へん。

　口の端から鋭い牙を覗のぞかせて、真紅の獣人は不敵に嗤わらった。

「自ら全身を破裂させることで臭においをそこら中に拡散。コッチの嗅きゆう覚かくを紛まぎらわせ、追跡を断ち、その間に核だけは逃走した。ありえる？　ありえない？……いや悩ましいな。あの刹那にそこまで気が回るかねぇ」

　大だい瀑ばく布ふへとふり返る。

　炎に煽あおられた滝は、はるか下の大湿原を流れる大河へと続いている。そしてその大河は、ユールン連邦西部の『ある場所』に至る。

「まさか、あそこに向かった？」

　幻獣族の英雄にして種の頂点。

　牙皇ラースイーエの独白は止まらない。まるで己おのれに言い聞かせるように。

「もしや勘づいた？……おかしいな。たとえ四英雄であってもアレは気づけないはずなんだけど。お前はどう思う？」

　隣に佇たたずむ異形の怪物へ。

　切除器官ラスタライザ──

　明らかに幻獣族とかけ離れた異種族を愛いとしげに撫なでてやる。

「予定変更しようか。このまま連く邦にを頂くつもりだったけど帰る。お前は念のため『あの場所』で待機しておくように」

　ずぶっ、と岩の地肌に沈みこんでいく切除器官ラスタライザ。

　その姿を見届けて。

「消えた？　それとも生きてる？　なるほど、手間取らせるな六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。さすが聖霊族の賢者。思っていたより面倒だ」

　真紅の獣人もまた、何処いずことも知れず姿を消した。
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　要塞ルイン・ズ・フラム。

　その城壁から、二十台の軍用車が連邦西部に向けて出発した。ウルザとユールンそれぞれの人類反旗軍レジストの混合部隊──

　総勢、百名。

『臨時総指揮官バルムンクだ。ウルザ人類反旗軍レジストの諸君、本作戦における諸君らの命は、ジャンヌ殿にかわってこの俺が預る！』

　先頭車からの一斉通信。

　獅し子し王おうバルムンクの豪快な声が、大音量でカイの車両にこだました。

「うるさっ！」

　悲鳴をあげるレーレーン。人の何倍も鋭い聴覚をもつエルフにとって、獅子王の大声はどうやら大きすぎたらしい。

「カイ、なんじゃこの大声は。もっと静かに喋しやべるようにあの人間に言うがいい！」

「通信機の音、一番小さくしてるんだけど……」

　なにしろ本人があの巨体だ。

　通信機を握る余裕のない戦場で、己おのれの肉声だけで部下に命ずる──指揮官としては優秀な才覚の一つである。

『一昨日から伝えているが、今回の遠征は戦闘を目的とするものではない。聖霊族への罠わなを検証するものだ』




　燈火採集ライトトラツプ──人為的な光で聖霊族をおびき寄せる。




　目や鼻という器官が存在しない聖霊族は、唯一の器官である法力器官で光と熱を感知し、その方向へと移動する。

　熱源である人間の隠れ都市を感知するのも、その走光性ゆえと推測される。

　ゆえに──

　その習性を利用する小規模実験だ。

『ウルザ人類反旗軍レジストの諸君らへの最終説明だ。俺たちは荒野を抜け、その先にある都市を目指す。といっても何十年前に侵攻され、廃はい墟きよとなった地だ。聖霊族やつらはそこに巣の一つを構え、繁殖していると思われる』

　罠わなの設置数は、九。

　聖霊族の巣から一キロ先、十キロ先、二十キロの平原に設置。さらにそれぞれ光と熱の強中弱をつけることで合計九となる。

　……聖霊族がもっとも好む光と熱はどれくらいなのか。

　……どの距離まで感知することができるのかは俺もまだわかってない。

　正史における五種族大戦で用いられた燈火採集ライトトラツプ。どれだけの光量が用いられたかという詳細は、さすがのカイも調べたことがない。

「なあカイ？　俺ちっとばかし嫌な予感するんだけどよ」

　ハンドルを握るのはアシュラン。

　道なき道をいくユールン人類反旗軍レジストの軍用車を、ぴたりと追走しながら。

「聖霊族あいつらをおびき寄せる実験をするだろ？　今回は急ごしらえだから用意できた火薬の量も少ない。一網打尽ってのは無理だろうって話だ」

「そうなると思う」

「聖霊族あいつらが罠だって覚えちまったらどうすんだ？　次にデカい罠を仕掛けたって、連中が用心して近づかなくなったら元も子もねぇぞ」

「頭、良くないから平気だよ」

　後部座席──

　相変わらずカイの左隣の席で、リンネがぴったりとくっついた恰かつ好こうで。

「聖霊族はなに考えてるかわかんないし。っていうか多分なにも考えてない種族だから。罠に引っかかっても絶対そんなの覚えない」

「ワシも同感じゃな。奴やつらは四種族のなかで唯一、人語を覚えん」

　こちらはカイの右側で頷うなずくエルフの巫み女こ。

「ワシら……じゃなく、蛮神族が人間の言語を覚えるキッカケは、なにも人間と対話がしたいからではない。最初に高度な言語を用いたのが人間で、それが道具として便利だからじゃ。むろん人間に教わったわけではなく、自得でな」

　なにゆえ四種族が特別視されるのか──

　強大な法力や肉体を先天的に有している上に、知的好奇心が極めて高いのだ。

　エルフやドワーフ、天使はもちろん。

　悪魔族も上位個体となれば流りゆう暢ちような人語を話すうえに、幻獣族でさえ一部の竜などは人語を理解することもできるという。

　だが。

　聖霊族は、そうした意思疎通の手段を一切もたない。

　むしろ明確な知恵というものがあるのかどうか。五種族大戦が終結した正史の世界でも、聖霊族は本能のまま動く原始生物とされている。

「エルフの森に蛮神族は罠わなを配置しておったじゃろう？　罠があるとわかっていようと、それを避けられるかどうかは別問題じゃ」

　燈火採集ライトトラツプの設置にはリンネもレーレーンも賛同だ。

　この罠で聖霊族の英雄まで仕留められるとは思わないが、火力の規模次第では上位個体にも通じるだろう。

「上う手まくいくといいわね。罠でまとめてドーン！って倒せるなら楽だし。ってか聖霊族って不気味だし。正直まともに戦いたくないわ」

　席に座った恰かつ好こうで、サキが自分の両膝を抱えこむ。

「ビルの壁とかガラスとかもすり抜けてくるって言うじゃない」

「すり抜けるんじゃなくて融解だな。聖霊族はコンクリートだろうが金属だろうが溶かして襲ってくるから」

「やめて怖いっ!?」

「サキも知ってることだろ」

　聖霊族の身体からだは『光』『霧』『粘体』と様々だが、聖霊族は、その肉体を消費することで特殊な対価法術を発動する。

　悪魔の呪のろいに似た類たぐいの術が知られているが、カイが真っ先に思い浮かべたのはリンネの法術。冥帝ヴアネツサに相打ち覚悟で仕掛けた術だ。




〝この水滴はお前の「命」そのものよ。どんな防御だって防げない。命が消えるまで滴しずくは落ち続けるんだから〟

〝わたしの命と一緒にね〟




　命を消費して発動する法術。

　いま思えば、あの術式は聖霊法術を根も幹とに構成されたものだったのかもしれない。

　……いずれにせよ聖霊法術は厄介なんだ。

　……悪魔のような破壊系じゃなく、もっと回りくどい上に威力が読みにくい。

　炎であれば熱く。氷であれば冷たい。

　そんな術の見かけからは効果を読みにくいのが聖霊法術。

「まあ心配いらんじゃろ。聖霊法術は射程が短いからの。せいぜい五メートル前後か？　よほど接近されないかぎり浴びることはない」

「そ、そうなのね……それなら安心だわ。近づかれたら逃げればいいのね」

「しかし何にせよ例外はある。射程五十メートル超の聖霊法術もあるらしいからの」

「全然っ、安心できないじゃない!?」

　レーレーンとの会話でサキの表情がますます暗くなっていく。

　と。

『諸君、速度を落とせ。この先の鉄道橋を越えれば目的地が見える』

　獅し子し王おうバルムンク。

『西の連邦との国境沿いに聖霊族の秘境がある。グレイシャル・フォール大だい瀑ばく布ふ──この河は、その大瀑布から落ちて流れてきたものだ』

「幻獣族の領土じゃな」

　獅子王からの通信に、レーレーンが押し殺した声で独り言。

『水量は豊富だが、聖霊族の巣から流れているので人間が利用することはできない。……というのは蛇足か。我々の目指す廃と墟しはこの向こうだ』

　勢いよく流れる濁流と、その上に架かった鋼鉄の大橋。

　かつて連邦の東から西へと続いていた鉄道だが、今はもう列車が走ることはない。その線路を渡った先に──

　朧おぼろ気げに発光するビル群。

　聖霊族の巣となった廃はい墟きよが、地平線の彼方かなたに覗うかがえた。

「うわっ。光るカビがびっしり生えたみてぇな見た目。気味悪ぅ。……カイも見る？」

「気持ち悪いって言ってから見させられてもな」

　サキから双眼鏡を受けとって、進行方向を覗のぞきこむ。

　数日前にも見た聖霊族の巣と同じ。ただ、こちらは今も巣として利用されているからか、さらに毒々しい色に光り輝いている。

『ウルザ人類反旗軍レジストの諸君、停車だ。ここで止まれ』

　双眼鏡でギリギリ様子が確認できる距離。

　カイたちの軍用車が止まる一方で、指揮官バルムンクの先頭車と護衛二台。計三台の車だけが斥候としてさらに進んでいく。

『──作戦のとおりだ』

　通信機が切り替わり、豪快な指揮官バルムンクの声から、涼やかな指揮官ジヤンヌの声へ。

『これよりバルムンク殿が「巣」の様子を偵察にいく。何か異常があるようなら要監視。問題なければ罠わなの設置作業に入る』

「……ねえカイ。わたし外に出ていい？」

「リンネ？」

「大丈夫。遠くに行ったりしないから」

　車から降り立ったリンネが、瞬まばたきもせずに地平線の彼方を睨にらみつける。

　聖霊族の巣である廃墟の方角を。

「んー……カイ、あの巣のまわりに罠を仕掛けるの？」

「ああ。全部で九箇所な」

「何もいないけど」

「……っ、何だって!?」

　リンネを追いかけて車外へ飛びだした。

　砂すな埃ぼこりのまじる風に金髪を揺らせる少女の双そう眸ぼうは、今も廃はい墟きよを捉えて動かない。

「いないっていうのは」

「たぶん空っぽ。この前見た巣みたいに乾いてないから、ずっと使われてたのは間違いないと思うよ？　でもほとんど法力を感じないの」

　カイが双眼鏡を覗のぞきこんでも、光り輝くビル群があるだけで異常は見られない。

　……でも確かに。

　……聖霊族の一体や二体、ビルの外をうろついていておかしくないのに。

　巣はある。

　だが聖霊族の姿が一体もないのはどういうことだ。

「俺たちの接近に気づいて移動した？……いや、そんなことないか」

　聖霊族の巣は、人間でいう要塞のようなもの。敵種族ニンゲンが接近してきたとしても、そこを安易に手放すわけがない。

「カイ、どうかしたか？」

　自カ分イが車外に出たことに只ただならぬものを感じたのだろう、王族専用車キヤデラツク・ワンに乗りこんでいたジャンヌが小走りに駆けてくる。

「あの巣に聖霊族がいないかもしれない。もぬけの殻の可能性がある」

　廃墟へと走っていく獅し子し王おうの車両。

　彼らもじきに気づくだろう。あるいは既に気づいただろうか。目の前の巣から聖霊族の気配が消失していることに。

「ジャンヌ様、どうされましたか」

「やや奇妙なことになっとるの。聖霊族やつら、まさかあの巣も捨ておったか？」

　花琳フアリンとレーレーン。

　車内で様子を窺うかがっていた二人も次々と外へ。

「あの巣を調べてみるか。が、危険じゃぞ？　ビルの影に聖霊族やつらが潜んでおったら手痛い反撃をくらう」

「……ならば、バルムンク殿だけを行かせるわけにはいかないな」

　エルフの言葉に頷うなずいて、ジャンヌが通信機を握りしめた。

「私たちも向かおう。総掛かりで調べるのが確実そうだ」
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　廃都ユングベルク──

　聖霊族の大侵攻によって陥落し、巣へと変へん貌ぼうした。

　かつての市壁であった厚み五十センチものコンクリート壁は跡形なく溶かされて、唯一残った門も、光るカビのような菌糸に覆おおいつくされている。

「無事かバルムンク殿」

「おお、すまないなジャンヌ殿、心配かけた」

　ジャンヌの呼び声にふり返る獅し子し王おう。

　彼が手に握っているのは金属製の大おお鎚づちで、これが獅子王の傭よう兵へいとしての武器なのだろう。華きや奢しやな女性では両手でも持ち上げるのに苦労するであろう重量の大鎚を、この男は片腕で悠々と握り掴つかんでいる。

「状況は？」

「ジャンヌ殿の慧けい眼がんに感服する。俺としたことが、この巣に近づくまで気づくのが遅れるとは……」

　顎あご髭ひげに触れながら、ユールン人類反旗軍レジストの指揮官が苦々しい面持ちで。

「空っぽだ。全体の確認はこれからだが、一区画だけ歩いてみても聖霊族やつらの姿がないのは異常だ。罠わなの設置にしても、引っかかる標的がいないなら意味がない」

「では調査を？」

「うむ。陽が沈む前に終えたいところだな。ここに車を止めて、それぞれ武器を所持して全区画を────」

　早口で交わしあう二人の指揮官。

　総勢百人以上もの傭兵がそのやりとりに耳を傾けるなか、カイの両隣に立つ二人の少女だけが、まったく別の方向を睨にらみつけていた。

「……ふむ。臭におうの」

「でもわたし法力は感じないよ？　臭いもブレてるし」

「そればかりは調べてみんとわからん。聖霊族はワシにもよくわからんのでな」

　リンネとレーレーン。

　人間より遙はるかに高精度な嗅きゆう覚かくをもつ二人の少女が、黙って奥を指さした。

「ねえカイ、あっちのビルだけど。さっき風向きが変わった瞬間に臭いがしたの」

「潜んでおるかもしれん」

「っ、本当か……」

　大移動した後に残った個体か。それとも群れが隠れて潜んでいるか。

「ジャンヌ、ちょっと話が」

「ん？　カイ？」

「何だ？」

　ジャンヌがふり返り、それを見た獅し子し王おうも釣られてこちらへ。カイの手招きに応じて、二人の指揮官がどちらも怪け訝げんそうな表情で歩み寄ってくる。

「俺、向こう側のビルを見てくる。いいかな」

　まわりを傭よう兵へいに囲まれている状況だ。

　リンネとレーレーンが感知したと明言はできないが、自カ分イの微細な表情の変化を、この男装の指揮官は勘づいてくれた。

「何か見つけたのか」

「……いるかもしれない」

　たった一言だが、それで十分。

　ジャンヌの背後にいた花琳フアリンが剣に手を伸ばし、さらに花琳の様子を見たバルムンクまでもが額に皺しわを寄せる。

「俺が行こう。護衛班、ついてこい！　ジャンヌ殿」

「もちろん私と花琳も参加します。この巣に聖霊族が残っているのであれば、少人数での探索は危険すぎる」

　バルムンク率いる傭兵たち。

　それに並ぶかたちでジャンヌと花琳。カイも廃はい墟きよを進んでいく。

「ジャンヌ殿、ああいう瓦が礫れきの山には近づくなよ。粘状生物スライム型は変幻自在。ああいう瓦礫のスキマに潜んでいることがある」

「なるほど」

「出会った場合にはまず距離を置け。とはいえ、こればかりは言ってどうにかなるものではないがな」

　大おお鎚づちを片手に、バルムンクが大通りを進んでいく。

　ドロドロに溶けた信号機や折れ曲がった柵、目につく物一つ一つを睨にらみつけるがごとき形相で警戒する様は、まさしく歴戦の傭兵の立ち居振る舞いといえるだろう。

　……悪魔が相手だったらこんな綿密な警戒はしない。

　……あいつらはビルの隅に隠れて襲ってくるような戦い方じゃないから。

　求められる傭兵の技術スキルさえ違う。

　隠れた敵の気配を探る。そんな研ぎ澄まされた勘がいる。

「リンネ、こっちだよな」

「うん。たぶんそろそろ。……あ、そこのビルの向こう側がそうかも」

「ワシの嗅ハ覚ナもそう言っておる。臭においが強まった」

　太陽の日ひ射ざしが照りつける市街地を左折。獅子王バルムンクが、己おのれの目をカッとみひらいた。

「……何だこれは！」

「どうしたバルムンク殿!?」

　駆けよるジャンヌと花琳フアリン。その二人も、獅し子し王おうが見下ろすソレに気づいて後ずさる。

　道路に残されていたのは「痕あと」。

　アスファルトの表面が溶け、その上に光り輝く菌糸と粘液とがビッシリと道路を埋めつくしていたのだ。




　──聖霊族の大移転。




　道路の表面から、法力の光が今も泡のように生まれては空へと立ち上っていく。

　まだ間もない。

　自分たちが到着するほんの一日前、あるいは数時間前に移動した跡に違いない。

「……この巣がもぬけの殻というのは間違いないようだな」

　聖霊族の「足跡」を忌々しげに見下ろす獅子王。彼の言うとおり、残された痕が廃はい墟きよをまっすぐ突きぬけている。

　もうここには一匹たりとも残ってはいまい。

「大平原へ向かったか。しかしここまで派手な足跡が残っているのは初めてだ。聖霊族は神出鬼没。どこへ移転したか悟らせない種族と思っていたが……」

　そう。

　それがバルムンクが仰天した理由であり、カイもそのワケを推察していたところだ。

　……こうして跡が残ったのは。

　……それだけの大群が一度に、そして大慌てで移動したから？

　だとすれば原因は？

　何が、聖霊族をここまで焦あせらせた？

「指揮官バルムンク」

「何だ、カイとやら」

「追跡を提案します。跡の残っている今ならば追いかけるのは容易です」

　ざわり、と周囲の傭よう兵へいたちがどよめく気配。

　一斉に視線が注がれるなかで、カイは、足下に残った大移動の痕を指さした。

「立ち上ってる粒子状の光は、法力の残ざん滓しです。ここまで大規模に力を撒まき散ちらして移動しているのは、俺も記録で見たことがありません」

「…………」

「聖霊族は神出鬼没。その謎を解き明かす千せん載ざい一いち遇ぐうの機と考えますが」

　だが危殆リスクをともなう。

　今ここで追跡すれば、気づかれて襲われる可能性もある。

「それは俺とて百も承知だが……」

　獅し子し王おうが重々しく、頷うなずく仕草。

「この場はどうする？　聖霊族が戻ってくる前に、ビルにこびりついている忌々しい菌糸と粘液を焼きはらい支配地を狭める。これも俺たちの大事な戦いの一つだ」

「両方で」

　剣の切っ先──

　偃月刀シヤムシールの先端でもって、花琳フアリンが地に残った跡を突いた。

「隊を二つに分ける。ここに残って巣を焼く待機班と追跡班。ざっと半々でいいでしょう。人選は任せます」

「面白みのない常套策セオリーだな。しかし妥当か────諸君、聞いてのとおりだ！」

　獅子王の号令が、聖霊族の巣をふるわせる。

「部隊を再編成する。第一、第三、第五、第七、第九部隊はここで待機。残りは俺についてこい。聖霊族やつらを追跡する！」





　　　　　　　２






　光の足跡──

　光り輝く胞子と粘液、そして法力の残ざん滓し。

　横幅十メートル以上にもおよぶ跡は、どれだけの数の聖霊族が踏み荒らして出来たのか想像もできない。

　百匹や二百匹ではこんな跡は残るまい。

「なあカイ、追跡って言ったってよ、車で追いかけたらエンジン音で気づかれるんじゃねえの。こっちは車十台での大移動だぜ？」

「アシュランの腕にかかってる。なるべく静かに走ってくれ」

「そいつは残りの九台に言ってくれや……っと」

　アシュランが、滑らかな手つきでハンドルを大きく右へ。

　廃はい墟きよと化した都市を突っ切って、聖霊族の足跡はまっすぐ西へと向かっている。ただし、草が生い茂っているせいで地肌が見えないのが厄介だ。

　──光る足跡が草に隠れてしまう。

　グランド・アーク大平原。

　聖霊族の巣であった廃都から西に向かって広がる緑の大平原だ。

　平野というと地平線のようになだらかな地表を思い浮かべるが、ここは巨大な岩塊や山のような丘陵、岩壁が聳そびえ立たつ凹でこ凸ぼこの地である。

「ねえカイ」

　窓から顔を覗のぞかせていたリンネが、再び後部座席に。

「風に流れてくる臭におい、強くなってるよ」

　小声で。

　サキとアシュランには聞こえないようこっそり耳打ち。とはいえ右隣のレーレーンには、この小声でも聞こえていることだろう。

「近づいてるってことか」

「うん。ここを通ったのもそんなに昔じゃないと思うから……でも、わたしは少し怖いな」

「怖い？　リンネが？」

「カイの左肩。無理して千切れたりしない？」

「千切れないさ。こっちは大丈夫、もうほとんど痛みも治まったから」

　不安げに上目遣いのリンネ。

　そんな彼女にも一目で伝わるよう、カイは左肩の包帯止めに手をかけ、迷わず目の前で外してみせた。

「お、おいカイ!?」

　運転中のアシュランが、目を剥むいて後部差席にふり返った。

「何してるのよ、縫合も無事にいってこれからって時に！」

「聖霊族を追いかけてるんだ。交戦の時に左肩が使えなかったら話にならないだろ」

　包帯止めを外し、さらに肩から腕へと続く包帯を外していく。

　剥きだしになった素肌。

　縫合の跡と赤みが残ってはいるものの、そこから血が滲にじむ様子はない。完治には程遠いものの組織の再生が始まっている。

　……半信半疑だったけど。

　……エルフの霊薬、本当に人お間れにも効果があったんだな。

　亜竜爪ドレイクネイルを両手で握るのには支障があるが、軽い衝撃で縫合の傷が開くようなことはあるまい。

「だから言ったであろう？」

　ふん、とレーレーンが胸を張る。

「森の生しよう薬やくを使わせてワシの右に出る者はそうそうおらん」

「ああ。割と大まじめに驚いたよ」

「うむ！　ゆえに──」

　満足げに腕組みするエルフが何かを言いかけた、その時に。

「……あれ？　何あれ。変わった建物発見！」

　双眼鏡を覗のぞくサキ。

　好物のガムを噛かみながら前方に集中していた彼女が、独り言のようにそう呟つぶやいた。

「どうしたサキ、まさか聖霊族の巣が……!?」

「んーん、そうじゃないのよカイ。だったらアタシだってこんな暢気のんきに構えてないってば。何か古そうな建物が遠くにあるの」

「どこに」

「ほらあっち」

　サキが指さしするも、カイの肉眼ではまだぼんやりと霞かすむほどの遠方だ。

　一方で──

　自分の左隣。リンネが呆ぼう然ぜんとしていることに気づいたのは、驚きよう愕がくのあまり開いた口が塞がっていない様子を見てからのことだった。

「…………」

「リンネ？　どうした？」

　様子がおかしい。

　サキが指さしした方角を、瞬まばたきも忘れて見つめているのだ。

「んー。何あれ。どう見ても大昔の遺跡よね」

　その間も、サキは不思議そうに首を傾かしげたままで。

「真っ黒いのは影だから？　それとも黒曜石みたいな黒い石かしら。綺麗な三角形してるけど」

「──────────サキ、いま何て言った」

「え？」

「双眼鏡で見てる遺も跡の。もう一度、見たままでいいから外見を教えてくれ」

　カイの肉眼ではまだ見えない。

　だが双眼鏡ごしに正面を見つめるサキが口にした特徴は、カイの記憶の中に一つだけ、思いあたるものがあった。

「だから黒い三角形してる遺跡よ」

「サキ、双眼鏡を！」

「え？　ちょ、ちょっと!?」

　ほとんど奪いとるように双眼鏡を譲り受け、車の進行方向を見つめる。

　瑞みず々みずしい草の生い茂る平原の彼方かなた──

　きらきらと輝く陽光が降りそそぐなか、唯一、光に染まらぬ漆黒のピラミッドがカイの視界に飛びこんできた。




　──墓所。




　世界に四つ存在する未解析神造遺跡メガリス。

　正史では、ユールン連邦の墓所は聖霊族を封印していたはず。そして聖霊族の行進は、あの墓所を目指して延びている。

「バルムンク指揮官！」

　通信機を拾い上げ、力のかぎりカイは叫んだ。

「車を止めるよう伝えてくれ。全車両、今すぐにだ！」

『何っ？』

　根拠など無い。

　だが、何か胸騒ぎがする。

　このままの速度で、このまま無策で墓所へ向かうのは危険すぎる。

「あの黒いピラミッドはただの遺跡じゃない！……何が起きるかわからない場所だ。一歩一歩、慎重に歩いていった方がいい」

　先頭車両が急停止。

　続いて二台目三台目と続き、全十台におよぶ車両が大平原のど真ん中に停車する。

「カイとやら、どういうことだ」

　王族専用車キヤデラツク・ワンから降り立つ獅し子し王おう。

「俺もアレを知らぬわけではない。あのような奇怪な雰囲気だ。大昔に蛮神族か悪魔族が遺のこしていったものと考えていたが」

「いえ、あれは……」

　正史では四種族の封印地。

　それがこの世界では、逆に四種族の造った遺跡であると考えられている。

　……悪魔の墓所には世界座標の鍵コードホルダーが隠されてた。

　……だとすれば、このユールン連邦の墓所にも何かがあるのか？

　聖霊族の行進が墓所に続いているのもそう。

　偶然とは思えないのだ。

「行進の跡があの黒いピラミッドへ続いている。このまま車で向かえば目立つことから、ここで降りるのは妥当な判断かと」

　後方から合流する花琳フアリンは、既に抜き身の偃月刀シヤムシールを握りしめた臨戦態勢だ。

「あの遺跡が聖霊族の拠点である可能性もあります」

「調べるには好機だな。諸君、ここから徒歩であの遺跡へ向かう。各班、三名を選出して俺についてこい！」

　大おお鎚づちを振りあげる獅子王。

　ユールン人類反旗軍レジストの傭よう兵へいは一班五名。三人がここから墓所を目指し、二人は車内待機、いつでも緊急避難できるようにエンジンを駆動しておく。

「バルムンク指揮官、俺が先頭でも？」

「慎重にと言ったお前がか？　アレが奴やつらの拠点であれば先陣に命の保証はないぞ」

「ここで降りるよう提案したのは俺なので」

　獅し子し王おうは無言。

　その黙する承諾に応じ、カイは草木の生い茂る平原をまっすぐ睨にらみつけた。

　自分の視力ではまだ朧おぼろ気げにしか捉えられないが、隣を歩くリンネの瞳は、今も地平線の彼方かなたをまっすぐ見つめて微動だにしない。

「ねえカイ、あれって……カイがわたしを助けてくれた場所？」

　歩を進めながら。

　視線はあくまで墓所を捉えながら、金髪の少女がおそるおそる口を開いた。

「墓所って呼んでたよね」

「ああ。正史じゃそれが呼び名だった。正式名称なんてものがあるのかわからないけど、俺みたいな下っ端も教官も、みんな同じだ」

　誰がそう名付けたのかはわからない。

　おそらくは五種族大戦が終結した当時からの名称なのだろう。

「……臭におい」

　リンネの歩調がわずかに鈍った。

　聖霊族の行進の跡──まるで嵐が過ぎ去ったかのように一直線に草木が薙なぎはらわれ、そこに法力の光が付着している。

「臭い、強くなってる」

「こら主ヌシら、ワシをおいていくでない！」

　草をかき分けて追いついてくるのはエルフの巫み女こだった。その後ろにはジャンヌと花琳フアリン。続いて獅子王バルムンク。

「まったく……ワシを忘れるでないぞ」

「無理するなよ。ここからは危険だから後ろにいてもいい」

　レーレーンは蛮神族を代表する存在だ。

　もしもエルフの巫女に一大事があった場合、イオ連邦での人間と蛮神族との休戦条約にさえ影響を及ぼしかねない。

　……人間おれたちの実力不足で、レーレーンが命を落としたりなんかしてみろ。

　……間違いなくエルフの怒りがイオ人類反旗軍レジストに向かう。

　敵種族であることは承知の上で、カイとしてもレーレーンの命は人間の仲間と同じように守らねばならない対象だ。

　それを踏まえ、カイが隊列の先頭を歩いていたのだが。

「主以外の傭兵ニンゲンと歩くのは流石さすがにご免じゃ」

　スキップ調でカイを追いぬいて、あっという間にレーレーンが先頭へ。

「後ろよりこっちが良い。大平原ここは風も心地よいからの。クルマとかいう狭い場所に延々と座らせられては、ワシまで身体からだが鈍ってしまう」

「わかった。でも先に行きすぎるなよ」

「うむ。行進の跡から感じる法力も強まっておるしな。聖霊族やつらはこの近くに──」

　カサッ

　葉と葉が擦れあう微かすかな音──

　カイの背後では、三十人近くもの屈強な傭よう兵へいたちの足音が響いている。

　だが。

　その音は、前方から。

　すなわち先頭に立つ蛮神族レーレーンの眼前の茂みから、突如としてやってきた。

「ぐっ!?」

　強烈な光がレーレーンのまぶたを灼やく。よろめくエルフめがけて「何か」が飛来。ソレを視界の端で捉えた瞬間、カイとリンネは動いていた。

「こっち来なさいエルフ！」

「どけレーレーン！」

　小柄なエルフの腕をリンネが強引に引っ張り上げる。

　それと入れ替わりに、カイは飛びかかってくる「何か」めがけ全力で亜竜爪ドレイクネイルを振り下ろしていた。

　──すり抜ける。

　まるで空気を斬るように亜竜爪ドレイクネイルの刃やいばが触れても手応えがない。

　……ああ知ってるさ！

　……お前らはそういう種族だってことをな！

　剣と銃とが効かない種族。

「爆はぜろ」

　略式ドレイク弾。

　亜竜爪ドレイクネイルに装そう填てんされた火薬が弾はじけ、今まさにレーレーンめがけ襲いかかった発光体を、弾はじきとばした。

『──────────オッッッッ！』

「雷光花ウイル・オ・ウイスプか！」

　奇怪な悲鳴を上げる球体。

　その全身から常に雷めいたエネルギーを法術として放出しており、触れるだけで高電圧を浴びる凶悪な聖霊族だ。

　発破を受けて雷光花ウイル・オ・ウイスプの身体が四散するが、完全な消滅には至っていない。

「聖霊族の待ち伏せか!?」

「ジャンヌ気をつけろ。今のもまだ倒しきってない」

　放電の射程距離およそ三メートル。

　ジャンヌへ叫び返す間に、自身も雷光花ウイル・オ・ウイスプの攻撃圏外まで跳び下がる。そのカイの立っていた空間が、灰色の壁に塗りつぶされた。

　その壁がドームのように変形し、カイを押しつぶそうと迫ってくる。

　……次は粘状生物スライム、それもデカい！

　……墓所の直ま前えにこんな群れ。俺たちが墓所に向かうのを妨害する気か!?

　喩たとえるなら番犬。

　墓所という「家」に近づく者に食らいつく獣のよう。

「総員、撃て！」

　変形して迫ってくる粘状生物スライムが炎に包まれた。

　獅子王バルムンクの左右を固める傭よう兵へいたちが火炎放射器を構え、炎の一斉放射。大平原の一角を赤く染め上げる熱波が、後続の粘状生物スライムと雷光花ウイル・オ・ウイスプとを薙なぎはらう。

　炎は聖霊族にとっての弱点。

　だが──

　火炎放射器を構えた傭兵の一人が、突如として恐怖に滲にじんだ声を響かせた。

「……っぅ、ぁぁぁああああっ！」

　立て続けに悲鳴。

　紅ぐ蓮れんの炎を放射する側であった傭兵の全身が、瞬またたく間に青白い炎に包まれる。と同時に、聖霊族の襲撃を拒んでいた炎を突破する飛来物が。

　──青白い炎の塊。

　火炎放射器の炎を浴びても霧散するどころか、むしろ炎を浴びて巨大化していく。

「霊魂火イグニスだ！　雷光花ウイル・オ・ウイスプの群れに潜んでいやがった！」

「放射をやめろ、膨れあがるぞ！」

　例外は常に存在する。

　火を苦手とする聖霊族のなかで唯一、その火を塒ねぐらとする怪物。炎を浴びれば浴びるほどに強大化して手に負えなくなる上位種だ。

　霊魂火イグニスが宙を舞う。

　銃も火炎も効かないため対処は極めて困難。次なる獲物を狙って傭兵の頭上へと怪物が襲いかかる。それを。

「甘いわっ！」

　バルムンクの大おお鎚づちが、炎の怪物を横殴りに吹き飛ばした。

　炎でできた霊魂火イグニスには金属鎚など効かない。にもかかわらず炎の怪物が吹き飛んだのは、獅し子し王おうの単純極まりない剛力ゆえだ。

　突風のごとき大鎚の風圧が、霊魂火イグニスのまとう炎をなかば掻かき消けして──

　小さな星形の結晶が露出した。

「撃て！」

　部下の銃撃が、炎をまとう聖霊族の核を撃ちぬいた。半壊した核をとりまく炎が一気に弱まって、霊魂火イグニスが悲鳴を上げて空へと浮上。

「今だ、全軍進め。このまま────む……？」

　獅し子し王おうが身構える先で。

　草木の間に身を潜める聖霊族に変化が起きた。

「花琳フアリン？　私には奴やつらが撤退しているように見えるが、陽動か……？」

「いえ。聖霊族にそんな知恵があるとは思えません」

　身構えるジャンヌと花琳、そしてカイや傭よう兵へいたちの目の前で。

　炎の射程外に逃れた粘状生物スライムや雷光花ウイル・オ・ウイスプ、さらには炎に強いはずの霊魂火イグニスまでもが群れをなして遠ざかっていくのだ。

　墓所の方へ──

「負傷者の救助と待機班への連絡、急げ！　残りは俺に続け。追跡を続行する！」

　大おお鎚づちを担ぐバルムンク。

　そんな熟練の傭兵が、こちらを一いち瞥べつするや野性的な笑みを浮かべてみせた。

「良い勘だ。その調子で頼む」

　墓所が見えた時点で、カイは全車両に緊急停止を訴えた。

　車のまま猛スピードで走り続けていれば、この場所に聖霊族が待ち受けていることにも気づかず取り囲まれていただろう。

「お前の言うとおり、あの黒いピラミッドが最も疑わしいようだ。……行くぞ」

　隊列の先頭をいく獅子王。

　退避していく聖霊族を追って大平原を奥へ。このまま墓所までたどり着くだろう。

　その予感は──

　唐突に、大いなる違和感へと変へん貌ぼうした。

「止まれ」

　左腕を水平に掲げるバルムンク。距離にして二百メートルほどだろうか。傭兵たちの中でも強こわ面もてである指揮官が、その表情をさらに険しいものにする。

「聖霊族の動きが止まっている……いや、あれは……？」

　押し殺した声で。

「集合している……だと」

　聖霊族の群れ。

　個体の数が百や二百ではない。火炎放射器の炎を逃れた個体に加え、大平原の四方に散っていたものまで集結しつつある。

「一箇所に集まって、あれで身を隠したつもりか。それとも俺たちへの威嚇……」

「そう見えるか？　もっと目を凝らして見るがいい」

　バルムンクの横に並び立つエルフの巫み女こ。

　人間の指揮官と同じく眉間に深い皺しわを描き、その唇をわずかに戦おののかせながら。

「融合しておる」

「なにっ」

「知らんのか。聖霊族の法術は己おのれの身体からだを消費することで発動する呪まじないじゃ。先の雷光花ウイル・オ・ウイスプもそう。常に己の身体を燃やしておったであろう？」

「そんなことはわかっている。俺が聞きたいのは、なぜ融合────まさかっ！」

「気づいたか？」

　エルフの巫女が、大きく溜ため息いき。

　それは人間の指揮官に対する侮蔑ではない。彼方かなたで発動しつつある聖霊族の「術式」に目をみはるあまり、息すら忘れてしまっていたからだ。

「奴やつらの融合はおそらく『肉体再生』じゃ。肉体すべてを生いけ贄にえに発動する呪まじないだとすれば、他にあるまい」

　だが何者の『肉体再生』なのか。

「まさかな……」

　我知らずのうちに、カイの唇から零こぼれていたのは武者震いにも似た苦笑いだ。水滴一粒にも満たなかった悪寒が、胸中、みるみる肥大化していくのを禁じ得ない。

　嫌な予感がする。

　あれだけの数の聖霊族が集結して再生させようとする。聖霊族のそんな大物といえば、人間が知っているのは一体だけだ。

「カイ、どうするの？」

　リンネの声にまじる、小さな緊迫感。

「カイが戦うならわたしも戦うよ？　でも、この場でいいの？」

「バルムンク指揮官、撤退だ！」

　喉を嗄からせてカイは叫んだ。

「あの群れの中心にいるのは、間違いなく聖霊族の英雄だ！」

　人類反旗軍レジストの装備が十分ではない。

　今回の目的は罠わなの検討であって聖霊族の殲せん滅めつではない。大規模戦闘のための武器を持ち合わせず、傭よう兵へいたちも決して覚悟していなかったに違いないのだ。

　ここで戦えば大量の犠牲者が出る。

「退ひけ！　廃都まで後退、待機班と合流する！」

　バルムンクが、金属鎚つちを振りかぶって軍用車を指ししめす。

　一切の疑問も発さずに傭ぶ兵かが一斉後退するのは、さすがの組織力と言うべきか。その場から踵きびすを返し、全速力で車に向かって走っていく。

　殿しんがりを務めるのが獅し子し王おうバルムンク、そしてカイたち。

「花琳フアリン、私たちも戻ろう。どうやら想定以上に危険な現場に出会でくわしたようだ」

「畏かしこまりました」

　ジャンヌと花琳が顔を合わせて首肯。

　その刹那──




『……人間……蛮神族…………？』




　草木が「割れ」た。

　ずずずずずずっ……と大蛇が地を滑るような音。真っ青な粘液群が、平原の茂みを怒ど濤とうの勢いでかき分けながら壁のごとく迫ってくる。

　追いつかれる？

　そう覚悟した瞬間には、真っ青な粘状生物スライムがそこに顕現していた。

　透きとおった青の身体からだはまるで「海」。それをそっくりゼリー状に固めて身体、と喩たとえるのが適当だろうか。

『…………』

　真っ青な半透明の肉体。

　その外見は人間の少女のよう。正史の五種族大戦で目撃された聖霊族は数多あまたあるが、ここまで人間に似た外見の個体は一匹しかいない。

　……そうなんだ。外見は自由自在の聖霊族で。

　……なぜかコイツだけは、他種族の姿に擬態するのを好んだって言われてる。

　亜竜爪ドレイクネイルを握りしめながらも冷や汗が頬ほおを伝っていく。

　最悪の粘状生物スライム──

　聖霊族の英雄「霊れい元げん首しゆ」六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。

　人間の少女大にまで身体を圧縮しているが、戦闘時にはビル一つを呑のみこむ「海」に変へん貌ぼうするという。

　……だけど気のせいか。

　……今こいつ……喋しやべらなかったか!?

　知能など無きに等しいはずなのだ。人類庇ひ護ご庁の記録においても、この聖霊族の英雄が言葉を発したという記録はない。

　ただのオウム返しか？

『…………』

　真っ青な少女の姿をした粘状生物スライムが右手を向ける。その肘から先がボコン、と音を立てて膨らんだ。

「伏せろ！」

　誰が叫んだ言葉だったのか。

　特定する余裕も無いままに、カイとリンネとレーレーンは右に、ジャンヌと花琳フアリンは左、そして獅し子し王おうを含む傭よう兵へいたちは思い思いの方向へと身を投げ出していた。




　──万ばん象しよう鏡きよう化か『海』──




　押し寄せる粘液群。

　粘状生物スライムの右腕だったものが大津波のごとく巨大化し、直線上にある草木を薙なぎはらい、大岩を押しつぶし、その先にあった岩壁をごそっと削りとる。

　幅十メートル以上。

　距離にして百メートル以上にわたって大平原が削り取られた光景が、そこにはあった。

「地形を変えおった……」

　エルフの巫み女こが、声を震わせる。

　聖霊族の英雄「霊れい元げん首しゆ」六リク元ゲン鏡キヨウ光コは、今、何一つ特別なことはしていない。

　ただ腕を伸ばしただけ。

　人間で言うならば軽く拳を突きだした程度。それが大平原を抉えぐって地形を変えるという、悪魔の大法術にも匹敵する破壊力を披露してみせたのだ。

『…………』

　しゅるん、とゴムのように縮めて右手を戻す粘状生物スライム。

　攻撃が当たらなかった。それを理解したのか、次は左手を振りあげる。対し、人間側は誰一人として警鐘の声を上げなかった。

　言うまでもない。

　避けなければ全滅する。

　──左腕が、今度は巨大な鉄球じみた球体に。

　粘液群でできた拳。

　その一発で、大平原の大地が抉れて陥没。大量の土砂と千切れた草木を巻き上げる。

　……大型砲弾の直撃かそれ以上の破壊力？

　……あの膨れあがった左腕だけで、いったいどれだけの質量なんだ!?

　一撃で空飛ぶ天使さえ撃ち落とすだろう。

　五種族大戦の記録にあるとおり。この聖霊族の英雄も、本来的には人間が戦えるような相手ではないはずなのだ。

　それでも──

「この剣は、お前だって初めてだろ？」

　亜竜爪ドレイクネイルを真っ青な粘液群に突きたてる。

　ゼリー状に軟化した粘状生物スライムの肉体へ、潜りこむように突きささる刃やいば。そのままカイは、発破用の引き金を押しこんだ。

　炸さく裂れつ。

　略式ドレイク弾が爆はぜ、真っ青な「海」が内部から弾はじけとぶ。さらに吹き飛んだ粘液群が空中で炎に包まれて燃え上がる。

『!?』

　真っ青な少女の身体からだが、波打った。

「効いたか」

　消し飛んだのは六リク元ゲン鏡キヨウ光コを構成する粘液群のごく一部。

　だが通じる。エルフの森で襲ってきた幻獣族のように鋼鉄の皮膚を持っているわけではない。ならば確実に削れる。

　……略式ドレイク弾の残数は、八。

　……正史から持ってきた残り全てを使えば、多少なりダメージになる。

　銃や剣が通じずとも爆炎は効く。

　左腕を爆破された粘状生物スライムが慌てて手を引っこめようとする。膨れあがっていた粘液群が再び圧縮で小さくなる前に──

「焼き尽くせ！」

　指揮官バルムンクの怒号。

　ユールン人類反旗軍レジストの砲火が、真っ青な粘状生物スライムの肉体を紅ぐ蓮れんに染め上げた。

　全傭よう兵へいからの一斉放射。たった一匹の聖霊族には膨大すぎる火力によって細胞片一つ遺のこさず抹消する。

　そんな燃えさかる炎の柱のなかで。

　──万ばん象しよう鏡きよう化か『火』──

　ごそり、と。

　炎柱を突きやぶって現れたのは、巨人のごとき紅蓮の粘状生物スライムだった。

　焼き尽くされるはずの粘液群が、むしろ活発化。カイが亜竜爪ドレイクネイルで吹き飛ばした部位さえもみるみる再生していく。

　これは……

「だめだ！」

　火炎放射器を構える傭兵たちへ、カイは喉を嗄からせて叫んだ。

「霊魂火イグニスの特性だ。今のアイツに炎を浴びせても吸収される！」

　銃が効かない。剣が効かない。

　唯一の弱点であった炎さえ瞬時に吸収する肉体へと変化する万能耐性──

　……「霊れい元げん首しゆ」六リク元ゲン鏡キヨウ光コ！

　……こいつの肉体は、本当に際限なしの万能だっていうのか!?

　粘状生物スライムは変幻自在の肉体をもつ。

　それは人類庇ひ護ご庁にも記録されているが、炎に合わせて肉体に高熱耐性を持たせるような適応能力の類たぐいではなかったはずなのだ。

　正史で人間が目撃していなかったのか、あるいはこの世界で身につけた力か。

「カイッ！」

　リンネの呼び声だけで通じる。

　ここで自分リンネが本気を出さなければ一方的に被害が出るだろう。ゆえに躊躇ためらっている余裕はない。リンネに向かって無言で頷うなずいてみせる。

　──同時。

　真っ赤な少女の姿をした粘状生物スライムが、大きく胸を膨らませて息を吸いこんだ。

　呼吸？

　そんなわけがない。ではなぜ息を溜ためたのか。五種族大戦下の膨大な戦闘記録のなかで、この動作にもっとも近いものは。

「火竜の息吹いぶきか!?」

　伏せろと警鐘を鳴らす間もない。

　視界すべてが紅ぐ蓮れんに染まった瞬間、カイは亜竜爪ドレイクネイルで虚空を薙なぎはらった。

「世界座標の鍵コードホルダー！」

　剣名に反応する憑依転生メタモルフオーゼ。

　〇・一秒もかからないゼロ時間に、黒の銃剣が、淡い陽光色を放つ剣へと変へん貌ぼうしていく。うっすらと透ける刀身は宝石さながらに美しい。

　その神々しき刀身が。

　──リン、と。

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コが噴きだした業火の息を斬り裂いた。左右真っ二つに分かれた熱波が砕け、千ち々ぢの火の粉となって大気に溶けていく。

「なんとっ!?」

　感嘆と衝撃の声をあげるのは指揮官バルムンク。

「カイ、それもお前の世界とやらの武器か!?」

「…………」

　答える余裕なく、炎の巨人となった粘状生物スライムを見上げる。

　たかが一撃防いだだけ。業火を切断したのは一見派手な技に見えるが、その実、状況は何も好転していない。

　……こいつはただ「息を吹いた」だけ。

　……人間なんてこの程度だろうって見下された攻撃だ。

　骨身に染みている。

　冥めい帝ていヴァネッサとの戦闘で、自カ分イは世界座標の鍵コードホルダーで挑みながらも死にかけた。四種族の英雄の全力はこんなものではない。

「知ってるさ。お前の全力はこんなもんじゃないんだろ？」

　大気を焦こがす炎の熱を感じながら。

「こいよ聖霊族」

『…………』

　熱波を切断した人間をじっと見下ろす聖霊族の英雄。

　そして。




『……世界座標の鍵コードホルダー……シド…………どうして…………？』




　おっとりとした幼げな声。

　口調の雰囲気ならばリンネよりも年下だろう。柔らかく可愛かわいらしげな声が、緑の大平原に響きわたった。

「……レーレーン？　こんな時に何だ」

「ワシではない。お主ぬしかリンネ」

「わたしじゃないよ。ジャンニャでしょ」

「こ、こら！」

　男装であることを漏らしかけたリンネに、反射的にジャンヌが声を荒らげる。しかし声の主は、この場の少女三人の誰でもなかった。

『お前はシド……でも違う気もする』

「え」

『違う個体？　人間の識別は難しい』

　粘状生物スライムの身体からだがみるみる収縮。

　再び人間大の大きさとなり、その身体も元の真っ青な半透明へと移り変わっていく。

　両手を広げる──

　人間でいうならば「無防備」か「降参」の意思表示を表す仕草で。

『おしまい』

　いとも気の抜けた口ぶりで、聖霊族の英雄はそう宣言した。

『鏡キヨウ光コは疲れている。人間おまえたちの相手はまた今度』

　驚くほどに流りゆう暢ちような発声。

　水中で喋しやべった時のような濁りはあるが、声そのものは人間の少女に近い。だが真に刮かつ目もくすべきは、聖霊族が人間の言葉を喋った事実にある。

　……嘘うそじゃないよな。こんなの人類庇ひ護ご庁で発表したら大騒ぎだ。

　……四種族の研究史をひっくり返す事件になる。

　誰もが息を呑のんで眼前の粘状生物スライムを見つめている。リンネやレーレーンでさえ「聖霊族に知能はない」と断言していたではないか。

　その種族の長が。

「人間の言葉が喋れるのか？」

『シドから学んだ』

「っ！」

『シドの真ま似ね。あとは人間の遺跡を見つけて、文字の規則から学んだ』

「……何だって」

　今この聖霊族は何と言った？

　遺跡に遺のこされた碑文を手がかりに言語を解読？　人間でさえ高度な考古学と言語学の知識をもった専門集団でなければできない芸当のはずだ。

　そして何よりシド────

「聖霊族よ」

　火炎放射器を構える傭よう兵へいたち。

　そんな部下の先頭に立ち、金属鎚つちを向けたのは獅し子し王おうバルムンク。

「突然に姿を戻すのは何を意図してだ。人間の言葉を真似してみせるのは、何か時間稼ぎのつもりか？」

『鏡キヨウ光コは提案する』

　獅子王へとふり返る聖霊族の英雄。

『戦いをやめよう。幻獣族がこの連く邦にを狙っている』

「……何だと？」

『幻獣族は強すぎる。牙が皇おうラースイーエの強さは、もう世界の均衡バランスを崩す域にまで達している。他種族が単体で勝てる相手ではない』

　その言葉の意味──

　難しい内容ではない。獅子王も、その背後に控える部下たちも察しはついたはずなのだ。この聖霊族の長が何を提案してきているのかを。

「……どういうことだ」

　バルムンクの苦々しい面持ち。

「聖霊族は人間との共闘を望んでいる。そう言いたいのか？」

『人間だけではない。蛮神族も』

　粘状生物スライムの視線が、レーレーンを一いち瞥べつしたことに気づいた傭よう兵へいは皆無だっただろう。

『それに悪魔族もほしい。四種族でもって幻獣族を滅ぼさなければ、世界は幻獣族のものになる』

「……今さらか。俺たちを攻撃しておきながら！」

　獅し子し王おうの疑念ももっともだ。

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コはさも当然のように共闘を語ってくる。

　だが、カイが世界座標の鍵コードホルダーで炎の息吹いぶきを遮断していなければ、ユールン人類反旗軍レジストには尋常ならざる犠牲が出ていたはず。

「お前は、たった今まで俺たちに敵意を剥むきだしだったではないか」

『鏡キヨウ光コは疲れている。その隙を狙って近づいてきたのは人間おまえたち。だから反撃した』

「…………」

　獅子王が押し黙ったのは、そこに一定の理があるからだ。

　無数の聖霊族が融合して「再生」を試みている。そう指摘したレーレーンの読みは正しかった。

　……つまり六リク元ゲン鏡キヨウ光コは本当に疲弊している。

　……数百体の聖霊族が融合して、ようやく再生できるくらいの重傷だった？

　人間でいえば死亡寸前。

　裏を返せば、そんな死にかけの状態でもあれだけの力を発揮していたのだ。この英雄の全力を想像するも恐ろしい。

「……この期ごに及んでだとっ！　舐なめたことを！」

　獅子王の歯ぎしりは苦悩と怒りの現れか。

　ユールン連邦の解放を掲げて戦い続けてきた傭兵たち。それがこの土ど壇たん場ばで、まさかの聖霊族側からの申し入れだ。

　聖霊族を仇かたきとする傭兵もいるだろう。

　さらに今いる傭兵はユールン人類反旗軍レジストの一握り。多くは要塞ルイン・ズ・フラムで獅子王を待っている。彼らに「聖霊族から共闘を申しこまれたから受諾した」など軽々しく言えるはずがない。

「発言の信しん憑ぴよう性せいは、私が証言します」

「ジャンヌ殿!?」

「私も目撃しました。幻獣族が世界各地に配下を送りこんでいるのは疑いないかと」

　霊光の騎士ジャンヌが沈黙を破る。

「冥帝ヴアネツサを撃破してすぐ、ウルザ連邦の国境を越えて侵入した疾竜ワイバーンがいました。我々は、その疾竜ワイバーンに襲われた」

「イオ連邦もじゃな。エルフの森がベヒーモスに食い荒らされておった」

　二の句を継いだのはレーレーン。

　華きや奢しやな指先でエルフが指ししめしたのは、背後に並ぶ傭よう兵へいたちの装備だ。

「この地の人間は、武器を聖霊族に特化しておるのじゃろう？　火炎放射器ソレでは幻獣族にちと物足りないじゃろうな」

「……っ」

　ざわりと傭兵たちが互いに顔を合わせる。

　──気づいたのだ。

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コの話が真実ならば、聖霊族を倒してもユールン連邦の解放はありえない。

　代わりに幻獣族が侵入するだけ。その時に、対聖霊族に特化したユールン人類反旗軍レジストの軍備では歯が立たない。

　聖霊族を倒すことで逆に事態が悪化してしまうのだと。

「この提案はそこまで計算した上の脅しでしょうね。人間にとっても避けられない共闘であると」

　ジャンヌの言葉の先は、獅し子し王おうの後ろの傭兵たちだ。

　こればかりは獅子王一人が頷うなずいても意味がない。人類反旗軍レジストの総員で意思決定せねばならないだろう。提案を蹴るか、受け入れるのか。

「……ジャンヌ殿、恥を忍んでお聞きする」

　血を吐くような口ぶりで、獅子王。

「俺はどうするべきだ。ユールン連邦の民を救うための手だて。悪魔族、蛮神族と戦ってきた貴殿にも知恵を借りたい」

「倒す順序を変える。それだけのことです」

　霊光の騎士の言葉に揺るぎはない。

「幻獣族の打倒は、人類の復権に不可欠です。であれば第一に幻獣族を倒し、あらためて聖霊族との決着をつければいい」

『…………』

　聖霊族の英雄は黙して語らない。

　さらなる知略を巡らしてのことか、それとも無言の賛同かと思いきや──

『そこの人間』

　あっけらかんとした抑揚で。

　獅子王の苦悩など興味ないと言わんばかりに、六リク元ゲン鏡キヨウ光コが視線を向けた先はカイ。

『鏡キヨウ光コはお前に尋ねる。お前はシドの何？』

「おぃ待て貴様っ！　いまは俺が貴様と話をしているのだ。話を逸そらすな！」

『提案は終わっている』

「……ぐっ!?」

　真正面から反論され、バルムンクが歯ぎしり。

　聖霊族の総意として六リク元ゲン鏡キヨウ光コは幻獣族の危険性を提示した。話はそれで終わり。あとは人間側の返答次第。

「…………提案への回答は保留だ。ただし、この場は武器を納めてやる」

　長い、長い沈黙を隔て。

　ユールン人類反旗軍レジストを率いる指揮官は、苦く悶もんの面持ちで頷うなずいた。

「この場の俺の一存で決められるものではない。忘れるなよ、貴様らは人間おれたちの敵。幻獣族を相手どったとしてもその事実が変わるものではない！」

『そ』

　くるん、と真っ青な少女が反転。慣れない挙動ながらも、あたかも人間のように二本の足で歩きだす。

「待て、どこへ行く!?」

『あそこ』

　指さす先は漆黒のピラミッド。大平原のなか異様な存在感を放つ巨大建造物は、聖霊族の住処すみかと思われていた場所でもある。

『世界座標の鍵コードホルダーの人間』

　これで三度目だろうか。

　聖霊族の英雄が足を止めて、その横顔をカイへと向けた。

『鏡キヨウ光コは忘れてしまった。あそこにある黒い家は何だっけ？』

「っ！」

　戦慄が、頭から爪先までを駆けぬけた。忘れたことを強調する。それは、正史における墓所の役割を覚えていなければ言えないことだ。

　……間違いない。

　……この聖霊族の英雄には、正史の記憶がある!?

　冥めい帝ていヴァネッサと主しゆ天てんアルフレイヤは、カイが「シド」の名を口にしてから記憶に変化が訪れた。

　今回は明らかに違う。

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コは自ら「シド」「世界座標の鍵コードホルダー」の名を口にした。その上で、墓所の記憶を必死に思い起こそうとしている。

『あの黒い家。何だっけ？』

「……墓所のことか」

『墓所。墓所。墓所、墓所墓所……ああ……そうだった』

　懐かしむように口ずさむ。

　そして不慣れな足取りで歩きだす。

『シド。最も憎い人間。すべての聖霊族の敵。けれど鏡キヨウ光コに「知恵」をもたらした。あの人間の言葉を理解するために鏡キヨウ光コは学んだ』




〝運命の逆襲が始まる〟

〝すべては私の所せ為い。私の過ちがもたらした未来だ〟




「……それは本当か」

　言葉が思い浮かばない。

　シドの過あやまち？　人間を救った偉大な英雄が、なぜ罪を感じるというのか。そして、なぜそんなことを敵種族の首長に告げたのか。

『もう時間がない。幻獣族がいつ墓所を奪いに来るかわからない』

　真っ青な少女が、挑戦的な笑みでふり返った。

　後ろにいるすべての者たちへ。

『墓所、ついてくる？』
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　　　　　　　１






　ユールン連邦、グランド・アーク大平原──




　黒き超巨大建造物「墓所」。

　光を反射しない巨岩を立方形に切り抜いて石材とし、実に数百万個を積み重ねて形づくられた遺跡である。

　誰が遺のこしたものか未いまだ不明。

『西の国境に現れたラースイーエが言ってた。「聖霊族おまえたちは消える。正史あつちであの場所に封印されていた方がマシだったね」と』

　墓所へと向かう平原の道。

　カイを交えた人類反旗軍レジストに加えて蛮神族レーレーンと混沌種リンネ。その先頭で。

『でも鏡キヨウ光コにはわからなかった。あの場所？　封印？　心当たりがなかったけど、それが引っかかってた。だから一番怪しい場所を探そうと思った』

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。

　身体からだを構成する粘液群は半透明の海色で、今は人間の少女のような外見をとっている。青硝子がらすで少女の像を模かたどったような外見──そんな喩たとえが近いだろうか。

『この建物だけ、人間の都市と雰囲気が違うから』

「ん？　どういうことだ」

　高層ビルに匹敵する高さの墓所を睨にらみ上げる獅し子し王おうが、大音量で声を張り上げた。

「この馬鹿デカいピラミッドは、聖霊族きさまらの物ではないというのか!?」

『違う』

「では何だ」

『知らない。聖霊族は人間の造った物だと思いこんでいた。鏡キヨウ光コも、今ここに来るまで墓所という名前も忘れていた』

　あっけらかんと答える「霊れい元げん首しゆ」六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。

「…………」

『信じられない？』

「ああ信じられんな。この墓所という遺跡も、聖霊族きさまらのいう共闘も。オレは何一つ貴様の話を信用する気はない。ジャンヌ殿、ゆめゆめ油断するなよ」

　聖霊族の英雄に対し、この至近距離でも怯ひるまない彼の胆力を褒めるべきだろう。

『そ』

　対し、六リク元ゲン鏡キヨウ光コはそれに怒りを表す様子もない。

　獅し子し王おうの隣には、ウルザ人類反旗軍レジストの指揮官ジャンヌと花琳フアリン。

　後ろにはリンネとレーレーン。最後尾からその姿に目をやり、カイは無意識に拳を握りしめていた。

　いつここで三種族大戦が勃発するかもしれない、その緊張感ゆえにだ。

　……人間おれたちと蛮神族レーレーンと聖霊族リクゲンキヨウコ。

　……リンネは除くとしても、こんな一箇所に複数種族が集まるのは異例だよな。

　獅子王バルムンクの心境も理解できる。

　ここは聖霊族の支配地である大平原。にもかかわらず六リク元ゲン鏡キヨウ光コしか見あたらないのだ。

　聖霊族全体の母数から考えれば、途方もない数の軍勢がここで待ち伏せしていてもおかしくない。

　こうして墓所に誘うことが罠わなである可能性が拭いきれないのだ。

「大平原で待機させている部下に、俺の帰りを三時間待てと伝えてある。それ以上は一分も待たずに撤収しろとな」

　戻らなかった場合──

　獅子王バルムンクは、墓所内で聖霊族に裏切られて襲われたとみなす。

「わかったな」

『そう』

　聖霊族からの返事は、いとも曖昧。

　そのやりとりを見守りながら。

「レーレーン、一つ聞きたいんだけど、あの墓所ってイオ連邦にもあるのか？」

「ワシは見たことがないの」

　エルフの森を知りつくしているエルフの巫み女こが、首を横に振る。

「こんなでかい遺跡が森にあれば、さすがに目立つ。あるいは天使たちならば知っておるかもしれんが」

「主天アルフレイヤなら知ってたかもしれない、か……」

　……そういえば頭から抜けてたな。

　……イオ連邦で墓所がどうなってるのか調べようって、思いつかなかった。

　悪魔の墓所には世界座標の鍵コードホルダーがあった。

　ならば蛮神族の墓所にも何かがあったかもしれない。それを失念してあの連邦を離れたのは、我ながら失策だ。

「あの墓所とやら、ワシらはどこから入るのじゃ？」

　聖霊族リクゲンキヨウコに問いかける蛮神族レーレーン。

「上の方に見える扉のような物からか」

『知らない』

「おいっ!?」

『鏡キヨウ光コはまだ墓所のことを全部思い出せていない。ラースイーエに言われたから墓所の存在を思いだしただけ。役割は思い出せてない』

　カイをまっすぐ見つめる聖霊族の英雄。

　粘状生物スライムは全身が粘液群であって人間にあたる五感はない。その「目」も人間の外観を真ま似ねただけで、こちらの姿など見えていないはずなのに。

　なぜ。

　こうも強い知性の光を、そのまなざしから感じるのか。

『お前は詳しい？』

「……この世界の墓所がどうなってるかは知らない。だけど心当たりはある」

『それでいい』

　案内しろという意味なのだろう。

　自カ分イが歩きだすのにあわせて、六リク元ゲン鏡キヨウ光コも慣れない足取りでついてくる。

「カイ、そっちは裏側のようだが？」

「ああ。ウルザ連邦の墓所はこっち側に秘密の通路があったんだ」

　ジャンヌと花琳フアリンを手招き。

　最後尾の獅し子し王おうバルムンクも、六リク元ゲン鏡キヨウ光コを見張りながらも渋々とついてくる。

　墓所の外周を伝って裏側へ。

「……やっぱりだ」

　墓所の裏。

　日陰となった草むらを前にしてカイは目を細めた。

　そこに転がっていたのは巨大な球状の石。本来なら墓所の壁面に埋められているはずのものである。

　──封鎖石。

　四種族を墓所に閉じこめて、脱出を防ぐ「栓」の役目を果たす。石の表面がうっすらと緑色の紋様で光り輝いていることからも機能は生きているのだろう。

　この封鎖石が嵌はまっていたはずの墓所の壁に、ぽっかりと穴が空いている。

　……まったく同じだ。

　……俺がリンネを見つけた悪魔の墓所と。

「ウルザ連邦で墓所を見つけた時も、俺は裏側から入った。見てのとおり建物が大きすぎて探索も一苦労だけど、ここからなら最短距離で中心まで続いてる」

「暗いな？」

　太陽の光が差さない墓所の内部。

　そこに一歩踏みこむや、獅し子し王おうが露骨に顔をしかめてみせた。ひやりと冷たい空気が首筋を撫なでて通りすぎていく。

「おいカイとやら、本当に俺たちが調べる価値はあるのか？　ここが何なのか、お前自身にもわかっていないと言っていたではないか」

「さっき話した通りです。俺はウルザ連邦の墓所の中に一度入ってる」

「……そこで得体の知れぬ怪物を見たとな？」

　ユールン人類反旗軍レジストに到着した当日、獅子王もジャンヌから切除器官ラスタライザについて報告を受けている。

　主しゆ天てんアルフレイヤを豹ひよう変へんさせた怪物の話をだ。

「ジャンヌ殿、これは傭よう兵へいの性分ゆえ容赦願いたいのだが、本当にそんな怪物がいるのか俺はまだ判断しかねていてな」

「私もそうです。アレは見た者でないと信じることは難しい」

　応じるジャンヌが、緊張を孕はらんだ面持ちで進んでいく。

　大人二人がぎりぎりで並べる細い通路。内部はまるで巨大迷宮のように壁が立ちならび、現在どこを進んでいるのかも認識しにくい。

「夢か幻か。そんな現実離れした怪物でした。主天アルフレイヤを襲った怪物は、五種族のいずれでもない空気を纏まとっていました。死の臭においとでも言うような」

『切除器官ラスタライザのこと？』

「…………待て。主ヌシ、なぜそやつの名を知っておる!?」

　エルフの巫み女こが、怪物の名を口にする聖霊族へと指を突きつけた。七なな単ひとえの着物をひるがえして身構えながら。

「その名を知るのは、あの場にいた者のみ……さては主も切除器官アレの仲間か！」

『違う。西の国境でラースイーエがそう言っていた。そしてラースイーエは主天アルフレイヤが消えたことも知っていた』

「……むっ!?」

『鏡キヨウ光コも戦った。でもバラバラにされて身体からだが無くなった』

　誰もが足を止め、粘状生物スライムを凝視する。その言葉の意味するところは──

　英雄二体の死闘？

　そして六リク元ゲン鏡キヨウ光コは全身の大部分を失い、生命維持の限界に達したのだろう。聖霊族が集まって融合していたのは、失った組織を再生するため。

　……俺たちに「疲れた」と言ったことも納得がいく。

　……ラースイーエが強すぎると言ったのも、比喩じゃなくて体験談だったのか。

「待て待て。ラースイーエが知っておったと？」

　墓所の内部に響くレーレーンの叫び。

　エルフの巫み女こが恐れ知らずにも聖霊族の英雄へとまくし立てる。

「あの時に主天アルフレイヤ殿に襲いかかった切除器官ラスタライザは、幻獣族の英雄ラースイーエの差し金か!?」

『知らない』

「……っ！」

『鏡キヨウ光コはその時にいないから知らない。鏡キヨウ光コの見た切除器官ラスタライザと、蛮神族の英雄を襲ったものが同じかも断定できない』

「…………そうじゃったな……」

　がっくりと肩を落とし、レーレーンが奥歯を噛かみしめる。

「しかし大天使ラフアエロの目撃談とも一致するの。ラースイーエが切除器官ラスタライザを飼い慣らしておる。そして幻獣族が他の連邦に侵入しつつあるのも疑いないわけじゃ」

　北方ウルザには疾竜ワイバーン。

　東イ方オには巨獣ベヒーモス。

　そして南方ユールンには幻獣族の英雄ラースイーエ自らが、聖霊族を抹消するために現れた。

「先に幻獣族を討つ。言うなれば五種族大戦を四種族大戦にする。その点は六元鏡光こやつの言うとおりかもしれぬな？」

「……検討はする」

　獅し子し王おうが、小さく頷うなずくや大おお股またで歩きだす。

「その為にもだ、俺はこんな薄気味悪い遺跡に潜っている時間も惜しい。さっさと調査を終えるぞ。この迷路のどこを進めばいい！」

『鏡キヨウ光コは知らない。人間、お前は？』

「俺？　俺もだよ。悪魔の墓所の時だって当てずっぽうだったんだから……ただ、延々と歩いた先にぼんやり光が見える場所があってさ」

　広場があったのを覚えている。

　悪魔たちを幽閉するための空間であろう場所が空っぽで、代わりに、床に突きささっている一本の剣を見つけたのだ。

『ふぅん？』

　抑揚まじりの声で相づちを打つ六リク元ゲン鏡キヨウ光コが、ふとカイの銃剣を指さした。

『世界座標の鍵コードホルダーはそこで見つけた？』

「……なんでわかったんだ？」

『この世界に、他にありそうな場所がない』

　単純極まりない回答だが、理に適かなっている。

『鏡キヨウ光コは、この世界に違和感を持っている。シドは「気をつけろ」と言っていた。でも、いつから違和感があるかは覚えてない』

「────」

　無言のうちにリンネと顔を見合わせる。

　この別史の世界が「違う」と認識している者は自分とリンネだけ。一方で六リク元ゲン鏡キヨウ光コは「違う」とまで断言できずとも「怪しい」と感じることはできている。

　……世界がいつおかしくなったかは覚えてない。

　……つまり世界輪りん廻ねの瞬間は、ジャンヌたちと同じく覚えてないってことになる。

　世界輪廻は認識できなかった。

　だが、上書きされたことに対して違和感だけは認識できている。それは何な故ぜだ？

　冥帝ヴアネツサと主天アルフレイヤは、そうではなかった。

　四種族の英雄で六リク元ゲン鏡キヨウ光コだけが「世界がおかしい」と認識できている。その違いは、いったい何だというのか。

「風？」

　ふと。鈴を鳴らすようなレーレーンの呟つぶやき。

　ひゅぅと唸うなる風が、カイの首筋をすっと撫なでて通りすぎていく。

「スキマ風か？」

「妙ですねジャンヌ様。入り口ならともかく、ここはもう遺跡の奥です。風が入るような亀裂もありませんが」

　あたりを窺うかがうジャンヌ。

　隣に付きしたがう花琳フアリンもまた、鋭利なまなざしをさらに細めて。

「これは、ただの風ではない？」

『──波動』

「力が渦巻いてる？」

　洗練された合唱さながらに。

　リンネと六リク元ゲン鏡キヨウ光コの声が美しいほどの融和をみせた。

「カイ、こっち」

「あ……おいリンネ？　危ないから離れすぎるなよ！」

　硬い石床に靴音を響かせてリンネが小走り。隔壁によって迷路状に入り組んだ通路を、まるで躊躇ためらわず突き進んでいく。

「っ。あれ？」

　行き止まり。

　隔壁で区切られた小さな広場を前にして。リンネが疑問符を浮かべたのは、その空間に何も怪しいものが無かったからだ。

「……おかしいなあ。力の流れがこの辺りから生まれてるのに」

　リンネが凝視するのは、虚空。

　そこに手を伸ばしても何かが触れるわけもない。

「どうした？　何かおかしなものでも見つけたか？」

　最後尾から首を覗のぞかせる獅し子し王おう。

　彼にしてみれば、こんな不気味な遺跡の中を突如として走りだしたのだから疑問を持つのも当然だろう。

「ねえカイ？」

　リンネの耳打ち。

「カイがわたしを助けてくれた時、ここから先はどうしたんだっけ」

「どうしたって……」

　意図的には何もしていない。

　悪魔の墓所でも似たような広間があって、光り輝く世界座標の鍵コードホルダーが突きささっていた。それに手を伸ばした直後に声が響いたのを覚えている。

　厳おごそかな老人の声だった。




〝運命の憎悪に巻きこまれた者よ。この剣を手放すな〟




　シドの剣。

　そう呼ばれていた剣の真名をカイが知ったのも、あの時だった。

「……世界座標の鍵コードホルダー、か」

　その名を呟つぶやいたことに深い意味はなかった。ただ脳裏に浮かびあがった回想をなぞるつもりで口にした瞬間──

　カイの手にある陽光色の剣が、弾はじけた。

「なっ!?」

　煌きらめく無数の光の粒へ。

　輝ける粒子たちが閃せん光こうとなって薄闇色の虚空を薙なぎはらい、そこに光の軌跡を描きだす。

　光が凝縮して形づくられる扉。

　……同じだ。

　……俺がリンネと出会ったあの時と！

「な、なんじゃ！　カイ、主ヌシいったい何を──────」

　エルフの声が消える？

　否いな。消えたのは自分たちの方。墓所内部に響きわたるレーレーンの声を残して、カイと、そこに居合わせる全ての者たちは「世界」から消失した。













　　　　　　　２






　無限に続く七色の雲海──




「……俺は夢でも見ているのか」

　獅し子し王おうバルムンクが、自らの拳で己おのれの額を殴りつける。赤い痕あとが残るほどに強く殴りつけても、しかし醒さめることはない。

　現実。

　夢以上に夢のような異空間が目の前に広がっていた。

「ここはどこだ。俺たちは……墓所の内部にいたはずだぞ。あの一瞬でこんな奇妙な場所に転移させられたというのか！」

　獅子王バルムンクの声が、無限に広がる空間へと染みわたっていく。

　薄暗い墓所から一変、全方位どこまでも、空の果てまで埋めつくす雲海が漂う世界。さらにその雲は純白ではなく、うっすらと虹色に光り輝いている。

「まったく同感ですバルムンク殿」

　苦々しげにジャンヌが首肯。

「指揮官という立場上、どんな事態にも冷静に。そう努めてきたが、さすがにコレは……その誓いも揺らいでしまいかねない」

　そう口にするジャンヌの声は掠かすれ、慣れた男声を出すことも苦しげだ。

「花琳フアリン、どう思う」

「──説明ならば私よりも適役がいるでしょう」

　花琳の視線。

　誰と明言するまでもない。おカ前イだ、という無言のまなざしが向けられる。

「で、ここは？」

「ウルザ連邦の墓所から俺が迷いこんだところと似てる」

　同じとは言いきれない。

　虹色の雲が海のように広がっている景観は見覚えもあるが、似ているだけで同じであるとは限らないだろう。

　……リンネがここに捕まってたことは流石さすがに言えないよな。

　……だとすると話せるのは。

「俺とリンネは、ここで切除器官ラスタライザに一度出会ってる」

「……待てカイ、そんな大事を私に黙ってたのか！」

「そういうわけじゃない。ジャンヌだって信じられないだろ。こんな場所」

　私とあなたの仲なのに。

　そう言いたそうな不服顔のジャンヌに向けて、カイは周囲を指さしてみせた。

「自分の目でも信じられない場所を、俺が口で話したって信じてもらえるわけがない」

「……そ、それは……そうかもしれないが」

「俺がウルザ人類反旗軍レジストに来た時、ただでさえ『言ってる事が怪しい奴やつ』って思われてるのに、こんな場所まで話したら呆あきれられるだけだろ？」

　本当のことを思う存分話せない──

　カイにとっての悩みでもあったのだ。

　ただでさえ「五種族大戦が終わった後の世界」を疑われていたのに、こんな異空間まで話せばさすがに愛想を尽かされるとわかっていた。

「俺もリンネもここで切除器官ラスタライザに追われて逃げて、すぐに墓所の外まで逃げてきた」

「脱出できたと？」

「扉があったんだ。さっきと似たような眩まぶしく光る扉があって──」

　だが、今はそれがない。

　見渡すかぎり石の通路が延々と延びている。

「こんな面妖な場所、さっさと抜けだしたいところだが……しかし、この通路も何もかも、何者が造ったのかが気になるな」

　偉丈夫の傭よう兵へいが足下を踏みつける。

　石の通路──大理石を想おもわせる白のマーブル模様。相当に頑丈なのだろう。バルムンクほどの大男が全体重で蹴りつけても罅ひび一つ入らない。

「この硬さ。こうして石材を通路に加工するだけでも手間のはず。となれば噂うわさに聞くのは、蛮神族の遺跡とやらか？」

　古代彫刻を想わせる厳おごそかな石柱。

　カイたちのいる通路にそって数十メートルほどの間隔で建ちならび、その様はまるで太古の神殿のよう。

　明らかに何者かのデザイン性が感じられるのだ。

「天使宮殿は空に浮かんでいると聞いたが。ならばコレも？」

「まったく別物じゃな」

　ぴしゃりと断言したのは他ならぬ蛮神族レーレーンだ。

　今までの会話の間も一人じっと沈黙していたエルフは、最寄りの石柱に手をついて寄りかかっていた。

「蛮神族との違いは二つ。まず石柱と床に使われている物質が別物。そして何より、この床が浮いている理屈。天使宮殿が空を浮遊するのは天使たちの膨大な法力によるものじゃが、これは違う」

「具体的には？」

「法力ではない。かといってタネも仕掛けも無いかというと、そうとも思えん。ワシにもよくわからん」

　水面に木の葉が浮かぶように。

　この石床も、広大な雲海の境界面に浮かんでいる。レーレーンの言うように、何の仕掛けもなければ雲海の底へと石の回廊ごと沈んでいってしまうはず。

「しかし興味深いの。ワシはこういう場は嫌いではないぞ？　新たな叡えい知ちの宝庫かもしれん。というわけでカイ、ほれ行くぞ」

「……俺の後ろに隠れてるのは？」

「主ヌシに一番手を任せてやろうというワシの健けな気げな計らいじゃ。決して怖いからではないぞ。ワシは頭脳役じゃからな。くり返すが、怖いからではないぞ？」

　カイの背中にくっついて、上着をぎゅっと掴つかんで離さない。

　ちなみにそれを見たリンネが明らかに不機嫌そうにレーレーンを睨にらみつけているのだが、当のエルフはそれを察する余裕もないらしい。

「ねえカイ、あの聖霊族がどんどん進んじゃってるけど」

「……アイツが一番、俺たちの中で肝が据わってるかもな」

　気づけば。

　自分たちから離れて、百メートルほど先を進んでいるのが聖霊族の英雄だ。

　もともと聖霊族に警戒心があるか不明だが、こんな場所に転移してきても何一つ物もの怖おじした様子がない。

「ダメよ真っ平ら、カイから離れなさい！」

「別に良いではないか。なんじゃ、それとも主ヌシこそ怖くてカイにしがみつきたいと？」

「わ、わたしに怖いものなんてないもん！」

　背後の少女二人が騒がしい。

　……だけど、まあいいか。

　……こんな場所だし。元気でいてもらった方がかえって落ちつく。

　音のない世界。

　風さえ吹かないこの場では、自分たち以外に動く物が存在しないのだ。時間という概念さえ欠落しているかのように何も動かない。

　静か。

　それがここまで不気味だと思えるのは、この場所くらいのものだろう。

『…………』

　立ち止まって左右を見比べる六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。

　その先には三みつ叉またにわかれた分岐。直進と左右。その道もさらに奥で再び分岐しているように見える。

『このまま？』

「ああ、まっすぐ行こう。曲がっても迷子になるだけだ」

　真っ青な少女がふり向くのにあわせ、カイは首を縦に振ってみせた。

　世界座標の鍵コードホルダーを提げて通路を進んでいく。

　分岐は無視。一度目にここへ迷いこんだ時の再現だ。この空間がどこまで続いているのか確かめるつもりで無心で突きすすむ。

　一時間。それとも二時間？

　賑にぎやかだったリンネとレーレーンの口数も少なくなってきた頃に。

『あった』

　先頭をいく六リク元ゲン鏡キヨウ光コが指さした。

『何かがある。祭壇？　人間の遺跡にあるものに似てる』

「ああ、あそこだ、俺が初めて見た時にはリン────」

　リンネが磔はりつけになっていた。

　喉元から溢あふれかけたのを、慌てて押しもどす。




〝円柱に磔になった少女が、いた〟

〝何かの儀式に捧ささげられた生いけ贄にえであるかのように〟




　……懐かしい、って感傷とはちょっと違うか。

　……最初は俺もどうしたらいいかわかんなくて迷ったんだよな。

　天魔の翼を生やした少女。

　どんな種族かもわからず警戒したのを覚えている。あの時、何か一つ判断を違えていれば、リンネが隣を歩いている現い在まには至らなかったに違いない。

『────へぇ？』

　祭壇のごとく盛り上がった広場。

　十段にも満たない階段を上がりきった先に、一際厳おごそかな大理石調の円柱が三本、天を衝つくようにそびえ立っている。

　その中心を見上げる六リク元ゲン鏡キヨウ光コの声が、わずかに掠かすれた。

『天使の像がある』




　六枚翼の天使「主しゆ天てん」アルフレイヤ、その石像。




　消滅したはず。

　その大天使が、石化した姿で彫刻のごとく安置されていたのだ。

「なにっ!?」

　叫び、我を忘れて階段を駆け上がったのはエルフの巫み女こだった。

　その場で棒立ちに、唖あ然ぜんとした表情で見上げるのがジャンヌと花琳フアリン、獅し子し王おうバルムンク。

　リンネは、警戒のまなざしでカイに寄りそって。

『……ふぅん。少しカラクリが見えてきた』

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コの独白。

『鏡キヨウ光コは、この天使と戦ったことがある。蛮神族の英雄に似てる。ラースイーエが消滅したと言っていたけど、つまりこれは？』

　ゆっくりと祭壇を昇っていく。

　真っ青な粘液でできた手で、石化した主天アルフレイヤに触ろうとして──

「待て。触るでない」

　レーレーンの鋭い一言が、それを遮った。

「聖霊族めが何をする気じゃ。ワシの命にかけても主天アルフレイヤ殿には手を出させんぞ」

『……愚策』

「なに？」

『鏡キヨウ光コにはコレが主天アルフレイヤという確信はなかった。よく似た石像という認識だけ。でも、お前のその反応がかえって鏡キヨウ光コに確信させてしまった』

　この石像は主しゆ天てんアルフレイヤそのものだ、と。

　聖霊族の英雄にとって最大の敵の一体。それがこんな無防備な姿に変わり果てている。今の姿であれば破壊するのは容易だろう。

『鏡キヨウ光コを警戒するなら、逆に素知らぬふりをするべきだった』

「……っ！」

『ただし』

　ぺたんと石像に触れる六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。

　その表面の感触を確かめるように何度も指先を這はわせているが、レーレーンが危惧したように、石像に手を出す素振りはない。

『この石像は生きてない。鏡キヨウ光コが攻撃する必要がない』

「そ、そんなことはない！」

『攻撃してほしいの？』

「ち、違う！　ワシが言っておるのは、この石化が直らないと決めつけるなという事じゃ。たかが石化。こんなもの悪魔の法術でもあるじゃろう！」

　ウルザ人類反旗軍レジストを襲った彫像魔ガーゴイルがその代表例。

　悪魔族の呪術のなかでも『石化』は極めて凶悪なものの一つである。法力を持たぬ人間が浴びればソレに抗あらがう術すべはない。

　だが、同じく強大な法力をもつ蛮神族ならば話は別。

「術式さえ解ければ主天アルフレイヤ殿を蘇そ生せいできるはず。理論上は……」

『そう簡単に思えない』

　執しつ拗ように石像を撫なでながら。

『これはただの石化じゃない。むしろ凍りついているように見える。石のような部分は、たぶん表面だけ』

「……なぬっ。そ、そうなのか？」

『それを直せる？』

「ええい待てっ。今から考えるところじゃ」

　天使像の前でレーレーンが押し黙る。

「カイ、主ヌシも知恵を貸せ」

「俺だって考えてるよ。ただ……」

　思いだしてしまったのだ。

　この石像のような「何か」に造りかえられた主天の姿は、まるで──




〝石が喋るわけがない。喋しやべるのであればそれはもう石ではない。……貴様は何だ〟

〝私は、五種族大戦が終わった世界の存在です〟




　青の大聖堂サンクチユアリ。

　古代樹の森深くにひっそりと佇たたずむ未解析神造遺跡メガリスで見た女神像。

　あの喋しやべる石像の姿を思いださずにはいられないのだ。運命を見通すという預言神。あの姿に、今の主しゆ天てんの姿が重なって見える──

　偶然か？

　だが主天アルフレイヤは完全に凍りついて意識もないように見える。似ているだけで違うと言われればカイも反論はできないが……

　……いずれにせよ、何なんだこの異空間は。

　……消滅した主天がここに封印？　いや、隔離されている？

「ジャンヌ殿。天使像があの蛮神族の英雄だと？」

　祭壇へと上りつめる獅し子し王おう。

「恐ろしく精巧な石像だが、真まことか？」

「ええ。私たちが戦った天使です。ただ今しがた話があったように、どうやら単純な石化ではないようです。調べるのには時間がかかるかと」

「いいや、時間はとらせん」

　髭ひげ面づらの大男が、自慢の豪腕でもって金属鎚つちを振りあげた。

「これがあの英雄というのなら、ここで破壊するのが全人類のため！　俺に任せておけ。こんな像ごとき一撃で──」

「じゃからやめえええええええいっっっっ!?」

「むっ。は、離せレーレーンとやら！」

「離すものか！」

　大男の腰まわりにしがみつくレーレーン。エルフの中でも小柄な体格のせいか、まるで大人にじゃれついて離れない子供のようだ。

「わかったチビ。後で菓子でもやろう。それでいいだろう」

「子供扱いするでない!?　カイ、ジャンヌ、主ヌシらも黙ってみてないで何か言わんか！」

「あー……バルムンク指揮官？」

　今にも鎚を振り下ろしそうな傭よう兵へいへ。

　仲裁に入ったのはウルザ人類反旗軍レジストの指揮官だった。

「まだこの石像は調べる価値があります。ここで破壊されては重要な研究資料が失われてしまうので」

「む……それもそうだな」

「他にも何かあるかもしれません。探索を優先しましょう」

　ジャンヌの視線は再び石の回廊へ。

　この祭壇が終点ではない。さらに回廊は続き、途方もない雲の彼方かなたまで延びている。

「何より出口の確保です。このような祭壇も他にあるかもしれません」

　男装の指揮官の頭上──

　異変が起きたのは、その時だった。




〝無座標界ゼロへの命令外侵入あり。消去した英雄への接近反応──〟




　何もないはずの空間に渦巻く黒点が生まれた。渦潮を思わせる穴が無音で広がり、そこから「何か」が現れる。




〝新世界への干渉危険性『警戒』と判断〟

〝切除器官ラスタライザⅠ相『破壊意思』による排斥を開始する────〟




　奇怪な異種族の少女。

　外観は人間のそれに酷似しているが、下半身は獅し子しのごとき姿の四つ脚だ。

　腹部はぽっかりと穴が空いており、そこに雷撃じみた光が輝いている。背中には、骨格だけの翼が生えている。

　無数の種族が入り混じって見えるのはリンネと共通──

　だがこれは。

　ソレがさらに無秩序に組み合わさった不均衡アンバランスな姿となっている。

『……あ……はは、は……』

　残響めいた声。

　こうもおぞましき姿ながら、その声は、可か憐れんな少女のソレを想おもわせた。

　……以前に現れた奴やつじゃない。

　……また別の個体か!?

「なっ、なんだこのバケモノは!?　今、どこから現れた！」

　未み曾ぞ有うの怪物が祭壇に着地。

　その異様な雰囲気に目を剥むきながらも、後退せず踏ふみ留とどまる獅し子し王おうはさすが歴戦の傭よう兵へいというべきか。

『こいつ』

　真っ青な少女に混じる、冷たい声こわ音ね。

『ラースイーエと一緒にいた。襲ってきたやつ』

「なるほどのう。奴ラースイーエの飼い犬か。つまりは主天アルフレイヤ殿がこうなった元凶の一体と……」

　剣けん呑のんな口ぶりのレーレーン。

　その手に、三日月色のナイフを握りしめて。

「じき奴ラースイーエも現れるかの？　そうすれば手っとり早いが」

『無理』

「……どういう意味じゃ聖霊族」

『あの獣とコイツが揃そろってたら誰も勝てない。そもそも目の前のコレが強い』

　切除器官ラスタライザと向かい合う六リク元ゲン鏡キヨウ光コ──

　奇妙な薄ら笑いを浮かべる異種族に対し、聖霊族の英雄が深しん々しんと言葉を重ねる。

『これは世界の敵ワールドエネミー。たった一体で世界の均衡を崩しかねない』

　生きとし生けるものの敵。

　世界を改変するもの。

『四種族の英雄より強いかもしれない』




　それを肯定するように。

　怪物の嬌きよう笑しようが、無座標界ゼロをふるわせた。
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「ちょうどいい。むしろこの機を望んでおった！」

　七なな単ひとえの衣をはためかせ、レーレーンが身を屈かがめる。

　臨戦態勢。森を駆けるエルフの脚力ならば、いつでも一飛びで切除器官ラスタライザの懐まで潜りこむだろう。

「主天アルフレイヤ殿の無念を晴らす。牙皇ラースイーエの目的を吐かせる。この異界の出口まで案内させる。良いことずくめじゃ！」

「おおむね賛同だ」

　レーレーンの隣に進みでたのは獅し子し王おうバルムンク。

　強こわ面もての顔を、さらに厳いかめしく歪ゆがめながら。

「こう見えて俺は平和主義者だが、話し合いのできる相手ではあるまい。……嫌な臭においだ。吐き気を催す死臭をまとっている」

「花琳フアリン」

「ジャンヌ様、お下がりください。……なるほどコレが主天アルフレイヤを襲ったという怪物。私も、こんな異形は初めて見ます」

　曲刀を携えた花琳が、一歩も動かずに距離を保っている。

　──死線。

　──戦士としての経験則で推しはかる、死の間合い。

　獅子王バルムンクも、レーレーンもまた同じ。一足飛びで殴りかかることができるのに、それをあえて抑えこんでいる。

『…………侵入者ヲ……観察……シ……排斥……必要ニ応ジテ……破壊……』

　祭壇の端。

　ぺちゃ、ぺちゃと音を立てて階段を上がってくる歪いびつなる異形種。

　神というものが存在するならば、これはさしずめ神の悪意が具現化した怪物だろうか。そう寒気を覚えるほどに、おぞましい。

「六リク元ゲン鏡キヨウ光コ！」

　先んじてカイは吼ほえた。

　真っ青な少女の姿をした粘状生物スライムへ。

「一度戦ってるはずだ。こいつの攻撃手段は!?　何に気をつければいい！」

『掴つかまったらダメ』

　祭壇の端へと上りつめた切除器官ラスタライザを見つめる六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。

『あの腕に掴まったら消される。鏡キヨウ光コの身体からだが半分くらい無くなった』

「……無座標化ゼロコードとかいうやつか」

　世界座標の鍵コードホルダーを握りしめる。

　シドはこの剣で五種族大戦に勝利した。四種族の英雄にも通じる剣。だが、この怪物に通じるかどうかはわからない。

　……冥帝ヴアネツサを襲った奴やつは、逆に冥帝ヴアネツサの法術を受けて消え去った。

　……ならリンネの法術やレーレーンの法具は通じるか？

　異形の怪物の一挙一動を凝視する。

　が。

　祭壇に昇ったところで切除器官ラスタライザは動きを止めた。眼球だけが不気味に左右を行き来しているものの、飛びかかってくる気配は皆無。

「おいカイ。襲ってくる気配がないぞ。……ワシには隙だらけに見えるが……」

「近寄るなよチビ。獣はな、獲物にとびかかる直前が一番大人しいと相場が決まってる。ゆえにだ」

　背に括くくりつけていた銃を取りだすバルムンク。

　擲弾銃グレネードガン。籠こめられているのは聖霊族用の焼しよう夷い弾だんだが、この銃は、獅し子し王おうの並外れた膂りよ力りよくに合わせた大型特注品カスタマイズである。

「動かぬなら動かしてやろう。避よけねば直撃だ」

　銃口を向ける。

　彼ひ我がの間およそ十メートル。

『あ──────────────』

　唐突に。

　微動だにしなかった切除器官ラスタライザの口が、歓喜のような笑みの形につり上がった。

『か、監視個体数……な、なな七……選別、か、完了……禁忌単語タブーワード「シド」への反応数、三……を……は、はは破壊しし…………』

　真っ白いエルフのような左腕。

　鱗うろこに覆おおわれた蛇のような右腕。

　その両手を大きく広げ、切除器官ラスタライザⅠ相『破壊意思』は宣告した。

『無反応の四を、排斥』

　じゅぅ、と。

　灼やけるような音を上げて虚空が溶けていく。

　ジャンヌ、花琳フアリン、獅子王、レーレーンの背後に歪いびつな大穴が生まれ、その穴の向こう側には墓所内部の光景が。

「なに!?」

「うおおっっっっ、なんだこの風は!?」

　吸いこまれる。

　栓を抜いた浴槽のように空間そのものが渦を巻き、螺ら旋せんを描きながら大穴の向こう側へと四人を引きずり込んでいくではないか。

「──────ジャンヌ！」

「カイッッッ」

　大穴の向こうへ吸い寄せられつつある幼なじみへと手を伸ばす。その指先が触れ、カイが手を握りしめようと力をこめた瞬間に──

『排斥完了』

　空間が、閉じた。

　花琳フアリンと獅し子し王おうとレーレーン、そしてカイが手を握りしめていたはずのジャンヌも、この空間から姿を消していた。

　残されたのはカイとリンネに六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。

「カイ!?　ジャンニャたちが！」

「大丈夫だ……」

　歯を食いしばり、平静を保つ。

　許されるならカイとて声を上げたいが、今は眼前の怪物に集中せねば。

「リンネも見ただろ。四人はこっから飛ばされただけだ。墓所の中に戻ったんだと思う」

　大穴が広がっていた虚空を指さして。

「むしろ俺たちだ。こいつが何のために俺たちだけを残したのか。そのワケを考えたら、何をしなくちゃいけないのか決まってる」

『同感。「シド」への反応と言っていた。鏡キヨウ光コたちは意図して残された』

　一歩、六リク元ゲン鏡キヨウ光コが後ずさる。

『たぶん切除器官これは、シドの記憶を持ったものを襲う習性。鏡キヨウ光コたちが存在することで世界に不都合が生じる。だから』

『破壊スル』

　切除器官ラスタライザが翼を広げる。

　骨だけの、化石のような翼を広げる──それが宣戦布告。
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　静寂の満ちる黒の広間。

　墓所内部──

　その静けさを破ったのは、霊光の騎士ジャンヌの呼び声だ。

「カイ!?　リンネ!?　どこだ、返事をしてくれ。レーレーンそっちは！」

「だめじゃ。二人の匂いも声もない。この近くにはおらん」

　迷路のように入り組んだ壁の向こうから、エルフと獅子王が姿を見せる。

　なぜカイとリンネだけ姿がないのか。

「ジャンヌ殿、花琳、こっちに来てくれ。大至急だ」

　獅子王の手招きに応じて奥へ。

　十字路になった隔壁を曲がった途端、さっと眩まぶしい光がジャンヌのまぶたを焼いた。

「っ。太陽!?」

「どうやら俺たちは墓所の正面側に戻されたらしい」

　ぽっかりと空いた機械扉。

　地平線に映るのは蒼そう穹きゆうに漂う雲と、燦さん々さんと輝く西日である。墓所の正面に取りつけられた扉は、地上三十メートルの高さにある。

　足が竦すくむほどの高さからは、ここグランド・アーク大平原が一望できる。

「私たちは墓所の裏から入ったはずなのに……」

「ああ。それが今は正面側の扉にいる。あの奇妙な空間でバケモノに襲われたと思ったが、気づけばコレだ」

　墓所の外に出る扉がすぐそこに。

「あの切除器官ラスタライザとかいう怪物、よほど我々の侵入を嫌ったものかと」

　扉の前の花琳フアリンが、差しこむ西日に目を細める。

「しかし腑ふに落ちません。我々を追い出すだけが目的ならば、カイとリンネも戻ってきているはず」

「あの聖霊族もじゃな。いずれにせよ近くにはおらん」

　エルフの巫み女こが歯ぎしり。

「切除器官ラスタライザと同じ祭壇に残っているとすれば、状況は笑えんぞ」

「……私が戻る」

　ドクンと早まる鼓動の命ずるままに、ジャンヌは踵きびすを返した。

「もう一度、墓所の裏側から侵入しよう。異空間に続く扉が残っているはず！」

「待てジャンヌ殿」

　肩に触れる逞たくましい右腕。獅し子し王おうの剛力に有無を言わさず肩を掴つかまれ、ジャンヌは背後の大男へとふり向いた。

「何をするバルムンク殿っ。今は一刻を争うのです！」

「だからこそ落ちつけと言っている」

　熟練の傭よう兵へいでもある男の、強いまなざし。

「あの怪物は明らかに異常だった。戻ったところでアレを仕留められる確信は？」

「……っ。それは」




〝四種族の英雄より強いかもしれない〟




　あの「霊れい元げん首しゆ」六リク元ゲン鏡キヨウ光コがそう認めたのだ。

　ジャンヌもレーレーンも、主しゆ天てんアルフレイヤが切除器官ラスタライザに襲われたのを目撃している。

　不意打ちとはいえ蛮神族の英雄を葬り去った怪物に、自分たちは勝てるだろうか。

「ではどうしろと……！」

「俺だ」

　その応えは──

　ジャンヌに宛てたものではなく、彼が取りだした通信機に向かってのものだった。眼下に広がる大平原で待機中の部下たちへ。

「総隊長、例のモノをここまで運びこめ。そうだ、今すぐ必要になる」

　通話を切る。

　固唾かたずを呑のんで見つめるジャンヌに、獅し子し王おうは力強く頷うなずいた。

「さて行くぞジャンヌ殿。俺とて傭よう兵へいだ。このまま切除器官あのバケモノに尻尾を巻いて逃げだすほど物わかりのいい性格ではない」
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　無座標界ゼロ。

　七色に染まった雲海と、その雲に架かる石の回廊。たった二つの要素だけで構成される無機的空間。そこに──

『ひっ！』

　怪物の壊れた笑みが、殺さつ戮りくを報しらせる銅ど鑼らとなって響きわたった。

　切除器官ラスタライザⅠ相『破壊意思』。

　身体からだのあちこちが欠落した異形の少女が身を屈かがめるや、ぼこん、と気味悪い音をたてて太ふと股ももが肥大化パンプアツプする。

「っ、来る！」

　石床から弾はじけとぶ勢いで、翼を広げた切除器官ラスタライザが飛びかかってきた。

　雪のように白く、可か憐れんな少女のように華きや奢しやな左腕。だがこの腕が、そんな見た目どおりのものでないことは百も承知。

　……絶対に触られるな。

　……掴つかまれた瞬間、主天アルフレイヤと同じように消滅させられる！

「カイっ」

「リンネ離れろ！」

　狙いは自カ分イ。

　それを察したリンネが身を呈して庇かばおうとする前に、カイは祭壇の床を蹴って躍りでた。

『────ひっ』

　絶対的強者ラスタライザの嘲笑。

　数々の法具に護まもられた大天使アルフレイヤを抵抗一つ許さず消し去った怪物だ。人間など、あの腕に触れただけで消し飛んでもおかしくない。

「上等だ」

　陽光色の一いつ閃せん。

　カイの振りあげた世界座標の鍵コードホルダーが、切除器官ラスタライザの延ばした腕を真正面から跳ね上げた。

『っ？？？？？？？』

　異形の少女の笑みが、凍りつく。

「次は右そこだ」

　鱗うろこに覆おおわれた蛇の尻尾のような右腕。

　鞭むちのごとくしなり、一瞬にして四メートルほどの長さにまで伸びてカイの背後へ。それさえも、カイはふり向きざまに薙なぎはらっていた。

『……戦力情報……訂正……脅きよう威い性ヲ認識……！』

　切除器官ラスタライザの眼が、ほぼ完全な球形まで大きくみひらく。

　カイと世界座標の鍵コードホルダーを交互に見比べ、いったん距離を置くために跳び下がろうとして、その動きが凍りついた。

　背後に回りこんでいたリンネ。

　そしてそこに渦巻く、膨大な法力の嵐を感知して。

「……カイに手を出したわね」

『ッ？』

「許さないんだからっ！」

　切除器官ラスタライザがふり向くより早く。

　リンネは、怪物の背を全力で殴りつけていた。混こん沌とん種リンネに内在する竜の腕力で殴られて、みしりと切除器官ラスタライザの背中が軋きしむ。

　が。

「……っ、かったい……！」

　真っ赤に腫れ上がった拳を下ろし、跳びのいたのはリンネの方だ。

「こいつ、どんな背骨してるの。鉄より硬い……！」

『カカ』

　ぐるん、と怪物の首を百八十度回転。

　そのまま両手を広げ、金髪の少女めがけて飛びかかる。

『拘束──』

「嫌っ！　カイ以外に抱きつかれるのなんてご免なんだから！」

　左右から迫る腕に掴つかまれる寸前に、リンネが切除器官ラスタライザを蹴り飛ばす。

「まだまだっ！」

　白と黒の羽根が舞った。

　リンネの背中から大きく広がる天魔の翼は、彼女の全力の証あかしである。

　──降りそそぐ豪雷。

　光の柱とさえ形容できる巨大な雷が、祭壇を神々しく照らしだす。

　脳天から足先までを雷の奔流に打たれた切除器官ラスタライザ。その体表はところどころが黒く炭化し、翼はなかばへし曲げられた姿へ。

『拘束』

「っ!?　まだ動けるの……！」

　確実に損傷している。だが怪物は止まらない。痛みを感じないのか生命力がデタラメなのか。その跳躍も勢いを落とすどころか加速し──

『捕まえた』

　くるん、と切除器官ラスタライザの首に真っ青な腕が絡みついた。

　カイとリンネ。その両者に意識を割いたあまり、怪物は真後ろに忍び寄った粘状生物スライムに気づかなかった。

『離れて』

　二人の返事も待たず、六リク元ゲン鏡キヨウ光コの右腕が爆はぜた。何百という粘液群の飛沫しぶきが、異形の全身へとこびりつく。それらが光を放ちだし。

　──万ばん象しよう鏡きよう化か『雷』──

　雷の大花が咲いた。

　カイが後ずさり、リンネさえ息を呑のむ怒ど濤とうの放電が大気を焦こがす。

　……雷光花ウイル・オ・ウイスプの放電!?












　……これも自分の粘液群からだを燃料にして発動する聖霊族の法術か。

　威力は雷光花ウイル・オ・ウイスプの比ではない。上位悪魔の破壊法術に劣らぬ、いやそれ以上の凄すさまじさ。そして何より厄介この上ない。

　……もし俺が法術を浴びる側だったら。

　……世界座標の鍵コードホルダーでも斬れないんじゃないか？

　なにしろ法術の発生源が、無数に飛び散った六リク元ゲン鏡キヨウ光コの粘液群なのだ。百や二百ではない細胞片からの放電など、すべて切断するというのは不可能だろう。

　レーレーンの霊装『七しち姫ひめ守しゆ護ご陣じん』でも結果は同じ。

　法術を同時に七つまで防ぐ衣でも、この何百という雷の集約は防ぎきれまい。

『つかれた』

「六リク元ゲン鏡キヨウ光コ!?　お前……」

『身体からだ、使いきった。もう無理』

　雷が止やむ。

　視界を覆おおう光が収まった後に、祭壇上の青い粘状生物スライムは一回り小さい姿になっていた。

　リンネほどの背丈だったはずが小柄なレーレーンよりも小さく。

　これが聖霊術式の、対価。

『ラースイーエと戦ったせいで身体が少ない。雷もこれっぽっち』

「これっぽっちには見えなかったけどな」

　祭壇上の切除器官ラスタライザ。

　異形の身体がぐらりと崩れ、膝をつく寸前でかろうじて踏みとどまっていた。

『……損傷……「扉」ノ隠いん蔽ぺいニ……支障……』

　光の亀裂。

　頭上に生まれた光の筋が、神々しき扉を形成したのはその直後だった。

「カイ見て、扉が!?」

「隠蔽ってのはそういうことか」

　異空間からの出口は最初から祭壇にあった。それをこの怪物が隠していたのだ。

「リンネ出るぞ。六リク元ゲン鏡キヨウ光コ、あの扉だ！」

『……身体が重い……』

　姿を保つのさえ苦しいのか、下半身が人間の足ではなく不定型な粘状生物スライムへ。

「動けるか？」

『……行ける』

　再び人間の足を形成。が、聖霊族の英雄が走りだすことはなかった。光の扉の前に立ちふさがる切除器官ラスタライザ。

　その口が、嗤わらった。




〝『世界■■』覚醒。切除器官ラスタライザの『上書き』を実行する──〟




　カイの凝視する先で、異形の少女をとりまく空間が捻ねじれていく。虚空に生まれた黒渦が損傷した全身を包みこんでいく。

　黒渦が収束。

　空間の捻れが収まり、何もかもが無かったかのように静寂が満ちていく。

『完了』

　姿が修復された切除器官ラスタライザ。

　まるで時間が巻き戻ったかのように。身体からだには傷一つ見あたらない。さらに背後では、開きかけていた光の扉が閉まっていく。

「ウソ！……な、何あれ。傷が治ってる!?」

『再生。それにしても早すぎる』

「違う」

　カイがそう悟るのに時間は要らなかった。

「上書きだ。アイツそのものを新品同然に上書きしやがった！」

　主しゆ天てんアルフレイヤを変へん貌ぼうさせた力。

　それを自らに施すことで、夥おびただしい損傷ごと全身を書き換えたのだ。結果、時間が逆流したかのように何もかもが無に帰した。

　しかも一度きりではない。おそらく何度でも同じ能力で復活できるだろう。

「こいつ、不滅同然だっていうのか……！」

『カハッ』

　切除器官ラスタライザの奇怪な嘲笑。

　その両手に濃こ紫むらさき色の光が灯ともり、禍まが々まがしき法術円環を描きだす。

『再現禁呪・降魔ノ仮面』

　白亜色の祭壇の床一面に生まれる古代魔デーモンの顔。カイとリンネと六リク元ゲン鏡キヨウ光コの足下で、古代魔デーモンの顔がゆっくりと口を開いていく。

　……何だこれは!?

　……悪魔の法術？　いや、こんなのは五種族大戦でも記録されてない。

「逃げてカイ、呪じゆ詛そに呑のまれる！」

　悪魔の顔が、怪しく輝く。

　その輝きに照らされる刹那、カイはリンネと共に祭壇から跳んでいた。十数段の階段を一気に飛びおりて石の通路へ。

　一瞬遅れて六リク元ゲン鏡キヨウ光コも後方へ着地。

　その腹部を、先回りした切除器官ラスタライザの右手が貫いた。

『聖霊族ヲ捕獲』

『っ!?』

　身体からだを串刺しにされたところで粘状生物スライムの身体に損傷はない。だが六リク元ゲン鏡キヨウ光コの動きを縫い止めるには十分。

『無座標化ゼロコードヲ──』

「させると思うか？」

　剣けん閃せん。

　世界座標の鍵コードホルダーの輝きが、六リク元ゲン鏡キヨウ光コを貫く腕をいともたやすく断ちきった。蛇のような鱗うろこまみれの腕が、冷たい石の床を転がっていく。

「三度目だ。いい加減イヤでも覚えるさ！」

　冥めい帝ていヴァネッサ、主しゆ天てんアルフレイヤ、そして今。

　シドの記憶を得た英雄たちに襲いかかる。その行動原理を把握していれば、構えることは難しくない。

『……助けられた？』

「今はお互い様だ。それより退ひけ！　どうせコイツの腕はすぐ再生する！」

　床に落ちた腕がみるみる萎しぼんでいく。

　砂漠の砂のように細かい砂さ塵じんとなった己おのれの腕を見下ろす切除器官ラスタライザが、何事もなかったかのように右肩を天へと掲げる。

『上書キヲ──』

　具現化していく右腕。

　トカゲのように生えるのではなく、虚空から新品の腕が現れて肩へと繋つながっていく。

『完了』

「ああ、そうだと思ったよ！」

　奥歯を噛かみしめ、シドの剣を持つ手に力をこめる。

　……こいつを倒せないと異空間から出られない。

　……そして求められるのは一撃必殺。

　上書きの余裕も与えない大打撃で無力化させる。リンネと顔を見合わせ、無言で首肯。六リク元ゲン鏡キヨウ光コもそう覚悟したことだろう。

　が。

　カイと切除器官ラスタライザ。互いの「計算外」が生じたのは、その時だった。

「え？」

　ぼとん、と。

　祭壇に続く階段の前で、今まさに飛びかかろうとした切除器官ラスタライザが動きを止めて床を見る。上書きして再生したばかりの右腕。

　それが先と同じように落下して、砂へと還かえっていくではないか。

『？』

　異変に気づいた切除器官ラスタライザが、再び右肩を空へと向けた。

『上書キヲ──』




〝改竄は許さない〟

〝世界座標の鍵コードホルダーは運命を斬る。切除した運命の「上書き」を許しはしない〟




　その刹那に。

　世界座標の鍵コードホルダーから響く祈神アスラソラカの声を耳にしたのは、カイ一人だったことだろう。

　──発動しなかった。

　リンネと六リク元ゲン鏡キヨウ光コの雷を浴びた際の「上書き」が、発動しない。誰もが呆ぼう然ぜんと状況を見守るなか、切除器官ラスタライザの背後で再び光の扉が開いていく。

　墓所へと続く出口が。

「すごい!?　カイがやったの！」

「いや俺は何もしちゃいない……だけど……」

　陽光色に輝くシドの剣。

　この剣が「運命を斬る」ことは知っている。だが切除器官ラスタライザの傷が再生しないことまでは、カイさえ想定していなかった結果だ。

　切除器官ラスタライザは、運命を上書きして「傷を無かったことにする」。

　だが世界座標の鍵コードホルダーは、まさに運ソ命レを根本から切除する剣である。それは冥帝ヴアネツサ戦、主天アルフレイヤ戦でもわかっていたことだ。

「……俺は、勘違いしてたのか？」

　シドはこの剣で五種族大戦に勝利した。

　だから世界座標の鍵コードホルダーは四種族の英雄に対する切り札と、そう自カ分イは認識していた。だが真実は違う？

　この剣が別史にある理由。

　シドが、悪魔の墓所にこの剣を保管していた真の理由は──

「まさか切除器官ラスタライザへの切り札だったのか!?」

　世界の運命を「上書き」する神のごとき力。だが世界座標の鍵コードホルダーは、運命そのものを斬ることで改かい竄ざんを無効化する。

　……運命の改竄を許さない？　それって、まさか。

　……あの世界輪りん廻ねも。

　すべての歴史が上書きされて、あらゆる種族が正史の記憶を失った。なぜ自カ分イだけは記憶を保つことができたのか。

　……俺が初めてシドの剣を見つけたのは十年前だった。

　……悪魔の墓所に転落した時だ。

　無数の悪魔たちに取り囲まれて。

　襲われる直前に、無我夢中で世界座標の鍵コードホルダーにしがみついたのは覚えている。あの時、確かに世界座標の鍵コードホルダーに触れていた。

　思いつくのはソレしかない。

　初めてシドの剣に触れた十年前から。

　カイは、シドの剣の新たな主と認識されていた。




　──世界座標の鍵コードホルダーが、主カイを守ったのだ。




　世界輪りん廻ねによる改変のさなか。

　自カ分イだけは、世界規模で運命が「上書き」される事象から免れたのだ。世界座標の鍵コードホルダーが、運命の改かい竄ざんを許さなかった。

　……世界座標の鍵コードホルダーは、五種族大戦を終わらせるだけの剣じゃなかった。

　……世界輪廻に抗あらがうために、シドはこの剣を隠していたのか!?

　なぜシドが後の世界輪廻を預言できたのか。

　その理由はまだわからないが、この剣ならば運命の改竄とも戦える。

『シドは敵。世界座標の鍵コードホルダーに恨みもある』

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コの悩ましげな表情。

『その剣を心強く思うのは、鏡キヨウ光コはちょっと悔しい』

「まだこっからだけどな」

　無言で切除器官ラスタライザを睨にらみつける。

「攻撃が通じるようになっただけだ。……事態はまだ好転してない」

　不死身の相手を突破する糸口は見つけた。それは同時に、この怪物を本気にさせたことを意味する。

『────ユルサナイ』

　壊れた人形のような表情で、異形の少女がぼそりと呟つぶやいた。

『再現禁呪・降魔ノ仮面』

「さっきの法術か!?」

　床からせり上がってくる古代魔デーモンの顔。

　さっきは広い祭壇だったが今は狭い回廊だ。逃げ場がない。

「リンネ、祭壇まで駆け上がれ！」

　再び祭壇へ。リンネは宙を舞い、カイは一段飛びで階段を駆け上がる。その足並みから一歩出遅れたのが六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。すぐ背後に切除器官ラスタライザが迫ってきている。

「手を伸ばせ！」

　祭壇からカイが手を差しのべる。

　その意を察した六リク元ゲン鏡キヨウ光コが手を振りあげた。粘液でできた腕をゴムのように伸ばし、十メートル以上離れた祭壇上のカイの手を握りしめる。

「縮め！」

　伸びきった腕が反動で一気に収縮。その反動力で、六リク元ゲン鏡キヨウ光コの身体からだが床から浮いた。今まさに襲いかかってきた切除器官ラスタライザの手を振りきって祭壇へ。

　──そう思った。

　カイも。そして怪物の手から逃れた六リク元ゲン鏡キヨウ光コさえも。

『権限開放』

　切除器官ラスタライザが手を伸ばす。

　祭壇へと飛び上がる六リク元ゲン鏡キヨウ光コには紙一重の差で届かない。だが。




〝上位能力『種族改竄オルタコード』、使用ヲ許可スル〟




　雪のように白く華きや奢しやな左腕。

　その指先が掴つかみ取ったのは六リク元ゲン鏡キヨウ光コの「影」。床から板を引ひっ剥ぺがすように、触れるはずのない影を掬すくいとる。

「なっ!?」

『痛いっ』

　その悲鳴にカイは耳を疑った。

　痛い？　聖霊族の英雄が痛いと叫んだのか？

　粘液群の肉体に痛みを受容する器官はないはずなのだ。切除器官ラスタライザの腕に貫かれても反応一つなかった六リク元ゲン鏡キヨウ光コが？

『やられた』

　祭壇に着地した真っ青な少女が、床に膝をつく。

『命を奪われた』

「……何だって」

　祭壇を昇ってくる異形の怪物。

　その指先に掬いとられた六リク元ゲン鏡キヨウ光コの影だったものが、カイとリンネが固唾かたずを呑のんで見つめる先でみるみる肥大化し、蠢うごめきだしたではないか。

　黒い影が禍まが々まがしい斑まだら模も様ように。

　アメーバのように蠢うごめきながら、見覚えのある少女の姿へと変へん貌ぼうしていく。

　──聖霊族の英雄「霊れい元げん首しゆ」六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。

　だが体表は海色ではなく、斑模様からなる毒々しき色合いだ。粘液でできている身体からだも、山や羊ぎのように拗ねじくれた角が何本も生えている。

『忌々しい』

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コの声に、凄すごみが混じった。

　生まれたばかりの自分の贋がん作さくを睨にらみつけながら。

『鏡キヨウ光コへの挑発じゃない。これは聖霊族そのものへの冒ぼう涜とく。今、世界で一番嫌いなものがシドからコイツに取って代わった』

　改造された命。

　……六リク元ゲン鏡キヨウ光コの言葉が正しいなら。

　……奪いとった他種族の命を材料に、こんな気味悪い生命に造りかえたのか！

　他者の存在そのものを「上書き」する能力。

　神に等しい。いや、神であっても許されざる背徳の力だ。

「本当に何なんだこのバケモノは……」

「わたしもすごく嫌い」

　恐怖に震える喉で、押し殺した声のリンネが二の句を継いだ。

「理由はわからないけどすごく嫌い。見てるだけで心がゾワゾワするの」

「ああ」

　一方で、幻獣族の英雄ラースイーエの謎が深まる。こんな怪物をどうやって飼い慣らし、そして何を企たくらんでいるのか。

『……私ハ、「霊元首」六リク元ゲン鏡キヨウ光コ』

　おぞましき色の粘状生物スライムが、よろよろと千鳥足で近づいてくる。

『ソノ化身アバター』

　粘液群が蠢いた。

　人間はおろか戦車さえ覆おおい包む高さの肉壁となって、押しつぶそうと迫ってくる。

　──標的は自カ分イ。

「カイ!?」

「俺に構うなリンネ、前を見ろ！」

　カイが目にしたのは、空中のリンネめがけて翼を広げる切除器官ラスタライザの挙動だった。

　飛ぶのではなく跳ぶ。地上から撃ちだされた砲弾のごとき勢いで、リンネめがけて跳びかかる。

　……切除器官ラスタライザが再生できない傷は、俺の世界座標の鍵コードホルダーで与えた傷だけ。

　……だから俺との戦闘は徹底的に回避する。そういうことか！

　カイとの戦闘を六リク元ゲン鏡キヨウ光コ・変アバターに命じる。

　切除器官ラスタライザ本体は、リンネが人カ間イに加勢できないよう妨害。恐ろしいほどに戦術的だ。

『危ない人間。燃える』

「ぐっ!?」

　──万ばん象しよう鏡きよう化か『火』──

　斑まだら模も様ようの粘状生物スライムが、発火。

　迫りくる肉壁がマグマのごとく煮えたぎり、噴火。あたり一面に灼しやく熱ねつの炎を撒まき散ちらす。

「同じ能力まで！」

『不幸中の幸い。鏡キヨウ光コが弱まってたから助かった。奪われた命が小さかったから、この炎もとても小さい』

　カイと同じく熱波から逃げる六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。

『足下に伸びてきてる』

「承知だ」

　カイの足下に伸びてきた粘状生物スライムの触手を、跳び下がり際に世界座標の鍵コードホルダーで斬りつける。切断された粘液群が消滅。

　だが六リク元ゲン鏡キヨウ光コ・変アバターの動きに変化はない。

　……切り落としても意味がない。

　……そうか。粘状生物スライムにとっちゃ世界座標の鍵コードホルダーもただの鋭い剣でしかないわけだ。

　亜竜爪ドレイクネイルの火薬ならば話は違っただろう。

　聖霊族や幻獣族のような相手には、世界座標の鍵コードホルダーよりも単純な破壊力で勝る銃剣の方が有効ということだ。

「アレはお前自身なんだろ。何かいい手はないのか。核の位置は!?」

『他種族おまえに教えることはできない』

「……っ。それはそうか」

『教えない理由はもう一つある。そもそも鏡キヨウ光コと同じ位置に核があると思えない。もう別種族だと思った方がいい』

　正論だ。

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コにさえ核の位置がわからないとすれば、六リク元ゲン鏡キヨウ光コ・変アバターもまた切除器官ラスタライザとは別の意味で不死身に近い。

『でも鏡キヨウ光コは一つ気になっている』

「何を」

『なぜ切除器官アイツは、鏡キヨウ光コたちを異空間ここに隔離し続けている？　レーレーンという蛮神族や人間たちを外に放りだしたのに』

「俺たちを狙ってるからだろ。ジャンヌたちがいれば面倒だから」

『違う』

「え？」

『鏡キヨウ光コも最初はそう思った。だけど違和感がある』

　聖霊族を束ねる英雄は、断言した。

　目の前に立ちはだかる六リク元ゲン鏡キヨウ光コ・変アバターを指さして。

『種族改竄オルタコードの能力があれば数の差は不利にならない。切除器官アイツにとって手駒を増やす標的が増えるだけだから』

「……確かにな」

　ここにジャンヌやレーレーンが残っていれば、彼女たちも種族改竄オルタコードの標的になっていただろう。異形の化身アバターが新たに生まれ、戦闘はさらに激化していた。

「切除器官アイツが異空間ここに拘こだわるのは別の理由があるってことか？」

『だけどその理由は鏡キヨウ光コもわからない』

「──いや」

　それだけで十分だ。

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コの読み解いたヒントさえあれば、思いあたる節がカイにはあった。

『わかった？』

「ああ、感謝する！」

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コは知る由もない。

　だが冥帝ヴアネツサ戦を経験しているカイにとって、六リク元ゲン鏡キヨウ光コの推察からもたらされた糸口は、十分すぎるほどに大きかった。

「冥帝ヴアネツサが戦った切除器官ラスタライザは再生しなかった！」

『……あ』

「そういうことだ」




〝主天アルフレイヤの犬ごときが、余の首を取れると驕おごったか〟

〝冥めい帝ていヴァネッサの抵抗値上昇？　想定外の法力。無座標化ゼロコードの完結まであと──〟

〝四散せよ〟




　冥帝ヴァネッサを襲った切除器官ラスタライザは、その怒りに触れて返り討ちにされた。

　それが答え。

「アイツが身体からだを『上書き』できるのは、この異空間だけだ！」

『もしくは鏡キヨウ光コの化身アバターが異空間ここでしか生きられないか。いずれにせよ鏡キヨウ光コたちがここで戦うことに利点がない』

「同感だ。……けどどうする？」

　祭壇の頭上では、空を舞うリンネと激しく衝突する切除器官ラスタライザの姿がある。

　カイの世界座標の鍵コードホルダーで切断した右腕は修復していない。切除器官ラスタライザが損傷を受けたことで、この異空間の外に通じる光の扉も具現化した状態だ。

　……扉が浮かびあがってる今なら脱出は難しくない。

　……だけど倒すなら、外に逃げる俺たちをアイツが追ってこなきゃ意味がない。

　異空間から邪魔者をすべて排除した。

　切除器官ラスタライザからすれば、それで最低目標は達成したことになるだろう。「上書き」能力が効かない外まで追ってくる可能性は低い。

『鏡キヨウ光コたちが逃げて墓所までおびき出す。それで倒せばいい』

「おびき出すって？」

　どうやって。

　そう尋ねる前に、真っ青な少女が床を蹴って駆けだした。

『こうするの』

　祭壇の中央へ──

　石化した主天アルフレイヤを拾い上げる。

『[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッッ！』

　異形種の少女が、声という次元を越えた咆ほう吼こうを上げた。飛びかかろうとしたリンネには目もくれず、主天アルフレイヤを抱えた六リク元ゲン鏡キヨウ光コを睨にらみつける。

『やっぱり像コレが大事みたい。凄すさまじい怒り……大気が怯おびえてる……』

「リンネこっちだ早く！」

「う、うん！」

　光の扉へ。

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コに続いて、リンネと同時にカイは飛びこんだ。光の輪の向こうへ。




　黒の墓所内部・正面扉付近──




　一瞬、光の眩まぶしさに目を閉じて。

　再びまぶたを開けたその直後に、カイはリンネと共に、硬質な黒の床へと着地していた。ひやりと冷たい風が頬ほおを撫なでていく。

「ここは、もう墓所の中か」

　あまりに急激な空間転移に、すぐには状況の認識が追いつかない。

　真っ暗闇。

　七色の光に満ちた異空間と比べれば、わずかな発光石しか明かりのない此こ処こは、無明の闇も同然だ。

「戻ってきた！……え、でもここ違う？」

「俺たちが入った場所じゃないな。だけどとにかく走るぞ！」

　背後に感じる新たな気配。

　と同時に、身の毛もよだつ雄お叫たけびが墓所にこだました。人間の声でも獣の声でもない。この世ならぬ異形の咆ほう吼こうが。

「やっぱり追ってきたか！」

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コの閃ひらめきが正せい鵠こくを射ていたのだ。

　蛮神族の英雄が、あの異空間に隔離されていたことには何か理由がある。そして今、切除器官ラスタライザはその証拠を奪い返そうと激げつ昂こうしている。

　目撃者じぶんたちを抹消した上で、だ。

「カイ!?　アイツの姿が……！」

　リンネの悲鳴。

　光の扉から異形の少女が這はい出てくる。ふり返り、カイは喉の奥の声が凍りついた。

　──異形進化。

　その額に、宝石と見み紛まがうばかりに爛らん々らんと輝く第三の眼。

　口が耳まで裂けて、そこから覗のぞくのは鋭利な牙。エルフのように白く華きや奢しやだった左腕も爆発的に肥大化し、獅し子し王おうの腕よりも太い。

　……もう種族改竄オルタコードとかそういう悠長なことをする気はなさそうだな。

　……純粋な破壊のための形態だ。

　目の前の敵すべてを破壊しつくすまで止まらない。

『外まで逃げる』

　主天アルフレイヤの像を担いだ六リク元ゲン鏡キヨウ光コが、暗い通路の先を駆けだした。

『エルフの臭においがする』

「カイ、向こうから光が差してる！　きっと出口！」

　翼で天井すれすれを飛ぶリンネ。

　続いて六リク元ゲン鏡キヨウ光コと並んでカイが通路を駆けぬける。わずか数秒を隔て、後ろを猛烈な速度で追いかけてくるのが異形の少女。

　ズンッ、という異様な足音。

　地響きの規模は巨獣ベヒーモスにも劣らない。リンネほどの体格しかないのに、だ。

「リンネ、まだか！」

「あとちょっと！　太陽の光がすぐそこに差しこんでるから！」

　十字路を右折。

　最後尾の六リク元ゲン鏡キヨウ光コが通路を曲がったとほぼ同時に、黒の隔壁が音を立てて砕けちった。

『──何ど処こヘ行ク？』

　壁を破壊した怪物が、最短距離を突きすすんでくる。

「カイ、早く！」

「リンネ先に飛べ！　六リク元ゲン鏡キヨウ光コ、早──────…………っ!?……」

　床を転がる像。抱えていた主天アルフレイヤを放りだした聖霊族の英雄は、その場にぼんやりと立ちつくしていた。

『つかれた』

　その言葉は。

　まさしく使いはたした命の、最後の一滴。カイにはそう思えた。

『もう少しで出口。石ソ像レ、持っていくといい』

「────待て、六元────────────」

　手を伸ばそうとして。

　カイは、大天使の像と共にまとめて薙なぎはらわれていた。他ならぬ六リク元ゲン鏡キヨウ光コが伸ばした触手の鞭むちで。

　わずかでも此処から遠ざけるために。

『捕獲』

　不気味なまでに膨れあがった腕が、蛮神族の英雄を鷲わしづかみにして持ち上げた。

　握りつぶす勢いで締めつけて。

『無座標化ゼロコードを執行。英雄・六リク元ゲン鏡キヨウ光コの『記録コード』を世界から切除する』

『…………』

　その瞬間に。

　真っ青な少女が紡いだ言も霊のを、カイは確かに聞いていた。




　──万ばん象しよう鏡きよう化か・終演『光』──




　白夜のごとき輝きが。

　息すら詰まる衝撃が。

　墓所の隔壁すべてを伝ってこだまする轟ごう音おんが。

　真っ青な少女の体内から膨れあがり、破裂し、大いなる光の嵐となって切除器官ラスタライザを巻き込み、墓所の内部に吹き荒れた。

　隔壁であったものがドミノ倒しのように転倒し、砕ける破壊力。

　──蛍ほたる火び。

　光の色も光具合も違うはずなのに。

　その儚はかなさは、命を灯ともして舞う虫のソレを想おもわせた。

「…………」

　ぴちゃ。

　カイの頬ほおに付着したものは、もはや原形を留とどめず千ち々ぢの欠片かけらとなって破裂した粘液群。聖霊族の英雄の肉体を構成していた残ざん滓したち。

　床に。天井に。

　カイの頬や服にこびりついた海色の欠片。

「…………何なん……だよ……」

　切除器官ラスタライザもろとも閃せん光こうとなって消滅した。

　聖霊族は人間の敵。

　聖霊族の英雄は、ユールン連邦における最大の脅きよう威いである。それは正史も別史も共通の真実だ。六リク元ゲン鏡キヨウ光コ自らも、いまだシドを憎んでいると言っていたではないか。

　そう。敵なのだ。

　間違っても味方などではない。

　…………

　………………そのはずなのに。

　自分が感じている猛烈な喪失感はいったい何だ。

　喉が痛みを感じるほどカラカラに渇き、額から伝う冷たい汗が止まらない。胸の動どう悸きが痛いほどに早まっていく。

「カイッッッ！　いたよ、ジャンニャと真っ平らがいた！」

　リンネの呼び声に、はっとふり返る。

　曲がり角の向こうから差しこむ陽。その日ひ射ざしを背に浴びながら、息を切らせて現れたのはジャンヌとレーレーン。

「カイ、無事か！」

「早くこっちへ来い……っ、主天アルフレイヤ殿!?　それに何じゃこの異様な法力は。いったい何があった！」

　墓所内部に渦巻く膨大な気流は、六リク元ゲン鏡キヨウ光コの爆発時のもの。

　その力を感じとったレーレーンが青ざめる。しかしすぐに我に返るや、奥に転がっていた石像へと駆けよって。

「ぐっ。何という重さじゃ。ジャンヌ、主天アルフレイヤ殿を運びだすゆえ手を貸してくれ」

「待て。カイ、あの怪物は!?　無事に逃げきれたのか？」

　警戒を孕はらんだ面持ちでジャンヌが通路の奥を見つめる。

　二人はまだ知らない。

　不滅の切除器官ラスタライザを倒すため、主天アルフレイヤの像を囮おとりにして異空間の外までおびき寄せたこと。拘束された六リク元ゲン鏡キヨウ光コが怪物もろとも自爆したことも。

「カイどうした？」

「……いや大丈夫、とにかく外へ出よう。俺は平気だから」

　光の差す方へ。

　そこに、何十人という傭よう兵へいを引き連れた獅し子し王おうバルムンクの姿もある。

「お前たちも無事か！　全員、走れ。外へ脱出を────」

　カラッ

　小石が瓦が礫れきの上を転がる音が、した。

　続いて奇妙な唸うなり声。

　雄お叫たけびのような嘲笑のような。そんな奇怪な響きが轟とどろいて、ジャンヌやレーレーン、そして獅子王と傭兵たちが一斉に目をみひらいた。

　……まさか。

　……だってアイツは……六リク元ゲン鏡キヨウ光コの自爆を浴びて…………

　ふり返る。

　影だまりになった通路の奥。墓所の正面扉から差しこむ光に照らされて、そこに蠢うごめくものの姿が露あらわになった。

　──異形の少女。

　全身が焼やけ爛ただれ、奇妙な体液を撒まき散ちらしながら、その眼光に滲にじむ殺意は微み塵じんも薄れていない。

「正真正銘のバケモノか！」

　霊光の騎士ジャンヌが吼ほえた。

　それは怪物に告げたものではなく、初めて見る異形に恐れおののく部下を鼓舞するためのものだろう。

「カイっ、奴やつがここまで追ってきている！」

「……わかってる」

　世界座標の鍵コードホルダーを握りしめる。

　あの怪物には誰一人として近づいてはいけない。無座標化ゼロコードで存在を消去されるか、あるいは種族改竄オルタコードで命を奪われて異形種が誕生するか。

　その最中に。

「バルムンク指揮官、装そう填てん完了しました！」

　一人の傭兵が墓所の入り口に飛びこんできた。

「撃てます！」

「皆、伏せろ。このバケモノにとっておきをくれてやる！」

「──カイ、リンネ。屈かがめ！」

　何だ？

　事態が飲み込めぬまま、カイは床に押し倒された。

　カイはジャンヌに。リンネはレーレーンに抱きつかれる恰かつ好こうで床に倒れこむ。その場で、仁王立ちに構えているのは獅し子し王おうただ一人。

　切除器官ラスタライザへ、指を差し向けて。

「光栄に思うがいいバケモノめ。我が連邦が、対英雄のために開発した決戦兵器だ」

『ッ？』

「生体焼滅砲、撃て！」

　獅子王の咆ほう吼こう。

　そして砲弾は、弾丸の姿をしていなかった。

　──光レ線イ。

　炎でも弾丸でもない。

　反射と増幅をくり返して極限圧縮させた光レ線イにより、鋼鉄だろうが岩だろうが焼き切る極めて鋭利なレーザーを射出する。

　それが、墓所の扉を貫通して切除器官ラスタライザを撃ちぬいた。

「なんと……！」

　ジャンヌ、そして花琳フアリンが漏らすのは感嘆の溜ため息いきだ。

　見たことがない。凄すさまじく強固な墓所の壁をも切断する光レ線イは、ウルザ連邦では実現に至っていない研究である。

　……レーザーブレード!?

　……人類庇ひ護ご庁でも未開発の兵器をここまで実用化させたのか！

　墓所の外壁さえ切断する破壊力。

　その切れ味を垣かい間ま見みて、カイは全身が粟あわ立だつのを自覚した。五種族大戦の終わった正史でさえ構想段階。

　莫ばく大だいな予算と研究費がかかることで、開発が事実上打ち切られた代しろ物ものだ。

「信じられん。よもや人間の兵器でこれほどの……！」

　絶句するエルフの巫み女こ。

　隣で屈かがんでいるリンネさえ、ぽかんと口を半開きにして光レ線イの痕あとを見つめている。

「一砲一発つかいきりだ。砲台が過熱してガラクタ同然になるのが難点だが、威力はご覧のとおり」

　野性味あふれる笑みの獅子王。

「聖霊族のための兵器だが、あれほどの怪物だ。出し惜しみはできまい？」

「……驚いた。これもバルムンク殿の指揮か」

「俺は製作許可を与えただけだ。ジャンヌ殿、互いに部下には恵まれたな。さあ皆、外へ出ろ。破壊した扉の石材がいつ崩れてくるかわからんぞ」

　扉の外から手招き。

「ほれチビ。早く来い」

「誰がチビじゃ！　主ヌシこそ、ワシが大事に抱えておる像が見えぬか。これほど重たいと、外に運びだ────」




『…………何ど処こヘ行ク？』




　ずんっ、と暗い迷宮の奥から響く足音。

　その怨念は、聞く者すべてを震わせる殺意に満ちている。

「なにっ！」

　陽光に照らされる切除器官ラスタライザ──

　崩れた瓦が礫れきを押しのけて這はい上がってくる異形種の少女を前に、バルムンクが今度こそ喉を嗄からして叫んだ。

「間違いなく直撃した。奴やつは元より手負いだぞ。まだ息があるというのか……！」

　なぜ倒れない。

　なぜ生きている。

　理屈などない。この怪物は元から人じん智ちを越えた存在なのだ。あえて言うならば。

「それが、お前の執念か」

「待ってカイ!?」

　制止するリンネの声を突きやぶって、カイは黒の床を全力で蹴りつけた。

　西日の差しこむ墓所内部──

　照らしだされた異形の少女はもはや原型を留とどめないほどに全身が爛ただれ、焦こげつく黒い煙をまとっている。

　──六リク元ゲン鏡キヨウ光コの自爆を浴びて。

　──ユールン人類反旗軍レジストの決戦兵器を受けても、それ以上の殺意で向かってくる。

　あと一撃。

　恐らく、あと一撃なのだ。それでこの怪物は朽ち落ちる。

　だが。

　その決定打を受けるまでは絶対に倒れない。これを執念と呼ばずに何と呼ぶ。

「何が何でも俺たちを帰さない。そうだろ」

『────』

　切除器官ラスタライザが跳んだ。

　焼け爛れた全身のなかで、唯一、いまだ雪のように白く傷一つない巨腕を振りあげて。カイの脳天めがけ叩たたきつける。

　対し、カイも世界座標の鍵コードホルダーを振りあげる。

　巨腕と切っ先。その二つが衝突する音が響──────かなかった。

「っ、ぐ!?」

『……世界座標の鍵コードホルダー』

　頬ほおまで裂けた口から漏れる、怨えん嗟さ。

　カイが振りあげた刃やいばを巨腕で握りつかみながら、異形の少女が嗤わらう。

『世界座標の鍵コードホルダーヲ捕獲シタ！』

　運命を断つ刃。

　切除器官ラスタライザが唯一恐れるこの剣を奪おうと、猛烈な膂りよ力りよくでもって押し寄せる。

『ソノ剣ヲ、奪──────』

「量産型だ」

『ッ!?』

「お前が握ってる剣をよく見てみろ」

　汎用型強襲銃剣「亜竜爪ドレイクネイル」。

　シドの剣ではない。切除器官ラスタライザが掴つかんでいたのは黒の剣。世界座標の鍵コードホルダーの憑ひよう依いが解かれ、無骨で機械的なフォルムの剣へと置き換わっていた。

　異形の少女が掴んで離さない刃。

　その切っ先に、火花が灯ともった。

「──略式ドレイク弾」

　零ゼロ距離発破。

　亜竜爪ドレイクネイルの刃から生じた爆風が切除器官ラスタライザを焼きはらい、通路の壁へと叩たたきつけた。

　だが倒れない。それはわかっている。この程度の発破では、何百発あててもこの怪物の執念を断ちきることはできないと。

「いくぞ」

　亜竜爪ドレイクネイルを携え、駆ける。

　壁に叩きつけられながらも身を起こす異形の少女は、もはや足もおぼつかない。今のように刃を受けとめる余力も既にない。

「今度こそ終わらせるさ。決着だ、怪物」

『ひっ』

　切除器官ラスタライザが、嘲笑。

　墓所の床に乳白色の光が灯ともり、複雑怪奇な法術円環を描きだす。それを一目見るなり、リンネが声を嗄からせて悲鳴を上げた。

「罠わな!?　だめ、カイ止まって！　ソイツ、そこに起動型の法ワ術ナを敷いてる！」

『再現禁呪・熾し天てんノ仮面』

　黒の石材でできた床に浮かびあがる、真っ白い光の模様。

　それが、奇怪な天使の顔へと変へん貌ぼうしていく。

　……さっきの法術の亜種!?

　……悪魔の顔じゃなくて、今度浮かびあがるのは天使の顔か！

　蛮神族の法術？　今度はどんな攻撃なのか。リンネが叫ぶ以上、間違いなく危険極まりない代しろ物もののはず。

「くっ……！」

　浮かびあがる天使の顔。

　その一歩前でギリギリ踏みとどまろうとしたカイへ。

「臆するな。走れ！」

　淡い七色の衣が、その左腕に覆おおい被かぶさった。

　七しち姫ひめ守しゆ護ご陣じん──

「跳べ！」

　レーレーンの咆ほう吼こうに押されるまま床を蹴る。

　浮かびあがる天使の顔を飛びこえる。その真下から浮かびあがった光が、カイの全身を灼やき尽くさんと襲いかかる。

　──その法具に意味はない。

　切除器官ラスタライザは看破していた。

　霊装は、エルフの強大な法力があって初めて意味をなす。

　法力を持たぬ人間には扱えない。たとえ、人間が命をふりしぼって起動させたとしても効果は微弱。この禁呪を防ぐことはできない。

　カイの腕に霊装をまとわりつかせたのは、あくまで虚こ仮け威おどしに過ぎないと。

『天罰ノ光』

「弾はじき消せ！」

『────！』

　切除器官ラスタライザの笑みが凍りついたのは、その時だった。

　カイの左腕に巻きついていた七なな単ひとえの衣が起動したのだ。美しい軌跡を描きながら拡ひろがり、盾となって光の放射を受けとめる。

「法力が無いから起動しない。そう思ったのか？」

　天使の顔が浮き上がる床を飛びこえて。

　カイは、無防備な切除器官ラスタライザの頭上めがけ跳んでいた。

『ッッッッ!?』

「主バケモノ、ちと蛮神族ワシを舐なめすぎたの」

　エルフの巫み女こ。

　彼女の調合する霊薬は、本来ならば人間には強すぎるほどの作用をもつ。人間が飲めば、劇的な効果とともに強烈な副作用を及ぼすだろう。

　その副作用の一つ──

　エルフの法力を帯びた霊薬は、人間に、一時的な法力を宿らせる。

　……人お間れに法力がないなら強制的に補ってやればいい。

　……偶然の産物だけどな！

　左腕の傷を癒いやすための霊薬。それが、カイに強力な法力をもたらしたのだ。だからこそ七しち姫ひめ守しゆ護ご陣じんが起動した。

「切除器官ラスタライザ。お前は、正史の経緯いきさつを知ってるんだろ？」

　だから世界座標の鍵コードホルダーを警戒した。

　裏を返せば、恐れるのはそれだけだと理解していたのだろう。人間はおろか、蛮神族の法具も恐るるに足りないと見下していた。

　だからこそ──

　エルフの霊薬を与えられた人カ間イは、その想定を凌りよう駕がした。

　人間のためにエルフが霊薬を作ることは、正史では起こりえなかった事だから。

　人間の武技と蛮神族の叡えい知ち。

　その統合は、かつて五種族大戦のシドさえも実現していない。歴史上ありえないはずの多種族の力の連携。

　それが、この上書きされた世界で。




　正シ史ドを知る少年が、正シ史ドを一瞬ながらも凌駕した──




　真に警戒すべきは五英雄ではなく。シドの剣でもない。

　そのことに、異形の怪物は気づかなかった。

「二発だ」

『ッッッッッッ!?』

　亜竜爪ドレイクネイルが炎を吹いて、切除器官ラスタライザの身体からだを再び壁に磔はりつけにする。後頭部と背を打ちつけて、悲鳴を上げる異形の少女。

「今のは俺の分。そして次が──」

　まだ動く。爛らん々らんと殺意に燃える瞳を向ける怪物へ。さらに踏みこむ。

　これが。

　正真正銘、切除器官ラスタライザの執念を断ちきる魂の一撃。

　──蛮神族の英雄アイツの分だ。

　轟ごう音おん。

　あたかも爆砕系の法術が決まったかのごとく。












　カイの全力の打ち下ろしが、磔はりつけとなった切除器官ラスタライザを今度こそ完全に打ち倒した。
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『ッ…………、──不能────シド──』

　くずおれる異形の少女。

『──世界──────────』

　最後まで掴つかんで離そうとしなかった世界座標の鍵コードホルダーが、カランと音を立てて床へ落ちる。

　カイの眼前で崩れていくその肉体。ガラスの粉末のように透きとおった粒子になって、淡あわ雪ゆきのように日ひ射ざしに溶けて消えていく。

「……倒せた……の？」

「そう思いたいな」

　おずおずと近づいてくるリンネに応じ、カイは床から世界座標の鍵コードホルダーを拾い上げた。

　と。後ろからは大男の足音が。

「俺は、世界でもっとも不気味な生き物が蛮神族だと思っていた」

　部下たちを外に待機させ、一人で歩いてくる獅し子し王おう。

「だが、とんだ異形がいたものだな。ジャンヌ殿、これが貴殿の言っていた怪物か」

「ええ。個体は違うようですが同種族のはず」

　慎重な足取りで後を追ってくるジャンヌと花琳フアリン。

　それぞれが、今しがた切除器官ラスタライザが消滅した壁を前にして口元を引き締めている。

　──何も残っていない。

　夢の後のよう。

　ここにあの怪物がいたという証拠は何一つ残っていない。民衆にこの話を信じさせるのは獅子王でも困難だろう。

「つまり第六の種族がいると？」

「そこまではわかりません。種族と呼ぶには個体数が少ない気がします。私が見たのは、主天アルフレイヤを襲った個体とコイツだけ」

　ジャンヌのまなざしが、向けられる。

「カイはあと一体？」

「ああ。俺とリンネはこれまで三体見てるけど、残ってるのは主天アルフレイヤを襲った奴やつだ。あと二体は消滅したはずだから」

　一体目──囚とらわれたリンネの監視役。主天アルフレイヤを襲ったのと同一個体。

　二体目──冥帝ヴアネツサに返り討ちにあって消滅。

　三体目──カイが倒して消滅。

　最初の一体目だ。

　あの異空間でリンネを見張っていた個体が、まだ確実に残っている。

「ところでカイよ。あの英雄の姿が見えんようじゃが」

　主天アルフレイヤの像を残してレーレーンがあたりを見回した。ジャンヌや花琳フアリン、そして誰よりも獅し子し王おうが気にかけていたことでもあるだろう。

「宙を漂うこの法力。何か爆発でもあったようにワシには思えるが」

「…………」

「カイ？」

「……アイツは……切除器官ラスタライザと相打ちを狙った」

　たった一言を口にするだけなのに。

　なぜ自分は、こうも声を振りしぼって、喉を嗄からせているのだろう。

　人間じゃない。

　人間の敵。冷静に考えるなら脅きよう威いの一体が消えた朗報になるはずなのに。

「切除器官ラスタライザに捕まってどうしようもなかったんだ。逃げきる力も残ってなかったから……それで選んだんだと思う」

　道連れの技。

　あの爆発で切除器官ラスタライザは瀕ひん死しの状態だった。そして動きが鈍っていたからこそユールン人類反旗軍レジストの兵器の光レ線イも直撃していたのだろう。

「あとレーレーン」

「何じゃ」

「石ソ像レ、ここまで運んできたのは俺じゃない。六元鏡光アイツの機転だ。ただそれだけのことだけど、覚えておいてくれ」

「……真まことか」

　驚きの形相でレーレーンが後ろを見やる。

　蛮神族の英雄の像。これが主天アルフレイヤ自身なのかまだ確定できないが、切除器官ラスタライザはこれを外に持ち出されることを確実に嫌っていた。

「未練だな……」

　獅子王バルムンクが低く唸うなる。

　彼が目を細めた先は、あちこちの壁にこびりついた粘状生物スライムの残骸だった。

「六元鏡光ヤツは我が連邦の最大の敵。同時に、俺にとって乗りこえなくてはならない最大の目標だった。いつか俺の手で決着を。そう思っていたのだがな……」

　傭よう兵へい育ちの指揮官が目をつむる。

　深々と息を吐きながら。

「互いに遺恨を呑のんで幻獣族を討つ。ソレが奴やつの遺言になるとはな……だとすれば、俺にできるせめてもの餞はなむけは、奴のかわりに幻獣族を討つことか」

『鏡キヨウ光コは何もしなくていいの？』

「ああそうだ。あの世で俺の戦いぶりを見ているがいい」

『わかった。ところで「あの世」ってどこ』

「それはもう──……ん？」

　髭ひげ面づらの大男が眉をひそめた。

「気のせいか。まるで六元鏡光ヤツが甦よみがえったかのような声が聞こえた気がしたが……」

『甦ってない。死んでないから』

「うむ。ならばいい────────そんなワケがあるかっ！」

　獅し子し王おうが大慌てで周りを見渡す。

　カイはもちろん、リンネやジャンヌにもはっきり聞こえているのだが、肝心の声の主が姿を見せない。

「ええいっ、姿を見せろ！　どこにいる！」

『ここ』

「こことは何ど処こだ!?」

　怒鳴り散らすバルムンクの後ろで。

　様子を見守っていたジャンヌが、突然に小さく跳び上がった。

「きゃんっ!?」

　女子の悲鳴。

　男装であることも忘れたように、何とも可愛かわいらしい悲鳴で。

「ちょ、ちょっと何……え？　ふぁ、花琳フアリンたすけてっ！　鎧よろいの下で動いてるっ!?」

「ジャンヌ様!?」

「ああもうっ、何なのっ！　出てきなさい！」

　ジャンヌの怒りの宣言と同時に、すとんと鎧のスキマから何かが落ちてくる。

　真っ青な粘状生物スライム。少女の姿をしているものの、その大きさはカイの掌てのひらに乗っかるほど小さかった。

「え……ええと……」

『鏡キヨウ光コ。わからない？』

　小鳥ほどの六リク元ゲン鏡キヨウ光コが、そこに居ならぶ人間やエルフをくるんと見上げる。心なしか声も幼くなったように聞こえるのも小型化した影響だろうか。

　……っていうか。

　……本物、だよな。間違いなく。

「変なこと聞くけど、死んだんじゃなかったのか？」

『なんで？』

「なんでって……あんな思わせぶりな自爆したじゃんか。あの爆発で核だけが無事だなんて考えられないだろ普通は」

『核は壊れた』

　あっさりと肯定する聖霊族の英雄。

　が、カイたちにはますます謎が深まるばかりだ。聖霊族の核は人間の急所のようなもの。再生不能。破壊されれば死に至る。

『核が一つだなんて鏡キヨウ光コは言ってない。一つだけど分裂できる』

「わっ!?」

　ぴょんと跳びはねた六リク元ゲン鏡キヨウ光コが、霊光の騎士の肩に飛びのったのだ。

『牙が皇おうラースイーエと戦った時も同じ。自爆したように思わせて逃げた。今回はこの人間に隠れるのが安全だと思った』

「……いつ私の鎧よろいに？」

　落ちついたのか、男声らしい振る舞いでジャンヌが問いかける。

「あの異空間で私たちだけ先に戻された。それからは別行動だったはず……」

『だから、その瞬間に核を分けた』

　異空間から強制送還されたジャンヌと花琳フアリン、レーレーンと獅し子し王おう。

　異空間に残されたカイとリンネ。

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コはそのどちら側にも存在していたのだ。

『あの時、異空間に残るか墓所に戻るか。どちらの方が生存率が高いか確信がなかった。だから身体からだを二つにわけるのが正解だと鏡キヨウ光コは判断した』

「ずるっ!?」

『ずるくない。そのぶん力が落ちる。そして今はこんな身体』

　ジャンヌの肩に座って六リク元ゲン鏡キヨウ光コが溜ため息いき。

　目の前のカイを指さして。

『だから任せた』

「……俺に？　何を？」

『牙皇ラースイーエと戦うこと』

　聖霊族の英雄はそう断言した。

『主天アルフレイヤを元に戻す方法も、世界を改かい竄ざんしたことも、アイツが知ってるはずだから』
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　クレーターレイク──

　はるか古代に大規模な噴火を引き起こし、標高二千メートルもの大火山であったものが消滅。地下のマグマが溜たまっていた場所に巨大な湖が形成された。

　雄大な原生林に囲まれた湖の水は、恐ろしいほどに濃い蒼そう穹きゆう色。

　その畔ほとりはしんと鎮まりかえり、虫は声を殺し、鳥は囀さえずりを控えている。なぜなら今ここには獣の王がいるからだ。

　王の微睡まどろみを妨げないための静寂──




「わかってないな。静かすぎても眠りにくい」




　一匹の獣人。

　燃えさかる炎を想起させる毛皮の獣人が、湖の中央にある浮島で、仰あお向むけに寝そべりながらアクビを噛かみつぶす。

「そう思わないか？」

　直後──

　あれほど静かだった原生林が、鳥たちの鳴き声コーラスで埋めつくされる。

「いい子」

　口の端から牙を覗のぞかせて嗤わらう獣人。

　幻獣族の英雄「牙が皇おう」ラースイーエ──

「……おかしいな」

　ごろんと仰向けに転がって、獣の王が眩まぶしげに目を細める先は太陽。今まさに天頂へと上りつめた陽を見上げながら。

「こっちの世界に世界座標の鍵コードホルダーは存在しないはず。それともシド、お前まさか黙ってたんじゃないだろうね」

　切除器官ラスタライザからの交信が途絶えた。

　倒された？

　不滅の存在をどうやって？

　墓所から繋つながる異空間『無座標界ゼロ』内で決着がついたとすれば、倒すことができるのは世界座標の鍵コードホルダーのみ。

　しかしラースイーエがシドから聞かされた話に、世界座標の鍵コードホルダーは出てこなかった。

「わからないことも多々あるけれど……」

　数秒後。

「ま、いっか。直接に聞いてみればいいんだから」

　獣の王は考えるのをやめた。

　正確には「迷う」のをやめた。おのずとわかること。早く知ってしまってはつまらない。全てが完了したこの世界で、残された貴重な楽しみだから。

「時間切れ。世界の改変は終わった。残念だったね人間？」

　シドに代わって世界座標の鍵コードホルダーを手にした者に事実を突きつければ、いったいどんな反応を見せてくれることだろう。

　それが楽しみでたまらない。

「あとは、違うシドの動きだけ見ておこうかな」
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　イオ連邦──

　世界大陸の東部に位置するこの連邦は、今、束つかの間まの休息期にあった。

　一年間の不戦契約。

　人間はエルフの森に立ち入らず、蛮神族もまたエルフの森の外へ出ることはない。

「俺は猛烈に忙しい」

　イオ人類反旗軍レジストの本部。

　その二階にある執務室で、窓ガラスごしに外を見下ろすのは『皇帝』ダンテ。

「蛮神族やつらが襲ってこない今、漫然と惰だ眠みんをむさぼる気はない。この一年で人類反旗軍レジストの総力を引き上げる。兵の育成と武器開発。そして都市の要塞化だ」

「…………」

「無論、エルフの森の監視も続ける」

「…………」

「何が言いたいかというと、つまり一手遅かったな。貴様がのんびりとやってくる前に、この連邦では不戦契約が結ばれてしまったぞ？」

　ふり返る。

　ダンテと向かいあう形で円卓を挟み、そこには小柄な人影が立っていた。白地に金色の刺し繍しゆうがなされたローブで頭から足下までを覆おおった少女。

　少女とわかるのは、フードの下の顔の輪郭。

　ほっそりとした顎あごから首までの線は、男にはない儚はかなさと華きや奢しやさが滲にじんでいる。さらに言えば、紅色の艶つややかな唇もそうだろう。

「テレジア──」

「嘘うそつき」

　名を呼ばれた少女の口から零こぼれる、鈴のように軽やかな声。

「蛮神族を倒すと言っていたのに」

　少女の言うように。

　イオ人類反旗軍レジストの真の目的は人間側の完全勝利だ。エルフの森を焼きはらい、蛮神族を連邦から追い出してこそ真の勝利であることは疑いない。

　そのために──

　皇帝ダンテは、莫ばく大だいな費用をかけて、この少女一人を遙はるか彼方かなたの地から呼びよせていたのだ。蛮神族との最終決戦に向けて。

「貴様の到着が遅れたからだ。恨むなら、貴様の前にやってきて、たった数日で不戦条約を結んだ霊光の騎士ジヤンヌを恨め」

「…………」

「決戦は一年延期。部下たちも療養中だ。今すぐ不戦条約を破って攻めこもうにも、動かす駒がない。それとも──」

　試すような視線。

　挑発ともとれる口ぶりで、皇帝ダンテは目の前の少女へと続けた。

「貴様一人で蛮神族に挑んでみるか。人間兵器テレジアよ」

「……いいの？」

「戯ざれ言ごとだ。とはいえ貴様の力が噂うわさどおりの物なのか、見られないのは残念だがな」

　人間兵器。

　その異名をもつ少女は、世界四大連邦以外の小国を徘はい徊かいするように渡り歩き、各地の人類反旗軍レジストに雇われているという。

「生まれながらに法術を使える人間という噂、俺が真否を判定してやろうと思ったが」

「…………」

「西の国境近辺、貴様の法術が、空飛ぶ疾竜ワイバーンを撃ち落とした逸話は本当か？」

　少女は答えない。

　人間でありながらも強力な法力を持つことから、通称「人間兵器」。悪魔族にも匹敵する強大な法術を扱える奇き蹟せきの少女として、名高い。

　だが、本当に人間か？

　それが皇帝ダンテの疑心だ。

　指揮官補佐キュビレイのように蛮神族が変装している可能性。だが蛮神族なら、武器としての法具がなければ、体内の法力を外部に放出できないはず。

「私は帰る」

「ほう？」

「ここにいてもつまらない」

　戦闘がないのならイオ連邦に留とどまる意味がない。

　暗にそう告げて、少女が立ち去ろうと身をひるがえす。その小柄な背中に向けて。

「貴様は、本当に人間か？」

　皇帝ダンテは押し殺した声でそう口にした。

「貴様はいったい──」

「シド」

「……シド？」

「何も知らないのね。可哀かわい想そうに」

　ぴたりとローブ姿の少女が足を止める。

　背を向けたまま。

「この世界の人間を解放するのは、あなたじゃない。霊光の騎士ジヤンヌとやらでもない。シドの名を持つ私。そう運命づけられているの」

　テレジア・シド・フェイク。

　シドの名を持つ少女は、歌うように宣言した。
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　忘却の地──

　草一本生えていない灼しやく熱ねつの大砂漠。極寒の氷河。猛毒の湿地帯など。

　この広大な世界大陸には、四種族からも見放された領域が点在する。

　無主地と呼ばれる「誰のものでもない」地域。その多くが生物が棲すむのには過酷すぎる環境であるため、四種族もわざわざ支配しようとしないためだ。

　その一つ。

　鉄分を帯びた真っ赤な砂漠地帯にて。

「報告、人間兵器テレジアが動きました！　イオ連邦へ、部下を従えて向かったとのこと！」

「…………」

　砂丘──

　真っ赤な砂の丘に、無言で座りこむ男。

　野生の獣さえ、真昼のこの砂漠を歩けば足が灼やけて悲鳴を上げる。

　だがこの男はどうだ。

　鍛えぬかれた肩と背中とで、もう何時間も砂丘に座し、降りそそぐ熱線に耐えている。砂地に接した太ふと股ももは、さながら熱した鉄板上に座りこんでいるのと同じ。拷問にも等しい所作だろう。

　にもかかわらず、男は微動だにしない。

「アーカイン様！」

「……意外だな」

　座したまま、首だけで部下をみやる男。

　凛り々りしく彫りの深い顔立ちに、鋭い眉目。紡ぎ出した声には威厳が感じられる。

「テレジアが？　まさか皇帝ダンテの要求に応じたか。一年以上前に獅し子し王おうの依頼もあったはずだが、それを蹴ってイオへ向かうとは」

　蛮神族と交戦中のイオ連邦。

　聖霊族と交戦中のユールン連邦。

　そのどちらからも、人間兵器テレジアは決戦に向けての加勢を頼まれていたはず。いつ動くかと監視していたが。

　まさかイオ連邦へ出向くのは予想外だった。

「あの女。獅子王バルムンクにつくと思っていたが、皇帝ダンテの方が与くみしやすいと踏んだか？」

「いかがいたしましょう」

「我々の動きに変更はない。このまま西の連邦へ向かう」

　灼しやく熱ねつの大砂漠。

　この「誰のものでもない」大地を突っ切れば、どの種族からも妨害されることはない。

　無論、無事に砂漠を抜けられればの話だが。

「……それとも」

　背後の部下には届かない小声で。

　アーカインと呼ばれた壮年の偉丈夫は、語りかけるような口調で。

「お前ともあろう者が事を急せいたか。あのジャンヌという新星に、オルビア預言神からの神託。俺とテレジア以外に適格者がいたと考えるべきか？」

　霊光の騎士ジャンヌの噂うわさ。

　北のウルザ連邦に優秀な指揮官がいる。その話は辺境にまで届いていたが、まさかこの短時間でこうも頭角を現すのは予想外だった。

　──北では、悪魔の英雄を撃破。

　──東では、蛮神族に休戦条約を突きつけて応じさせた。

　その功績は凄すさまじい。凄まじいが、同時に奇妙でもある。

　違和感。

　ウルザ連邦は、悪魔族の支配によって壊滅寸前だった。そこからの一転攻勢があまりに出来すぎているのだ。指揮官ジヤンヌだけの手腕ではあるまい。よほど優秀な部下を招き入れたか、それに類する何らかの外的要因が加わったと考えるべきだろう。

　たとえば──

　あのオルビア神教の預言神のような。

「霊光の騎士ジャンヌか。次の行き先はおそらく西の連邦。このまま進めば鉢合わせるな。ならば見極めるには都合がいい」

　立ち上がる。

　その拍子にマントが翻ひるがえり、腰につけた大型の二丁拳銃が露あらわになった。

「だが不運だな」

　傭よう兵へい王アーカイン・シド・コラテラル。

　シドの名をもつ男はゆっくりと天を仰ぎ、そして砂丘を歩きだした。

「新時代の舞台に立つ者は、既に運命づけられている」







　人間兵器テレジア・シド・フェイク。

　傭兵王アーカイン・シド・コラテラル。

　この世界に存在しないはずの預言者シド、その「名」を継ぐ者たち。




　だが、二人はまだ知らない。

　この世界にもう一人、シドの「剣」を継承した少年がいることを。





あとがき







　神の告げる未来。その道の先にあるものは？




　預言──

　未来を告げる「予言」という言葉と違って、こちらの「預言」には、必ずその背後に、言葉を授ける神がいることが暗示されています。

　今回はそんなシドの預言について。

　一巻から謎だった部分が解き明かされると同時に、さらに新たな登場人物たちが舞台に参戦した第三巻、楽しんで頂ければ幸いです。




『なぜ僕の世界を誰も覚えていないのか？』（『なぜ僕』）第三巻、手にとって頂きありがとうございます。

　ようやく本作の真骨頂の始まりかな、と。

　今までの謎が少し明らかになって、さらに世界観も広がって。

　ここから巻を追うごとにもっともっと激しく壮大な展開になっていきますので、今後もご期待いただけると嬉うれしいです。

　そして良いご報告を。

　ゲーム化＆コミカライズが同時決定です！

　ゲームの方はこれから続報を出せればと思います。ＭＦ文庫Ｊ公式のお知らせや細さざ音ねのツイッターも、ぜひぜひチェックしてみてくださいね。

　そしてコミカライズ！

　月刊コミックアライブ（２月27日発売号）から連載開始なので、この第三巻が発売してすぐの雑誌に掲載されます。それも「２話同時連載」という快挙……ええ。今ごろ作画のありかん先生は悶絶している頃でしょう。

　ただ、その作画は本当に凄すさまじいです。世界輪りん廻ねの瞬間、その後の悪魔の登場シーンも鳥肌が立つレベルで凄すごいので、ぜひ雑誌や単行本でご覧ください！

　なお、小説四巻は６月25日頃の予定です。

　三巻の続きからまた怒ど濤とうの展開に続くので、ぜひ楽しみにお待ちくださいね。

　そして次の刊行まで、よければということで、並行して進んでいる細音の別シリーズをご紹介させてください。





●ファンタジア文庫



『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』（『キミ戦』）

　戦場でぶつかりあう剣士と魔女姫のヒロイックファンタジー。

　主人公とヒロインが敵同士でライバルで、そんな二人がどうなるのか──という独特な世界観です。まだ最新三巻が出たばかりで、しかも大重版中！

　今年の春に第四巻も出ますので、ぜひ今のうちに手にとってくださいませ！




　というところで、ページも残り少ないようです。

　今回も美しいイラストで本作を彩ってくださったｎｅｃｏ先生、いつもお世話になっている担当Ｎ氏。本当にありがとうございます。

　そして何よりも、本作を読んで下さった方に心から御礼を。

　願わくば──

　今春刊行の『キミ戦』四巻で。

　そして６月の『なぜ僕』三巻でお会いできますように。物語もさらに盛り上げていきますので、ご期待ください！





冬の日の午後に　　細さざ音ね　啓けい　




　　https://twitter.com/sazanek　※ツイッターで刊行のお知らせいたします！
































　著者

　細音啓（さざね・けい）

　　コミカライズ＆ゲーム化が決定しました！

　　第一報を聞いた時からずっとドキドキで、こうしてお知らせできて嬉しいです。

　　『なぜ僕』小説もますます気合いが入るなあと。

　　そんな第３巻、開幕です！




　イラストレーター

　neco（ねこ）

　　フリーのイラストレーター。

　　キャラクターデザインを中心に活動中。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／neco

　　装丁／阿閉高尚
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